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          平成 19年度宇宙地球科学専攻の動き 

                                   平成19年度専攻長 中嶋 悟 
 
 平成16年度に始まった国立大学の独立法人化も4年目を迎え、教員組織が改正されて、平成19年度4月から

助手は助教に、助教授は准教授となった。平成 18 年度の 2 学期より始まった新学務情報システム（KOAN）が

本格的に運用され、学生の履修登録や教員のシラバス・成績入力、休講通知などの学部・大学院の教務関係の殆

どをコンピュータ上で行うことになった。本年度は学内のPCのみからできるが、平成20年度からは学外（自宅

など）の PC からもアクセスできるようになる。理学研究科の耐震改修などは殆ど終了し、一部を残すだけとな

った。D棟大教室は最新のAV機器が設置され、ガイダンスや大学説明会などに便利になった。理学研究科の中

期計画も4 年目になり、中間目標の暫定評価のため、11 月29、30 日に外部評価を行った。また、大阪外大との

統合に伴い、生物学科の定員が30名増員され、新しく生命理学コース（物理・化学必修）として平成20年度か

ら募集することになった（前期10名、後期20名）。また物理学科では、国際物理オリンピック入試が始まった。

一方、研究者の研究費不正使用などがあり、出張や謝金などの事務手続きが厳しくなった。 
 専攻では、平成 17 年度末から 3 年間にわたり、教授の定年退職が 3 人続き、将来計画委員会で専攻の今後を

議論してきた。その結果、従来から念願であった宇宙の実験グループを新たに立ち上げ、一方では物性実験グル

ープを堅持することとなった。 
  
 宇宙地球科学専攻のこの一年の動きの詳細は以下のようである。 
 
研究グループと人事 
 平成18年度10月から立ち上がった惑星内部物質学グループ（近藤研）に境家達弘助教を4月から迎えた。田

畑吉計助教（旧河原崎研）が 5 月から京都大学へ移られた。鳥居研一 COE 特任助教（常深研）が退職され、代

わりに穴吹直久氏を 7 月から本年度末まで迎えた。松本拓也助教（松田研）が 12 月から岡山大学へ移られた。

徳永史生教授と後藤達志COE特任助教が3月末で退職された。 
 また、宇宙の実験グループおよび物性実験グループの立ち上げが決定され、人事選考委員会を構成して、教授

候補者を選考し決定した。この 2 つのグループの助教の人事選考も開始した。平成 19 年度は 8 グループである

が，平成20年度4月から9グループとなり、7月1日頃にすべてのポストがうまる予定である。 
 
部屋割り 
 化学専攻からの要請により、Ｇ棟1階G107実験室（旧河原崎研：75m2）とＦ棟のF317, 322-324の3スパン分を交

換した。F317は学部物理学実験（生物分光）に用い、F322-324は、惑星内部物質学（近藤）グループに割り当て

た。 
 
予算と研究費 
 給与とボーナスは原則として据え置き状態であり、昇級や加算は研究教育などに顕著な業績があった者を専攻

長が研究科長に推薦するという形になっている。 
 平成19年度に配分された運営交付金の研究費は、18年度よりも25%減で、17年度よりも13%下回った．平成

19年度の間接経費が建物改修費などにまわされたためである。化学専攻との部屋交換に伴い、物性実験新グルー

プに割り当てる予定の実験室F203にG107相当の電気・水道工事を行う費用624万円を、化学専攻に負担しても

らうこととなった。 
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教育 
 中嶋は物理学科長でもあったため、物理学科34人の留年生のうち休学中の5人以外の29人の本人と家族に、物理

学科長名で未修得単位数（不足単位数）を知らせ、本人には物理学科長に会いに来るようにとの文書を，7月中

旬に郵送した．9月までの間に10数名の学生と面談したが、そのうち半数位は今後の改善意欲を見せた。多くの

学生が1-2年生の間に勉学意欲が低下しており、かつ同級生や上下の学年生との交流が乏しいことも原因と考えら

れた。そこで，H棟コミュニティースペースなどを積極的に活用してもらうため、時間外・休日にも学生証で入

館できるようにして頂いた（理学部生全員、2008年1月より）。 
修士論文・発表（平成17年度から）と博士論文・発表（平成18年度から）に成績をつけ、その他の評価項目

と合わせて、奨学金返還免除者の推薦を行った。また、博士論文審査の公聴会を、物理専攻と日程を合わせて行

った。 
 
大学院入試 
 大学院生の募集を広報宣伝するため、2007年度の日本地球惑星科学連合学会（5月19-24日）において，専攻の

ポスターを作成して掲示した。また、7月7日（土）に、阪大で物理専攻と合同の入試説明会を開催した。平成20
年度入学者用の大学院入試は、これまでと同様、夏の物理との合同入試（平成19年8月27-29日）、秋の宇宙地球

科学専攻独自の二次募集（平成19年11月17日）と2本立てで行われた。平成20年度の博士前期課程の入学者数は

26名で、昨年の24名に続いて定員28人を再び割った。平成20年度前期課程全体の在籍者は53名で、充足率は95%
である。一方、博士後期課程への入学者は6名と定員13名の半分以下となった。平成20年度博士後期課程全体の

在籍者は20名で、充足率は51%しかない。これは、定年退職教授が3人続いたことも影響していると思われるが、

今後充足率改善の方策を検討していく必要がある。 
 
事故管理・防犯体制 
 当専攻では平成 19 年度、4 階に設置された防犯カメラを調べることもなく、幸い大きな事故などはなかった。

Ｆ棟玄関ドアが風で閉まりにくいため、庶務係の方で開き方を変更する工事を行い、問題は解消したが、身障者

対応の自動ドアへの改修は費用がかかりすぎるということで実現しなかった。 
 一方で、理学研究科の他の専攻では、2007 年 12 月頃から学生の研究活動等に伴う負傷事故が相次ぎ、安全衛

生管理体制の強化、特に試薬の管理や実験の安全指導の強化が度々行われた。 
 
その他 
 昨年度からできた学生も含めた全員へのメーリングリストが様々な連絡に活用されるようになり、専攻全体の

連絡体制が整った。また、昨年度から始まった専攻全体の「宇宙地球科学セミナー」も，今年度 10 回程度行う

ことができ、定着してきた。 
 秘書室主催の宇宙地球科学専攻ソフトバレーボ−ル大会は、6 月1 日（第3 回）、12 月14 日（第4 回）に柴原

体育館で開催された。 
 このように、各グループの枠を超えた様々な活動が行われるようになり、専攻の理念である従来の枠組みを超

えた風通しの良い学際的な環境が整ってきた。今後、さらに新しい研究などへ進展していくことが期待される。 
  
 今年度末をもって、秘書の三矢田美佐子さん、尾上るみさん、奥宮元子さんが退職された。独立法人化前後の

事務の激変の時代を共に支えて下さって本当に有難うございました。 
 
 本年次報告書の編集は中嶋と谷口准教授が担当、データの集計等実務については、専攻秘書室の橋本さんに担

当していただいた。 
 
 最後になりましたが、専攻の活動などに御協力いただいた専攻の皆様に感謝いたします。 
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研究室名 教　職　員 博士後期課程 博士前期課程 卒研４年生 その他

宇宙進化学 教　授　高原 文郎　 Ｄ2　 金　明寛 Ｍ2   門脇 康大 　小川　大輔 藤田 龍一

准教授　藤田　裕 　　　別所　慎史   　　伊吹　壽元 　高橋　宏明 （研究生）

助　教　田越 秀行 Ｄ1 　岩崎 一成 　　　岡田　智明 疋田　渉

助　教　釣部 通 　　  大平 豊 　　　斎藤　信行 (COE特任)

Ｍ1　 古布　諭

　　　菅原　功

　　　田中　周太

　　　吉田　訓士

Ｘ線天文学 教　授　常深 博　 Ｄ3　勝田 哲 Ｍ2 　青野 道彦 出原　寿紘 　並木 雅章

准教授　林田 清　 　　 田和 憲明       長井 雅章 中平　哲郎 （特任）

助　教　宮田 恵美    　Nemes Norbert 　　　中本 創 山根　貴之 　中嶋　大

特任助教 穴吹　直久 Ｄ2　松浦 大介 Ｍ1 　太田　征宏 （ＰＤ）

Ｄ1　内田　裕之 　　　木村　公

　　 内野　雅広 　　　文原　篤史

理論物質学 教　授　川村 光　 Ｄ3　　森 隆浩 Ｍ2　 池田 篤重 奥村　宗一郎 阿知波　紀郎

准教授　湯川 諭 Ｄ1　Dao Xuan Viet 　　　上田 光生 坂本　登史文 (研究生)

助　教　吉野 元 　　　前田 雄至 山本　匠

Ｍ１　原野 和也

　　　森本 祥司

　　　山本 敦志

Nguyen Trung Hai

惑星科学 教　授　松田 准一 Ｄ3　 工藤 康晴 Ｍ2 　荘山　英敏 清水　拓磨

准教授　植田 千秋 　　　宮川 千絵 　　　塚本　英智 下　良拓

助　教　橋爪 光 Ｄ2   Gyorgy Czuppon 　　　津田 浩克 東嶋　貴志

助　教　松本 拓也 Ｍ1　 加納 俊 森下　和彦

　　　佐部友希恵

　　　白石　智一

惑星内部物質学 教　授　近藤　忠 Ｍ2　 芦高　尚子 石田　雄

准教授　谷口　年史 　　　大矢　紫保 高橋　英樹

　 助　教  境家　達弘 　　　森本　穣 藤井　敦大

　

極限生物学 教　授　徳永 史生 Ｄ3 　長谷川 明之 Ｍ２　江﨑　祐子 木村　美帆 　木本　正英

准教授　久冨 修       染川 智弘 　　　北野　大輔 種盛　真也 　（研究生）

准教授　山中 千博 Ｄ2　 岡藤　麻子　 　　　高田 英一郎

助　教　後藤 達志     （生物科学専攻所属） 　　　高野 浩輔

　　　江本 豊 Ｍ１　長谷川 浩二   

　　　前川 絵美
    （生物科学専攻所属）

Ｄ1   松山 昭彦
　　　

平成１9年度　宇宙地球科学専攻メンバー表　　　　　　　　　　　　　(10月現在)

－4－



研究室名 教　職　員 博士後期課程 博士前期課程 卒研４年生 その他

惑星物質学 教　授　土`山 明 Ｄ２　谷口 圭輔 Ｍ２　井上　雅喜 安藤　健人 小池　千代枝

准教授　大高 理 　　　村田 敬介 　　　奥野 英晶 岡　真由美 (招聘）

准教授　佐伯 和人 　　　木谷 晋輔 長澤　健一   茅原 弘毅

助　教　谷 篤史 　　　岡本　竜志 村山　達郎 (COE教務補佐員)

　　　高倉　崇 上椙　真之

　　　村田　和樹 （ＰＤ）

Ｍ１　飯田　洋祐 有馬　寛

　　　幾世　宏志 （研究生）

　　　今井　悠太

　　　川邊　聖司

　　　野口　遼

　　　増尾　悦子

　　　水野　準一

　　　檜垣　雅之

地球物理化学 教　授　中嶋 悟 Ｄ３　山野井 勇太 Ｍ２　岩本 拓 川島　実香

准教授　廣野　哲朗 　　　大塚 高弘 　　　北台 紀夫 桐野　裕介

助　教　桂　誠 　　　伊規須 素子 　　　澤井 崇 濱田　洋平

助　教　横山 正 　　（東工大より受託） 　　  高倉　雅 山内　佳苗

Ｄ２　癸生川 陽子 　　　田中　良典

　　　鈴木 彰子 Ｍ１　常盤井 和代 　

Ｄ１　福田　惇一 　　　中島　崇

合　計 教　授：　　８名 Ｄ３：　１０名 Ｍ２：　３１名 ２５名 　１０名

 准教授：　１０名 Ｄ２：　　９名 Ｍ１：　２５名

助　教： 　１１名 Ｄ１：　　７名

協力講座

教　授　高部 英明

助　教　佐野 孝好

合　計  教　授：　　１名

 助　教：　　１名

非常勤事務員 田中　真理子（松田研・宇宙地球共通） 佐々木眞由美（宇宙進化Ｇ・宇宙地球共通）

三矢田美佐子（川村研・常深研） 　　　尾上　るみ  （土`山研・近藤研）

奥宮　元子　（徳永研・宇宙地球共通） 中村　仁美　（中嶋研・宇宙地球共通）

山田　史子　（常深研）               芝田典子（川村研）

レーザーエネル
ギー学研究セン
ター
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２００７年５月１６日改訂 

宇宙地球科学専攻の運営について（申し合わせ） 

（１） 運営の基本 

 ・ 専攻長を中心に風通しのよい教室運営を行う 

 ・ 教授・准教授・助教の差を小さくする 

 ・ 研究グループ制とし呼称は教授名又は講座名（研究内容）とする 

 ・ 研究教育の交流を図り、グループ間の壁を低くする 

 ・ 物理学専攻との連絡を密にする 

 

（２） グループ代表者会議 

 ・ 各グループより、全権を委任された１名の代表者で構成する 

 ・ 専攻長の相談組織とする 

 ・ 以下のような教室全体に関わる問題を審議し、円滑な教室運営をはかる（重要なもの

は教室会議にかける） 

   概算要求事項、一般設備費等、建物、人事、共通予算、共通設備、教室事項、秘書、

対外向けの行事等 

 

（３） 教室会議 

 ・ 教室会議で構成員と決められた助教以上で構成する（大学院生、ポスドク、秘書を含

むその他のスタッフはオブザーバーとして参加できる） 

 ・ 原則として月１回（学部研究科教授会の後の水曜日５：００から）開催する 

 ・ ３名で議長団を構成する（任期は１年） 

 ・ 人事を除き定足数は、外国出張を除く構成員の１／２以上とする 

 ・ 長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

 ・ 人事に関する議題は、原則として１週間前には通知する 

 ・ 人事に関する議題は、専任講師以上が議決権を持つ 

 ・ 人事に関するルールは、以下（４）に定める 

 ・ 審議事項 

  ・ 人事に関する事柄（分野の決定、人事委員会の構成、人事の決定、物理教室人事委

員の推薦等） 

  ・ 予算に関する事柄（予算配分の決定、概算要求事項の審議、他の予算費目の審議等） 

  ・ 教育・研究に関する事柄（共通教育と専門教育、卒業研究の発表、年次研究報告会、

大学院生の発表等） 

  ・ その他（部屋、秘書体制、理学部より諮問があった問題、役割分担等） 

 

（４） 人事のルール 

 ・ 人事委員会は４−５名プラス物理教室から１名で構成する 

 ・ 人事委員会は以下のように構成する 

  ・教授人事は教授のみ 

  ・准教授人事は准教授以上 

  ・助教人事は専任講師以上 

 ・ 教室会議で提案し、１週間以降の教室会議で投票する 

  ・いずれも専任講師以上の２／３以上の出席を要する（外国出張は除く） 

  ・長期病欠等の場合、教室会議の議を経て海外出張者に準ずることができる 

  ・全ての人事について不在者投票を認める 

  ・投票総数の 2/3 以上の可が必要 

－6－



（単位：円）

収入の部 金額 支出の部 金額

講座経費 48,606,100 研究室への配分 24,209,895

留学生経費 143,045 　講座経費（※） 14,895,768

寄附金拠出に伴う運営費補填金 100,000 　講座経費（大学院学生経費相当） 7,254,600

研究生・科目等履修生経費 51,600 　留学生経費 143,045

教育研究設備維持運営費 1,764,882 　寄附金拠出に伴う運営費補填金 100,000

研究基盤支援促進経費 59,840 　研究生・科目等履修生経費 51,600

教員人件費（TA･RA） 2,159,000 　教育研究設備維持運営費 1,764,882

物理学科経費 244,611

　物理学科教室経費 92,528

　物理学生実験経費 152,083

物理系図書費 5,345,166

職員人件費（非常勤） 13,813,263

教員人件費（非常勤・TA･RA） 2,561,904

専攻共通経費 6,464,996

他部局への支払いなど 244,632

　　　　　　計 52,884,467 計 52,884,467

収入の部

　講座経費は、教員研究旅費・教育研究基盤校費（教員研究費・学生経費）の合算です。

校費予算配分

平成１9年度運営費交付金　収支計算書
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平成１9年度運営費交付金　研究グループ　配分一覧 （単位：円）

研究グループ名

講座経費
（学部学生経費

を含む） 大学院生経費
留学生・科目等履修

生等経費 ＊特別経費 合　計

宇宙進化グループ 1,715,298 953,600 12,900 0 2,681,798

常深研究室 1,914,666 1,110,500 143,045 0 3,168,211

松田研究室 1,981,122 748,400 0 352,976 3,082,498

川村研究室 1,559,562 627,700 12,900 0 2,200,162

近藤研究室 1,758,930 253,500 0 352,976 2,365,406

土`山研究室 2,058,990 1,339,900 12,900 0 3,411,790

徳永研究室 1,926,078 1,026,000 12,900 1,158,930 4,123,908

中嶋研究室 1,981,122 1,195,000 0 0 3,176,122

合　　計 14,895,768 7,254,600 194,645 1,864,882 24,209,895

*特別経費：

　委任経理金拠出校費補填分

　教育研究設備維持運営費

　共同研究費など
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）

）

）

）

響

科学研究費補助金（文部科学省・日本学術振興会）受け入れ状況（平成19年度）

＜特定領域研究＞

種別 研究者 研究課題名 金額

（公募 新規 川村　光 ヘリウム３薄膜の秩序化現象 1,100千円

（計画 新規 川村　光 フラストレーションとカイラリティ 30,300千円

（計画 新規 川村　光 フラストレーションが創る新しい物性 4,800千円

（公募 新規 茅原　弘毅 星周塵候補鉱物における形状および結晶方位の異方性を 3,000千円

伴った結晶化過程の解明

＜特別推進研究＞

継続 常深　博 宇宙高温プラズマの観測的研究と偏光分光型超高精度 5,200千円

X線CCD素子の開発研究

＜基盤研究＞

Ｓ 新規 土`山　明 固体惑星起源物質としての非晶質珪酸塩の重要性と 68,770千円

その初期進化

Ｓ 継続 松田　准一 隕石中の希ガスの主要成分の起源とその宇宙地球化学的示唆 4,300千円

Ｓ(2) 継続 中嶋　悟 全地球史解読  PartⅡ 　0千円

    研究代表者：東京工業大学　丸山茂徳教授

Ｂ 新規 大高　理 大型ダイヤモンド複合体アンビルのヒップ合成と 5,590千円

高圧液体の構造・物性研究での実用化

Ｂ 継続 谷　篤史 固体高分解能NMRおよびESR分光法による 0千円

新しい文化財分析法の開発（代表者：江口太郎）分担者

Ｂ 継続 釣部　通 精細観測データに基づく宇宙進化史の研究 0千円

（代表者：横山順一）分担者

Ｃ 継続 高原　文郎 相対論的ジェットの内部構造の理論的研究 900千円

Ｃ 継続 川村　光 フラストレート磁性体のエキゾチック秩序 1,000千円

Ｃ 新規 谷口　年史 弱結合系におけるカイラリティを秩序変数とする相転移の研究 2,900千円

Ｃ 継続 田越　秀行 ブラックホール摂動法とポストニュートニアン近似 900千円

による重力波の研究

Ｃ 継続 小池　千代枝 星周塵候補物質における微粒子の形状による光学的性質への影 1,300千円

＜若手研究＞

Ａ 継続 松本　拓也 地球内部の希ガス微細分布及び存在状態の　 2,100千円

分析手法の開発と地球進化研究への応用

Ｂ 新規 湯川　諭 非平衡条件下での構造形成におけるミクロダイナミクス 1,100千円

・マクロ記述

Ｂ 継続 藤田　裕 プラズマ加熱と粒子加速が銀河・銀河団形成に与える影響 1,000千円

Ｂ 継続 廣野　哲朗 台湾集集地震における破壊伝播メカニズムの解明 1,000千円

Ｂ 継続 横山　正 水・岩石界面近傍の水の特性変化の状態分析 700千円

Ｂ 継続 吉野　元 ガラス系のダイナミックスにおける時空間構造の解析 700千円

Ｂ 新規 谷　篤史 ルミネッセンスを利用した南極ドームふじコアの 2,000千円

不純物解析システムの開発
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＜萌芽的研究＞

新規 土`山　明 Ｘ線ＣＴその場観察のための加熱炉の開発と 2、500千円

その動的過程解析への応用

新規 松本　拓也 新たな古環境評価指標構築を目指した鍾乳石・ 2,800千円

石筍包有物中の希ガス同位体分析手法の開発

新規 佐伯　和人 損失影響を考慮したモバイル無人観測飛行機の開発 800千円

継続 谷　篤史 火山噴出物起源の鉱物を対象とする新しいOSL年代 0千円

測定法の開発（代表者：高田将志） 分担者

＜学術創成研究費＞

新規 近藤　忠 強力パルス中性子源を活用した超高圧物質科学の開拓 0千円

（平成19年度‐23年度）　分担者

継続 植田　千秋 惑星探査用次世代超高感度極微量質量分析システムの開発 4,954千円

　　研究代代表者：大阪大学　石原盛夫教授

継続 松本　拓也 惑星探査用次世代超高感度極微量質量分析システムの開発 3,000千円

　　研究代代表者：大阪大学　石原盛夫教授

＜特別研究員奨励費＞

新規 中嶋　大 X線CCD精密分光観測を用いた多重超新星爆発による 1,100千円

宇宙線加速の解明

新規 勝田　哲 超新星残骸に残る恒星の噴出物のX線による観測と、 1,000千円

それに基づいた恒星進化の研究

新規 田和　憲明 X線天文衛星「すざく」による銀河面からの熱的、 900千円

非熱的X線放射起源の観測的研究

新規 松浦　大介 信号処理回路を多系統集積したLSIを用いたX線CCDの 900千円

高速信号処理システムの開発

新規 森　隆浩 地震の時空間相関の統計力学的研究 900千円

新規 癸生川　陽子 惑星物質中の有機物・鉱物相互関係のミクロ・ナノ非破壊分析 900千円

継続 山野井　勇太 火山噴出物の色変化機構と速度の分光学的研究 900千円
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その他の研究費受け入れ状況（平成19年度）

相手先 研究者 研究課題名 金額

大阪大学 高原　文郎
基礎科学研究戦略
サブワーキングシンポジウム

400千円

独立行政法人
科学技術振興機構（ＣＲＥＳ
Ｔ）

徳永　史生
分子配列による蛋白モジュールの開発と展
開

6,513千円

日本宇宙フォーラム
宇宙環境利用に関する地上研究

植田　千秋

（次期宇宙利用区分・物理化学分野）
「固体物質全般を対象とした磁気回転振動
の観測による磁場配向機能の一般性の検
証」

4,954千円

エヌアンドエス 山中　千博 放射線環境モニタリング研究 500千円

（共同研究）

二国間交流事業日露共同研究 川村　光 スピンカイラリティの理論的実験的研究 2,150千円

プラゲノム株式会社 谷口　年史 新しい酸化物蛍光体の開発 500千円

日本学術振興会 田越　秀行 ＴＡＭＡ検出器の重力波データ解析 0千円

二国間交流事業共同研究 （代表者：神田展行、S.V.Dhurandhar)

インドとの共同研究

（受託研究）

宇宙航空研究開発機構 常深　博
全天X線監視装置用X線CCDカメラの応答関数
ソフトウェアの開発研究

1,500千円

宇宙航空研究開発機構 林田　清
小型衛生Polaris搭載用硬X線偏光検出器の
開発

4,840千円
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宇宙地球科学専攻　所有大型装置一覧

品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

宇宙進化グループ

並列計算機 1
Dual Xeon 2.2GHz
HDD740GB
Pentium4  2.8GHz×11

2002年 3,000

常深研究室
クリーンルーム 1 1994年 20,000
Ｘ線発生装置 1 1995年 12,000
二結晶分光器 1 1997年 30,000
２１ｍビームライン 1 1997年 25,000
I.T STAR DOME 2800 観測室付き 1 アストロ工学工業（株） 2004年 3,780
CCD評価装置 1 SSD-01（浜松ホトニクス株式会社） 2004年 4,673
開放型マイクロフォーカス 1 L8321-01（浜松ホトニクス（株）製） 2004年 13,965
高性能三次元空気ばね式防振台 1 ヘルツ株式会社　TDIS-2012LAKY 2005年 1,595
パルスチューブ冷凍機 1 岩谷瓦斬株式会社　P007 2005年 1,352
NeXT衛星SXIシステム 1 三菱重工株式会社 2005年 9,870
パルスチューブ冷凍機用コンプレッサー 1 岩谷産業株式会社 2006年 14,679
ＮＡＳマシン 1 RANS-5250GBSR2(ｼｰﾃｨｰｿﾘｭｰｿﾝ社製） 2007年 815,850

土'山研究室
X線プローブマイクロアナライザ 1 JEOL-733 1981年 23,000
真空蒸発凝縮電炉 1 EC-300 1989年 7,200
同上制御装置 1 JEOL-733 1990年 14,729
赤外線イメージ炉 1 RHL-E44VHT 1991年 1,913
高温熱天秤 1 TG92-18 1995年 5,400
高圧発生装置 1 キュ—ビック型700ton 1995年 27,538
マイクロフォーカスX線CT装置 1 ELESCAN NX-NCP-80-I(4) 1999年 17,640
1000トン超高圧発生装置 1 NP-1000 1988年 基礎工より移管

原子間力顕微装置AFM 1 SIIナノテクノロジーNanopics 2003年 秋田大学より移管

月面観測用画像分光望遠鏡 1 JFEテクノリサーチALIS 2003年 秋田大学より移管

スライディングルーフ天体観測ドーム 1 協栄産業SR-2x4.5 2004年 2,888
循環流発生装置つき造波水路 1 正豊製作所／12ｍ×0.5ｍ×0.2ｍ 1991年 2,500
不規則波発生装置付き2次元水路 1 興和精機／15ｍ×0.5ｍ×0.25ｍ 1997年 6,000
小型真空蒸着装置 1 京都タカオシン/TM-150 1988年 国 立 天 文 台 よ り 移 管

フーリエ変換型赤外線分光光度計 1 Nicolet/Nexus670 FT-IR 2000年 京 都 薬 科 大 よ り 移 管

紫外可視光分光光度計 1 Hitachi/U-4100 2003年 京 都 薬 科 大 よ り 移 管

冷凍機つきクライオスタット 1 Daikin/Cryotec V202C5LA 2003年 京 都 薬 科 大 よ り 移 管

顕微赤外システム 1 ThermoNicolet/Continuum 2003年 国 立 天 文 台 よ り 移 管

ターボ分子ポンプ 1 ULVAC/VPT-050 2003年 国 立 天 文 台 よ り 移 管

サーマル電界放出形走査電子顕微鏡 1 日本電子(株)製 JSM-7001F 2007年 45,675

重力波データ解析コンピューターシステム 1

Newtech HDD 2.4TB×2
三菱UPS1.4kW×4

2003年

Pentium4 2GHz×12
Newtech HDD 640GB×2

2001年

Pentium4 2.5GHz×4
Newtech HDD 960GB×2

2002年
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品　　　目 数量 規　　格 購入年度 金額（千円）

徳永研究室
レーザー顕微鏡 1 FUX-B5SP-Ar 1998年 6,915
DNAシーケンサー 1 SQ-5500 1998年 6,405
原子間力顕微鏡 1 JSPM4200 1999年 16,275
生体分子精製装置 1 AKTA purifier 2001年 6,332
化学発光解析装置 1 Fluor-S/MAX 2001年 6,294

松田研究室
K-Ar(Ar-Ar)年代測定用質量分析計 1 アユミ工業（株）KA-1200 1991年 14,006
超高感度質量分析計 1 ＶＧ5400 1992年 71,269
希ガス同位体測定用質量分析装置 1 ＶＧ5400 1995年 27,575
全自動窒素炭素同位体質量分析計　 1 日本酸素株式会社ANCA-SL(PDZ-Europe社製) 2002年 21,945
ガスクロマトグラフ質量分析計　  1 JEOL AMS-Sun200 2002年 8,358
走査電子顕微鏡 1 JEOL JSM-5510LV 2002年 11,214
イオンマイクロアナライザー 1 日立IMA2A 1980年 34,700
振動磁力計・大型ﾍﾙﾑﾎﾙﾂｺｲﾙ
ﾎﾟｰﾙﾋﾟｰｽ型電磁石

1 2002年 1,300

３Dリアルサーフェス顕微鏡一式 1 VE9800　キーエンス 2006年 13,177
エネルギー分散型X線分析装置 1 Genesis 2000 EDAX 2006年 7,140

中嶋研究室
顕微フーリエ変換赤外分光光度計 1 MFT2000 1993年 15,995
ラマン・イメージング分光システム顕微ラマン
分光システム
顕微ラマン分光用顕微鏡及びレーザー光源

1 Raman One 1994年 9,260

近接場顕微分光装置 1 POPS NFIR-200 2000年 37,931
顕微可視分光計用検出器システム 1 DV4200E 2003年 4,515
顕微赤外分光用近接場顕微鏡 1 NFIR-300N 2003年 22,312
流体その場観察セル 1 H-ATR200 2004年 4,998
高温高圧その場観察装置 1 HP-IR1000 2004年 7,998
３次元顕微鏡　冷却カラーCCDカメラ 1 DB441 F1 2004年 4,501
３次元顕微鏡　オートフォーカスZ軸 1 AF Z 2004年 1,910
３次元顕微鏡　3D画像解析システム 1 Auto ３D 2004年 2,588

近藤研究室
アーク炉 1 大亜機械（株） 1968年 1,990
アーク炉 1 大亜真空技研（株）／ACM-01 1979年 3,700
高周波誘導炉 1 富士電波工業（株）／FRT-15-380H 1985年 4,000
X線発生装置 1 Rigaku／Geigerflex 1987年 2,700
SQUID磁化測定装置 1 Quantum Design／MPMS-7 1993年 30,688
希釈冷凍機 1 Oxford／Kelvinox300 1995年 22,229
希釈冷凍機 1 SORIME 1998年 2,500
希釈冷凍機　中性子散乱実験用 1 SORIME／DR-P-10 1998年 9,000
テトラアーク炉 1 技研エンジニアリングサービス／TAC-3000S 1999年 4,515
放電加工機 1 ブラザー工業（株）／HS-300 2000年 4,515
中性子散乱実験用高圧
クライオスタット

1
AS Scientific  Products Ltd.,
England／Maxi-Orange

2000年 9,000

近藤研究室
X線発生装置　  2 Cut.No.4012 1996年 8,000
顕微ラマン分光装置 1 日本分光 2002年 23,000
ローターX線発生装置 1 RU-200 4148 1996年 8,200
IP型X線回折装置 1 R-AXIS(IV) 　1998年　 18,900
DAC用レーザー加熱装置 1 日本レーザー 2008年 9,500
高周波スパッター装置 1 サンユー電子 2004年 4,700
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教務関係 
 

21 世紀 COE「究極と統合の新しい基礎科学」（拠点リーダー：物理学専攻教授 大貫

惇睦 http://www.phys.sci.osaka-u.ac.jp/coe/index.html）は、大阪大学の５

専攻、３センターの教員が参加しており、本宇宙地球科学専攻もこれに参加している。

2007 年度はこのプログラムの最終年度であった。そこでの具体的活動は、（１）宇宙

基礎物質の研究、（２）新物質の創成、（３）原理の探求の３つの班からなっており、

大学院生、若手研究者の国内外での研究発表と海外派遣や国内外の若手研究者の招聘

への支援、国際シンポジウムやセミナーの開催などが中心に活動が行われた。若手の

夏・秋・冬の学校などもあり、理学研究科での他分野の研究者、学生の幅広い研究交

流の場であった。 

 2007 年度は、9 月 10－11 日に、International Workshop 2007 を阪大豊中で開催し、

欧米の研究者を始め、多数の第一線研究者が集まって、最新の成果を発表した。また

10 月 25-27 日には、第 1 班と第２班と合同で若手秋の学校「普遍性と多様性の共存す

る 21 世紀の新しい基礎科学の芽」を岡山県真庭市・休暇村 蒜山高原にて開催し、宇

宙地球科学専攻の若手教員や大学院生が数多く参加した。 

 専攻内では、大学院の新カリキュラムを作成し、「宇宙・惑星」分野と「地球・生命・

物性」分野に分け、毎年開講する基礎科目を設け、またいくつかの専門科目を新設し、

セミナー名を整理統一して、修士前期課程に系統的な専門教育を 2007 年度から開始し

た。さらに、新しい研究グループの発足を見据えて、極限構造物性学、赤外線天文学

関連の講義を取り入れる体制を整えた。 
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博士前期課程大学院入試（第１次募集と第 2 次募集） 
 
宇宙地球科学専攻では、夏に物理学専攻と合同で第１次募集の大学院入学試験を行

うと同時に、平成 17 年度入学者入試より、秋（もしくは冬）に単独で第 2 次募集の大

学院入学試験を行っている。平成 20 年度入学者入試は以下のようであった。 
第 1 次募集(定員 28 名)は、平成 19 年 8 月 27 日～8 月 29 日に行われた（出願期間：

平成 19 年 7 月 17 日－20 日、合格発表：9 月 12 日）。筆記試験は、8 月 27 日の 9:00-12:30
に物理、14:00-15:00 に英語の試験を行った。口頭試問は 8 月 28 日の 10:00-18:00 と

8 月 29 日の 9:30-13:00 に行った。この入試では、宇宙地球科学専攻では 20 名を合格

とした（入学者は 18 名）。 
第 2 次募集(定員若干名) では、多様なバックグラウンドを持った意欲ある学生を対

象とした宇宙地球科学専攻独自の試験を行った。試験は、平成 19 年 11 月 17 日に筆

記試験と口頭試問を実施した（出願期間：平成 19 年 11 月 8 日－9 日、合格発表：12
月 5 日）。9:30-10:30 に英語、11:00-12:30 に宇宙地球科学・小論文の筆記試験を行っ

た。小論文は、惑星科学・宇宙物理学、生物化学、物性、地球科学などより、２題選

択とした。口頭試問は、14:00 から行った。この試験により、9 名の受験者より 4 名を

合格とした（入学者は 4 名）。 
その結果、第１次(18)、第２次募集(4)を合わせて、合計 24 名が入学したことになる。 

 なお、過去の大学院の入試問題は、ホームページ 
http://www.ess.sci.osaka-u.ac.jp/japanese/6_admmision/64admi_exams.html 
に掲載されている。 
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2007 年度宇宙地球科学専攻卒業研究合同発表会プログラム 

○ 日 時 ： 2 月 2 日（土） 
○ 場 所 ： F102 講義室 
○ 発表時間： 10 分（発表 7 分、質疑応答 3 分） 
 
 
午前の部 
 
① 10:00～11:00 
座長: 川村教授  
藤井 敦大 （近藤研究室） 
「(Mg,Fe)O の磁気秩序と組成依存性」  

  安藤 健人 （土`山研究室） 
「Mn オリビンの赤外吸収スペクトルと LIME オリビン」  

  出原 寿紘 （常深研究室） 
「かに星雲からの偏光探し」 

 
座長: 近藤教授  

森下 和彦  (松田研究室) 
「隕石中に存在する“Q”担体の同定のための 3 つの試み(電子顕微鏡・ 
希ガス質量分析器・ラマン分光法)」  

 岡 真由美 （土`山研究室） 
「原始太陽系星雲に近い条件下でのコンドリュール中の空隙の再現実験」  

 奥村 宗一郎（川村研究室） 
「二次元フラストレート XY スピンモデルでの相転移現象」  

 
② 11:10～12:10                
座長: 高原教授 

 長澤 健一 （土`山研究室） 
「岩石の表面粗さによる反射スペクトルの変化と月面岩相判定に及ぼす影響」  

 山内 佳苗  (中嶋研究室) 
「土壌の分光測色と水酸化鉄の沈殿・熟成実験」  

 清水 拓磨  （松田研究室) 
｢約３５億年前のマントル中の窒素同位体比に関する考察｣  
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座長: 土`山教授  
高橋 宏明 （高原研究室） 
「銀河の衝突」  

   東嶋 貴志 （松田研究室） 
｢ダイヤモンド、シリケイトへの希ガスのイオンインプランテーション」  

   高橋 英樹 （近藤研究室） 
「MgO のレーザー衝撃圧縮と X 線回折計測」  

   
昼休み 12:10～13:00  
  
  
午後の部 
 
③13:00～14:00      
座長: 常深教授  

石田 雄（近藤研究室） 
｢高温高圧下での鉄ニッケル合金と水の反応 ～核への水素輸送～｣  

    川島 実香 （中嶋研究室） 
「カンブリア紀直前の微小球体化石の顕微分光測定」  

    種盛 真也 （徳永研究室） 
「回転する系の動画情報を用いた動摩擦係数の新しい測定方法の考察」  

   
座長: 徳永教授  

濱田 洋平  (中嶋研究室) 
「断層摩擦加熱の模擬実験方法および加熱物質中の無機炭素量分析手法の検討」  

   村山 達郎 （土`山研究室） 
「メタンハイドレート中の微量メタノール定量検出法の開発」  

   下 良拓 （松田研究室） 
「中国海南島産テクタイトの希ガス同位体組成と含水量について」  

 
④ 14:10～15:20  
座長: 中嶋教授  

山本 匠 （川村研究室） 
「Olami-Feder-Christensen(OFC)モデルによる地震のシミュレーション」  

   中平 哲郎 （常深研究室） 
「すざく衛星による超新星残骸のスペクトル」  
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   木村 美帆 （徳永研究室） 
「2007 年新潟県中越沖地震による柏崎刈羽地域の地盤震動特性の解析」  

   
座長: 松田教授 
桐野 裕介 （中嶋研究室） 
「岩石間隙水中の拡散係数の評価方法について」  

 小川 大輔 （高原研究室） 
「階層的な３体の系における永年のふるまい」  

  山根 貴之  (常深研究室) 
「埋もれた活動銀河核探し」  

 坂本 登史文  (川村研究室) 
「MPS による固液混相流の再現と解析」  
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学位授与 
＜修士論文＞ 
青野 道彦  シンチレータを接着したＣＣＤを用いた広帯域で高性能なＸ線検出器の開発 

             主査：常深博教授 副査：川村光教授、林田清准教授 

芦髙 尚子  カノニカルスピングラスのカイラリティ起源異常ホール効果の研究 

       主査：近藤忠教授 副査：川村光教授、谷口年史准教授 

池田 篤重  ＲＫＫＹ相互作用の働くパイロクロア格子上イジングスピンの秩序化      

       主査：川村光 副査：菊池誠教授、谷口年史准教授 

井上 雅喜  火山噴火準備過程のマグマからの新たな脱ガス機構の提案 

       主査：佐伯和人准教授 副査：土`山明教授、中嶋悟教授 

伊吹 壽元  Ｎ体シミュレーションを用いたダークマターハローの形成メカニズムの考察 

       主査：高原文郎教授 副査：藤田裕准教授、林田清准教授 

岩本 拓 Experimental Simulation of Membraneous Structure Formation under 

Hydrothermal Conditions in the Presence of Silicates. 

（珪酸塩存在下、水熱環境での膜構造生成の実験的研究） 

主査：中嶋悟教授 副査：土`山明教授、廣野哲朗准教授 

上田 光生  多分散系の摩擦シミュレーション 

        主査：川村光教授 副査：湯川諭准教授、廣野哲朗准教授 

江﨑 祐子  SiO2複合体の逆圧電効果等に及ぼす浸透水の影響 

       主査：山中千博准教授 副査：徳永史生教授、中嶋悟教授 

大矢 紫保  Ｃｅ系重い電子化合物における異なる反強磁性相の競合 

主査：近藤忠教授 副査：大貫惇睦教授、谷口年史准教授 

岡田  智明  相対論的効果を考慮したＡＧＮジェットの偏光解析 

       主査：高原文郎教授 副査：常深博教授、藤田裕准教授 

奥野 英晶  画像分光望遠鏡による月表面物質の推定と測光補正関数の導出 

   1) 月の海の 2価の鉄の吸収ピークマップの作成              

2）1250nm と 1550nm の月表面の測光補正関数の導出 

             主査：佐伯和人准教授 副査：土`山明教授、林田清准教授 

川島 朋尚  Compton 散乱を考慮した超臨界降着円盤の２次元輻射流体 

シミュレーション 

       主査：高部英明教授 副査：藤田裕准教授、林田清准教授 

北台 紀夫   IR spectroscopic study of amino acid adsorption properties on 

amorphous silica surface 

（赤外分光法を用いた非晶質シリカへのアミノ酸の吸着特性について 

の研究） 

       主査：中嶋悟教授 副査：土`山明教授、松田准一教授、 

久冨修准教授、廣野哲朗准教授 

木谷 晋輔  CO2ハイドレートにおけるラジカル反応 

        主査：土`山明教授 副査：近藤忠教授、大高理准教授 
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北野 大輔  bHLH 型転写因子の DNA 結合機構の解析 

             主査：久冨修准教授 副査：徳永史生教授、山中千博准教授 

斎藤 信行  ブラックホール時空を運動する星の軌道進化と重力波 

             主査：高原文郎教授 副査：藤田裕准教授、窪田高弘教授 

澤井 崇   Effects of various cations on the structures of aqueous solutions  

as studied by infrared spectroscopy  

（赤外分光による水溶液構造への陽イオンの影響の評価） 

       主査：中嶋悟教授 副査：川村光教授、佐伯和人准教授 

荘山 英敏  縞状鉄鉱床中に含まれる窒素同位体比から見た始生代末期の地 

球表層環境 

主査：松田准一教授 副査：中嶋悟教授、植田千秋准教授 

髙倉 崇   MgO-SiO2-FeO系非晶質シリケイトの結晶化に伴う元素分配： 

なぜ星周塵の結晶質シリケイトは Mg に富むのか？ 

       主査：土`山明教授 副査：近藤忠教授、大高理准教授 

髙倉 雅   造岩鉱物の接触角測定法の開発 

       主査：中嶋悟教授 副査：近藤忠教授、廣野哲朗准教授 

高田 英一郎 脳や肝臓に存在する光受容タンパク質の分子機能解析 

       主査：徳永史生教授 副査：中嶋悟教授、久冨修准教授 

髙野 浩輔  アンドンクラゲを用いた光受容システムの多様性と進化の解析 

       主査：徳永史生教授 副査：中嶋悟教授、久冨修准教授 

田中 良典  Effects of pH on the polymerization process of an amino acid (glycine) 

in the presence of silica                                

（シリカ存在下でのアミノ酸重合過程への pH 効果） 

              主査：中嶋悟教授 副査：徳永史生教授、久冨修准教授 

塚本  英智 熱変成、水質変成によるコンドライトに含まれる始源的希ガス成分 Q 

の濃度、同位体比の変化 

       主査：松田准一教授 副査：土`山明教授、植田千秋准教授 

津田 浩克  フォルステライト単結晶合成と高温高圧精密物性測定 

       主査：松田准一教授 副査：近藤忠教授、植田千秋准教授 

長井 雅章 Ｘ線天文衛星「すざく」による銀河団高温ガスのバルクモーションと非熱的放射

の探索 

       主査：常深博教授 副査：高原文郎教授、林田清准教授、藤田裕准教授 

中本 創 次期 X線天文衛星 NeXT 搭載に向けた大面積 X線 CCD 素子の 開発 

       主査：常深博教授 副査：土`山明教授、林田清准教授 

前田 雄至  二次元 XY スピングラスの秩序化とアスペクト比スケーリング 

       主査：川村光教授 副査：湯川諭准教授、時田恵一郎准教授 
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村田 和樹  Ｘ線マイクロトモグラフィーを用いた微隕石の三次元構造 

       主査：土`山明教授 副査：中嶋悟教授、佐伯和人准教授 

森本 穣 カイラリティからみたカノニカルスピングラスの臨界現象 

       主査：近藤忠教授 副査：川村光教授、谷口年史准教授 

・修士論文の発表会は平成 20 年 2月 12 日・13 日に物理学専攻と合同で執り行われた。 
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＜博士論文＞ 

長谷川 明之 Regulatory mechanism of microtubule dynamics in the construction  

of neural network 

       （神経回路網構築における微小管動態の制御機構） 

       主査：徳永史生教授 

       副査：土`山明教授、中嶋悟教授、西田宏記教授、久冨修准教授 

公聴会日程：2007 年 8 月 24 日 

 

服部 渉   ESR Study of γ ray-induced Ge-related Centers in Natural  

Crystalline Quartz: UV-C Light Irradiation and Aging Effects 

〔 天然水晶におけるガンマ線誘起ゲルマニウム中心の電子スピン共鳴法による

研究：紫外線Ｃの照射効果とエイジング効果（時効）〕 

       主査：徳永史生教授 

       副査：土`山明教授、中嶋悟教授、植田千秋准教授、山中千博准教授 

公聴会日程：2007 年 10 月 31 日 

 

田和 憲明   Temperature and Metallicity Profiles of Galaxy Clusters 

             -Background Study for X-ray CCD Camera onboard the Suzaku Satellite- 

       （銀河団の温度と金属量のプロファイル―すざく衛生搭載 X線 CCD カメラのバッ

クグラウンドの研究―） 

              主査：常深博教授 

        副査：高原文郎教授、川村光教授、林田清准教授、藤田裕准教授 

        公聴会日程：2008 年 2 月 4日 

 

勝田 哲   X-Ray Studies of Evolved Supernova Remnants 

              (年老いた新星残骸の X線による研究) 

             主査：常深博教授 

        副査：松田准一教授、能町正治教授、森浩二准教授、林田清准教授 

        聴会日程：2008 年 2 月 4日 

 

山野井勇太  Color change processes of volcanic materials by 

        spectro-colorimetryandin-situ high temperature visible Spectroscopy 

       （分光測色法と高温その場可視分光法による火山噴出物の色変化過程） 

主査：中嶋悟教授 

       副査：土`山明教授、近藤忠教授、佐伯和人准教授、廣野哲朗准教授 

公聴会日程：2008 年 2 月 4日 
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染川 智弘  The Environmental Measurement Using a Coherent White Light Continuum 

       （コヒーレント白色光を用いた環境計測－白色光偏光ライダーの開発－） 

              主査：徳永史生教授 

       副査：木下修一教授、松田准一教授、白神宏之教授、山中千博准教授 

公聴会日程：2008 年 2 月 4日 

 

森 隆浩   Simulation Study of the Burridge-Knopoff Model of Earthquakes 

       （Burridge-Knopoff モデルによる地震の数値シュミレーション） 

              主査：川村光教授 

       副査：松田准一教授、菊地誠教授、湯川諭准教授、廣野哲朗准教授 

公聴会日程：2008 年 2 月 5日 

              

大塚 高弘  Experimental studies on organic-inorganic interactions between fulvic acid 

 and goethite in the aquatic environment 

（溶存有機物と鉄鉱物の有機無機相互作用の実験的研究） 

主査：中嶋悟教授 

       副査：土`山明教授、松田准一教授、久冨修准教授、廣野哲朗准教授 

公聴会日程：2008 年 2 月 6日 
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進路状況（平成 19 年度） 

＜理学部物理学科卒業者（宇宙地球科学教室配属者）＞         25 名 
・博士前期課程進学（宇宙地球科学専攻）               15 名 
         （他大学）                     3 名 
・就職 
  民間企業                            4 名 
    （株）日本システムディベロップメント、日本インター（株）、 

ハウス食品工業（株）、（株）インテリジェンス 
・その他                               1 名 
 
＜大学院博士前期課程修了者＞                    30 名 
・博士後期課程進学（宇宙地球科学専攻）                3 名 
         （他大学）                    1 名 
・就職 
  公務員等                             2 名 
     上級地方公務員、教員 
  
  民間企業                            24 名 

（株）東芝、（株）日立ハイテクノロジーズ、岩谷産業（株）、 
三菱電機（株）、 (株）ルネサンステクノロジ、（株）島津製作所、 
シャープ（株）、ミネベア（株）、(株) ディスコ、本田技研工業（株）、 
(株) 富士通ビー・エス・シー、（株）ピクセラ、東京エレクトロン（株）、 
(株) アルファシステムズ、コニカミノルタホールディングス（株）、 
日本特殊陶業（株）、(株) クラップハンズ、富士通テン（株）、 
ダイハツ工業（株）、キンセイマティック（株）、ノバシステム（株） 
(株) 日立コミュニケーションテクノロジー     

 
 
＜大学院博士後期課程修了者＞                    6 名 

・学振特別研究員（宇宙地球科学専攻）                 1 名 
 
・就職                                

財団法人レーザー技術総合研究所・研究員           1 名 
 

民間企業                            4 名 
日本電気(株)、（株）堀場製作所、(株)ブリジストン、 
コニカミノルタセンシング（株） 
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学生支援活動（平成 19 年度） 
 
研修旅行 
  物理学科研修旅行 平成 19 年 4 月 27 日－28 日 
  対 象 ：理学部物理学科 1 年生 
  研修先 ：西播磨天文台、大型放射光施設（Spring-8） 
    参加教官：近藤忠、久冨修、谷篤史、田越秀行 
   
 
相談室等 
  高原 文郎 メンタルヘルスケア委員 
  佐伯 和人 大阪大学いちょう祭委員 
  植田 千秋 理学部学生相談委員 
 
 
奨学金（大学院生） 

育英会 
   第一種奨学金       15 名 
   第二種奨学金        1 名 
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ＴＡ・ＲＡ採用者名簿（平成 19 年度） 
 
 
＜ティーチング アシスタント採用者＞ 

共通教育採用 

 川辺 聖司（Ｍ１）      野口 遼  （Ｍ１）      水野 準一（Ｍ１）  

 増尾 悦子（Ｍ１）       中島 崇 （Ｍ１）        常盤井和代（Ｍ１） 

加納 俊  （Ｍ１）      幾世 宏志（Ｍ１）      飯田 洋祐（Ｍ１） 

奥野 英晶（Ｍ２）      井上 雅喜（Ｍ２）      岩本 拓 （Ｍ２） 

北台 紀夫（Ｍ２）       澤井 崇 （Ｍ２）      津田 浩克（Ｍ２） 

荘山 英敏（Ｍ２）       長谷川明之（Ｄ３）      福田 惇一（Ｄ１） 

 

    

理学部採用 

飯田 洋祐（Ｍ１）    物理学実験・宇宙地球科学野外実習１,２ 
幾世 宏志（Ｍ１）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
今井 悠太（Ｍ１）   宇宙地球科学野外実習１,２ 
加納 俊 （Ｍ１）    物理学実験・宇宙地球科学野外実習１,２ 
川辺 聖司（Ｍ１）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
古布 諭 （Ｍ１）    量子力学１演義 
菅原 功 （Ｍ１）    電磁気学１演義 
田中 周太（Ｍ１）    電磁気学演義 
常盤井和代（Ｍ１）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
中島 崇 （Ｍ１）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
野口 遼 （Ｍ１）    物理学セミナー 
長谷川浩二（Ｍ１）    物理学実験 
原野 和也（Ｍ１）    統計物理学２演義・物理数学２演義 
増尾 悦子（Ｍ１）    宇宙地球科学野外実習１,２・物理学セミナー 
水野 準一（Ｍ１）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
森本 祥司（Ｍ１）    統計物理学１演義 
山本 敦志（Ｍ１）     統計物理学１演義・統計物理学２演義 
吉田 訓士（Ｍ１）    電磁気学１演義 
井上 雅喜（Ｍ２）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
伊吹 壽元（Ｍ２）    量子力学１演習 
江﨑 祐子（Ｍ２）    物理学実験 
岡田 智明（Ｍ２）    電磁気学１演義 
奥野 英晶（Ｍ２）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
北台 紀夫（Ｍ２）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
澤井 崇 （Ｍ２）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
荘山 英敏（Ｍ２）    物理学実験 
高倉 雅 （Ｍ２）    宇宙地球科学野外実習１,２ 
大平 豊 （Ｄ１）    電磁気学２演義 
福田 惇一（Ｄ１）   宇宙地球科学野外実習１,２ 
村田 敬介（Ｄ２）   宇宙地球科学野外実習１,２・物理学実験 
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＜リサーチ アシスタント採用者＞ 

理学部採用 

大塚 高弘（Ｄ３）   中嶋研究室 
 宮川 千恵（Ｄ３）   松田研究室 
 

ＣＯＥ採用 

 

岩崎 一成（Ｄ１）   高原研究室 
 内田 裕之（Ｄ１）   常深研究室 
 大平 豊 （Ｄ１）   高原研究室 
 福田 惇一（Ｄ１）   中嶋研究室 
 金  明寛（Ｄ２）   高原研究室 
 鈴木 彰子（Ｄ２）   中嶋研究室 
 NeＭes Norbert (Ｄ３)  常深研究室 
 長谷川明之（Ｄ３）   徳永研究室 
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平成１9年度　各種委員会委員

委員名 担当者 委員名 担当者

＜宇宙地球科学専攻＞ ＜大学教育実践センター＞

専攻長 中嶋 兼任教員（地学） 大高

議長団 山中（千）、廣野、林田

HP作成 橋爪 ＜理学部・理学研究科＞

ODINS 宮田、橋爪 専門教育教務委員 土`山、谷口

年次報告書作成 松田、湯川 大学院教育教務委員 常深

共通教育地学担当 大高（講義）、松本/横山（実験） 低学年教育教務委員 近藤、大高

２次募集実行委員 常深 学務評価委員 植田

安全衛生担当 土`山、佐伯 入試検討委員 常深

専攻秘書室機器担当 桂 大学院入試実施委員 川村、常深

大学院講義検討委員会 － 評価委員 常深

外部評価委員 常深、松田

広報委員 徳永

＜物理学科＞ 財務委員

物理学科長 中嶋 安全衛生管理委員 土`山

学年担任　（１年） 近藤、窪田 化学薬品専門委員 久冨

学年担任　（２年） 常深、赤井 ネットワークシステム委員 林田、橋爪

学年担任　（３年） 松田、田島 理学部・理学研究科Web情報発信 吉野

カリキュラム委員 近藤、谷口、土`山、藤田 学生生活委員 植田

大学院入試委員会委員 川村 情報資料室運営（図書）委員 高原、廣野

学生実験 山中（千） 施設マネジメント委員 常深

研修旅行 久冨、近藤、谷、田越 ナノサイエンス・テクノロジー委員 徳永

物理・宇宙地球科学輪講 林田、浅野 防災班員 中嶋、松本、桂

就職担当 山中（卓） 理学懇話会 常深、高原

ＴＡ担当 野末 放射線障害防止委員 横山、釣部、境家

レクリエーション委員 吉野

＜全学＞ ＳＨ部局委員 松田

評価広報室 常深 ＳＨ部局相談員 田島

中之島講座運営委員会委員 川村 理学部学生相談員 植田

総合博物館運営委員 土`山、佐伯 メンタルヘルスケア委員 高原

低温センター運営委員 大貫、田島、野末 いちょう祭実行委員 佐伯

科学教育機器リノベーションセンター運営委員 松田 国際交流委員 佐伯

理工学研究戦略ワーキング委員 高原 将来構想委員 常深、高原

入試委員 － 技術部運営委員 松田

教育実習等専門部会委員 川村 技術部分析測定室連絡委員会 松田

豊中地区事業場安全衛生委員会 土`山 技術部情報ネットワーク室連絡委員会 橋爪

学生生活委員会 近藤 技術部教育支援室連絡委員会 山中（千）

ﾚｰｻﾞｰｴﾈﾙｷﾞｰ学研究ｾﾝﾀｰ運営協議会 常深 技術部研究支援室連絡委員会 山中（千）

エックス線・放射線専門委員 近藤

理学部教授会教授懇親会 松田

動物実験委員会 久冨

＊専攻長は学科目主任、入試委員、建物委員、防災委員、交通安全対策委員、

  理学研究科・理学部産学連携官連携問題委員、研究推進委員、評価委員を兼任する。
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入試実務関係 

 
本専攻の教員は学部、大学院に関する入試の実務に携わっている。その仕事は質・量とも

に膨大であり、負担の大きいものになっている。ことの性格上、個人名を出すことはでき

ないが、その仕事量を知っていただくことは重要であると考え、あえて個人名は伏せて実

情を報告する。 

 

学部入試 

主に、物理の問題にかかわり、物理教室と協力して出題、採点に大きな責任を負っている

が、その他にも各種の仕事を行っている。前期日程及び後期日程の物理の出題ならびに採

点、後期日程の生物、英語採点、他学部の小論文（物理）に多くの教員が関与した。また

外国学校出身者（帰国子女）・私費外国人留学生特別選抜・学士入学試験に関する業務にも

従事した。センター試験、前期試験、後期試験の監督業務に例年通り関与した。 

 

大学院入試 

物理学専攻と共同で前期課程１次募集の入試を実施している。実際上、監督等の実務につ

いては全て教員の負担で行なわざるを得ない状態にある。数名の教授・助教授が出題採点

に、助手がデータ管理ならびに監督業務に携わった。面接試験には教授全員と多数の助教

授が関与した。生物専攻を兼担している教授・助教授は生物専攻の入試業務にも従事して

いる。１７年度から宇宙地球科学専攻単独で実施している前期課程２次募集でも、多くの

教員が準備作業、出題採点および試験監督業務に携わった。 
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学外委員（平成 19 年度） 

＜教授＞ 
高原 文郎  西宮市西宮湯川記念事業運営委員会 

京都大学基礎物理学研究所運営委員 
川村 光   Progress of Theoretical Physics 編集委員 
       東京大学物性研究所スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会委員 
       京都大学基礎物理学研究所・運営委員 
       科学研究費補助金審査部会 フラストレート系専門委員会委員 
松田 准一  日本地球化学会会長 

Geochimica et Cosmoshimica Acta 編集委員(Associate Editor) 

徳永 史生  科学研究費生物科学分野二段審査委員 

土`山 明   日本鉱物科学会 幹事・評議委員 
        日本惑星科学会 運営委員 
        宇宙航空研究開発機構 マルコ・ポーロ科学観測評価小委員会 
中嶋 悟   ＳＰring－８利用研究課題審査委員会分科会レフェリー 

常深 博   宇宙航空研究開発機構 理学委員会 
科学技術・学術審議会専門委員会 
科学研究費補助金審査部会理工系委員会 

近藤 忠   日本地球惑星科学連合総務委員 
       日本岩石鉱物鉱床学会編集委員 
       日本高圧力学会評議委員 
       日本高圧力学会編集委員 
       HPMPS7 組織委員会委員 
       AIRAPT22 組織委員会財務担当 
       ＳＰring－８利用研究課題審査委員会分科会レフェリー 
 
＜准教授＞ 
藤田 裕   日本天文学会 Publications of the Astronomical Society of Japan 編集委員 

日本天文学会 日本天文学会百年史編纂委員会 幹事 

久冨 修   日本比較生理生化学会 行事委員 
日本比較生理生化学会 編集委員 

雑誌 Photochamistry and Photobiology associate editor 

吉田奨励賞 審査委員長 

大高 理   日本高圧力学会 学会誌編集委員 
日本材料学会 極限環境部門委員会 企画幹事 
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佐伯 和人  宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
        宇宙科学研究本部 宇宙理学委員会 研究班員 
        月資源利用研究会 検討委員 
山中 千博  宇宙科学研究所 スペースプラズマ専門委員 

電子スピンサイエンス学会 学会プログラム委員 
電気学会  環境電磁界観測による地震予知技術調査専門委員会 委員 
関西サイエンスフォーラム 第３専門部会 委員 
レーザーエネルギー学研究センター共同研究員 
アガペ甲山医学研究所 理事 

       ESR 応用計測研究会幹事 
林田 清   高エネルギー天文学連合 運営委員 

湯川 諭   「物性研究」各地編集委員 
東京大学物性研究所スーパーコンピューター共同利用課題審査委員会委員 

廣野 哲朗  日本地球科学掘削コンソーシアム IODP 部会科学推進専門部会 委員 
       日本地球科学掘削コンソーシアム IODP 部会非破壊計測ワーキンググループ 委員 
＜助教＞   
松本 拓也  科学研究費委員会専門委員 

田越 秀行  理論天文学宇宙物理学懇談会 事務局 
釣部 通   理論天文学宇宙物理学懇談会 事務局 
吉野 元   日本物理学会 領域 11 世話人 
谷 篤史   統合国際深海掘削計画(IODP)国内科学計画委員非破壊計測 WG メンバー 
       日本地球惑星科学連合 第 2 期広報・アウトリーチ委員会委員  

ガスハイドレート研究会 幹事 
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客員教授・共同研究員等（平成 19 年度） 

＜教授＞ 
常深 博   宇宙航空研究開発機構 共同利用委員会委員 
近藤 忠   東京大学物性研究所共同研究員 
       高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所 協力研究員 
土`山 明   高輝度光科学研究センター 外来研究員 
松田 准一  東大物性研究所共同研究員 

 
＜准教授＞ 
大高 理   愛媛大学地球深部ダイナミクス研究センター 客員研究員 
佐伯 和人  SELENE 計画（日本月探査計画）月面撮像・分光機器（LISM）共同研究員 
 
＜助教＞ 
橋爪 光   東京大学海洋研究所共同利用外来研究員  

松本 拓也  岡山大学地球物質科学研究センター・嘱託研究員 
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国際・国内会議・研究会主催共催（平成 19 年度） 

川村 光 

特定領域研究｢フラストレーションが創る新しい物性｣キックオフミーティング   
大阪大学中之島センター  H19.11.11-11.13 

高原 文郎 

「高エネルギー天体現象と粒子加速の理論」研究会主催 大阪大学理学研究科 H19.12.21-24 

松田 准一 
Member of Science Advisary Committee for “Terresrial Planet: Evolution throught  

Time” 22-15 January, 2008 

藤田 裕 

   「マクロでミクロな銀河団」研究会主催 たかみや瑠璃倶楽リゾート（山形） H19.10.24-26  

久冨 修 

地球生命科学講演会、Jimo Borjigin (University of Michigan Medical School) 

Acute and prolonged disruption of circadian melatonin secretion by light 

exposures at night.  

山中 千博 

  ESR 応用計測研究会   奈良女子大学  2 月 29 日-3 月 2 日  

湯川 諭 

  第13回「交通流のシミュレーションシンポジウム」世話人 名古屋大学 H19.12.6-7  

松本 拓也 

   地球惑星科学連合大会「固体地球化学・惑星化学」セッション世話人 

後藤 達志 

   International Workshop 2007, The 21st century COE Program, Towards a New Basic Science: 

Depth and Synthesis（Local Committee） 
大阪大学 21 世紀 COE プログラム「究極と統合の新しい基礎科学」、若手秋の学校「普遍性と多

様性の共存する 21 世紀の新しい基礎科学の芽」（実行委員会副委員長） 
田越 秀行 

   「高エネルギー天体現象と重力波」研究会主催 東京大学理学部 H19.11.15-17 
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他大学での非常勤講師（平成 19 年度） 

＜教授＞ 

土`山 明   大阪教育大学     

高原 文郎  広域システム科学特殊講義II(高エネルギー宇宙物理学) 

東京大学総合文化研究科広域科学専攻広域システム科学系 

 

＜准教授＞ 

佐伯 和人 会津大学 集中講義「リモートセンシングのための地質学」 
 

＜助教＞ 

松本 拓也  奈良女子大学 「地学実験１」「地学実験２」 

谷 篤史   関西大学社会学部 地学「地震と火山,そして宝石と鉱物」 
 
＜招聘研究員＞ 
小池 千代枝 立命館大学 理工学部 
 

他大学での博士学位審査協力（平成 19 年度） 

近藤 忠  筑波大学生命環境科学研究科（町田真一） 
中嶋 悟  東京工業大学大学院理工学部研究科（伊規須 素子） 
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2007 年度宇宙地球科学セミナー 

第１回 

日時：4月 24 日（火） 

場所：F608 

題目：｢GLAST Mission: Capability, Opportunities and Science｣  

講師：水野恒史(広島大学理学部高エネルギー宇宙教室) 

担当：林田 清 

 

第 2 回 

日時：5月 8日（火） 

場所：F608 

題目：｢The Hard X-ray Modulation Telescope and the other Chinese high energy astrophysics 

projects｣ 

講師：Prof.Lu (Institute of high energy physics,) 

担当：林田 清 

 

第 3 回 

日時：6月 21 日（木） 

場所：F608 

題目：「ひので」衛星で見る太陽の新しい姿 

講師：坂尾太郎（宇宙航空研究開発機構） 

担当：林田 清 

 

第 4 回 

日時：7月 23 日 (金) 

場所：F608 

題目：「Ancient Stardust from meteorites and comets」 

講師：Dr. Scott Messenger (NASA-JSC) 

題目：「STARDUST:  NASA comet sample return mission」 

講師：Dr. Keiko Nakamura-Messenger (NASA-JSC) 

担当：中嶋 悟 
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第 5 回 

日時：7月 30 日（月） 

場所：F313 

題目：｢Noble gases in intracratonic hypersaline brines: tracing their  sources and ages. 

the example from Eastern Canada｣ 

講師：Prof. Daniele Pinti (Universite du Quebec at Montreal & GEOTOP-UQAM-McGill) 

 

題目：「日本列島におけるヘリウム同位体比の分布と地震波トモグラフィー」 

講師：佐野有司（東京大学・海洋研究所） 

担当：橋爪 光 

 

第 6 回 

日時：8月 31 日（金） 

場所：F608  

題目：「太陽系外の惑星探査に向けて」 

講師：芝井 広(名古屋大学理学研究科) 

担当：高原 文郎 

 

第 7 回 

日時：9月 7日（金） 

場所：F608 

題目：「赤外線高分散分光による銀河間物質の観測的研究」 

講師：小林尚人（東大理天文学教育研究センター） 

担当：高原 文郎 

 

第 8 回 

日時：9月 12 日（水） 

場所：F608 

題目：Noble gas and nitrogen analysis of extraterrestrial  samples brought back by space 

missions : Genesis and Stardust 

講師：Prof. Bernard Marty 

担当：松田准一 
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第 9 回 

日時：1月 28 日（月） 

場所：F608 

題目：「隕石有機物の構造分析による母天体変成過程の化学的研究」 

講師：薮田ひかる 

担当：松田准一 

 

第１0回 

日時：2月 21 日（木） 

場所：F202 

題目：「中性子、X線散乱によるリラクサー誘電体局所構造の研究とその新たな展開」 

講師：松浦直人 （東京大学物性研究所） 

担当：川村 光 
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社会貢献（平成 19 年度） 

＜広報普及活動＞ 

高原 文郎  

分担執筆，「ブラックホールと高エネルギー現象」 （日本評論社 小山勝二，嶺重慎[編]） 

分担執筆，「天文学大事典」(地人書館 山田卓[編]) 

常深 博 

  大阪大学物理学科高校生 1日体験入学 H19.8.6 

土`山 明 

  芦屋公民館講座 2007 年サイエンス・トピックス －最先端の科学を知ろう 

「惑星の定義と太陽系天体の分類～冥王星問題など～」 芦屋公民館 H18.5.26 

石ふしぎ博物館益富地学会館講演会 

「宇宙鉱物学～宇宙で一番多い鉱物は何だろう～」 大阪大学 H19.3.1 

中嶋 悟 

出前講義 千里国際学園  出前授業（３時間分，各約 20 名ずつ） H19.11.7 

１．中等部2年生の理科「地球の聴診器を作って地球のお医者さんになろうー地球の色を測る」 

２．高等部2年生の物理 「水の物理化学と地球，生命」 

３．高等部 1＆2年生の化学Ｉ  

 「地球環境の進化と生命の起源，環境汚染」 

松田 准一 

「地球化学講座2. 『宇宙・惑星化学』」松田准一・圦本尚義編、 

    A5判・304ページ、ISBN 978-4-563-04902-7  

「ニュートン」2007 年 9 月号、ダイヤモンド特集取材協力 

「ニュートン」2008 年 5 月号、宇宙のダイヤモンド探索取材協力 

近藤 忠 

  近藤忠,地球惑星内部の水と水素、大垣一成他編「みず学への誘い」，大阪大学出版会（大阪）

112-124(2008) 

久冨 修 

川西市生涯学習短期大学「レフネック」講演、地球生命とその歴史  

（１）共通祖先からの始まり H19.5.19 

（２）生命進化の道すじ H19.5.26 

（３）生物の多様化と絶滅 H19.6.2 

（４）生物のサイズと生理現象 H19.6.9 

生物科学科公開講座（実習講習会）講演、H19.8.27 

生物科学科公開講座（実習講習会）講演、H19.12.27 

湯川 諭 

   高校生のためのスーパーコンピューティングコンテスト SuperCon 2007、課題作成協力 
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藤田 裕  

分担執筆，「銀河 I－銀河と宇宙の階層構造」（日本評論社 谷口義明，岡村定矩，祖父江義明[編]） 

   プレスリリース「すざく衛星 100 億年前の宇宙の大規模重元素汚染の証拠をつかむ」  

2007 年日本天文学会秋季年会（岐阜大学） 毎日，朝日，日経の新聞各紙などで報道 

山中 千博 

ESR フォーラム講師 ESR 応用計測の現状と未来     2007 年 6 月 9日（土） 

              けいはんなプラザ 住友ホール大会議室（３階） 

  ＥＳＲセミナー講師 ESR 応用計測研究の実際（同セミナーテキスト執筆） 

2007 年 9 月 21 日  キャンパスプラザ京都 第 3会議室  

    アナリティカル ESR 研究会 ESR フォーラム研究会主催 

ＴＶ局取材協力・ＴＶ朝日 2007 年 8 月 23-25 日 9 月 2 日 宇宙船地球号取材（9月 23 日放送） 

           ･モナリザ（仏） 9 月 3－5日  

           ･関西テレビ   2 月 8 日 

  ＴＶドラマ製作協力 フジテレビ ”ガリレオ”福山雅治主演 2007 年 12 月 10 日放映   

     参考 山中千博 ESR 線量計測がネタ！？ 月９ドラマ「ガリレオ」顛末記 

     電子スピンサイエンス Vol.6 通号 10. 2008 pp.71-73.（電子スピンサイエンス学会）  

  学術誌編集 ＥＳＲ応用計測 第 24 巻（2008 年 2 月 29 日） 

  新聞記事    日経産業新聞  2008 年 1 月 29 日 白色光レーザーに関して 

横山 正  

  学術図書出版「自然科学実験１」執筆分担  

釣部 通 

分担執筆，「シミュレーション天文学」 （日本評論社 富阪幸治,花輪知幸,牧野淳一郎 [編]） 

後藤 達志 

  施設見学 兵庫県立宝塚北高校 H19.12.12 

谷  篤史 

Jr.サイエンスセミナー(大阪大学総合学術博物館) 

七夕科学イベント「宇宙、太陽のひかり、プリズム」（吹田市高町台集会所） 

夏の小学生体験教室（大阪大学総合学術博物館) 

 

＜特許取得・出願状況＞ 

桂 誠 

「温度計」 

特願 2007-261608 

出願日：平成 19 年 10 月 5 日 

出願人： 桂 誠 

 

 

 

－44－



受賞（平成 19 年度） 

近藤 忠  

Physics of the Earth and Planetary Interiors, Top-50 most cited paper Award 2004-2007, 

Elsevier 

 

山中 千博 

  AIP Selection for the Issue of Virtual Journal of Ultrafast Science, Vol.7.Issue 3, 

Application, 
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海外出張（平成１9年度）
研究者氏名・出張期間・渡航先・用務・旅費の出所

<教官>

松田 准一 H19.4.24-30 中国

（貴陽）中国科学院地球化学研
究所の講演のため
（北京）「第11回中国鉱物岩石
地球化学学会」の講演のため

先方負担

常深　博 H19.5.29-6.4 Rome (イタリア)
「DIOS」衛星国際協力について
の打合せ

宇宙航空研究開発機構

常深　博 H19.6.13-19
University Park (アメリ
カ)
Washington(アメリカ)

「40 Years of X-ray
Astronomy」に出席
X線に関する研究打合せ

科学研究費補助金

藤田 裕 H19.6.25-6.29
Sesto (BZ) Alto Adige
（イタリア）

 Tracing Cosmic Evolution
with Clusters of Galaxies:
Six Years Later に参加

科学研究費補助金

川村　光 H19.7.3-9 St.Petersburg（ロシア） 日ロ共同研究のため
日本学術振興会
（日ロ共同研究）

谷口　年史 H19.7.3-9 St.Petersburg（ロシア） 日ロ共同研究のため 日本学術振興会

吉野　元 H19.7.3-9 St.Petersburg（ロシア） 日ロ共同研究、研究打ち合わせ 日本学術振興会

山中　千博 H19.7.3-10 Perugia（イタリア）

Effects of water content on
the converse piezoelectric
effect in granite with an
Atomic Force Microscope,
IUGG, The International Union
of Geodesy and
Geophysics,JSS008-2008,

21C-COE経費/校費（研究）

山中　千博 H19.7.9-13 Graz（オーストリア）

Simultaneous three-wavelength
depolarization measurements
using a white light lidar
system, The 8th international
congress on optical particle
characterization

校費（研究）

田越 秀行 H19.7.8-15 シドニー（オーストラリア）

 「18th International
Conference on General
Relativity and Gravitation
and 7th Edoardo Amaldi
Conference on Gravitational
Waves」参加，

科学研究費補助金

松田 准一 H19.8.12-25
アメリカ
ドイツ

（U.S.A、ﾂｰｿﾝ）「第70回国際隕
石学会」参加
（ﾄﾞｲﾂ、ｹﾙﾝ）第17回
Goldschmidt Conferenceに参加

科学研究費補助金

土`山　明 H19.8.11-19 Tucson(アメリカ） 国際隕石学会　参加・発表 科学研究費補助金

大高　理 H19.9.16-26 Catagna（イタリヤ）　
AIRAPT（高圧国際会議）参加、
発表

科学研究費補助金
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高原　文郎 H19.9.22-30 ダブリン（アイルランド） 国際会議出席 科学研究費補助金

常深　博 H19.9.24-28 Denver (アメリカ) CCD素子についての研究打合せ 科学研究費補助金

常深　博 H19.10.27-11.2
Huntsville (アメリカ)
Honolulu (アメリカ)

CCDカメラについての研究打合せ
国際学会「2007IEEE Nuclear
Science Symposium and Medical
Imaging Conference」に出席

科学研究費補助金

常深　博 H19.12.9-12.15
San Diego (アメリカ)
Menlo Park (アメリカ)

国際会議「The Suzaku X-ray
Universe」に出席
 CCD素子に関する研究打合せ

科学研究費補助金

林田　清 H19.12.9-12.15 San Diego (アメリカ)

国際会議「The Suzaku X-ray
Universe」に出席
「Suzaku Users Meeting」に参
加

受託研究

藤田 裕 H19.12.10-12 サンディエゴ（アメリカ）
 The Suzaku X-ray Universe に
参加

科学研究費補助金

田越 秀行 H19.12.12-18 アメリカ 
第１２回重力波データ解析ワー
クショップ(GWDAW)出席

科学研究費補助金

常深　博 H20.1.24-1.26 Jeonbuk （韓国）
"the 3rd International
Symposiumon X-ray Imaging
Science"に参加

科学研究費補助金

常深　博 H20.2.24-2.28 Huntsville (アメリカ) 技術打合せ 宇宙航空研究開発機構

常深　博 H20.3.4-3.9　 Amsterdam (オランダ) XEUSサイエンス研究会出席 宇宙航空研究開発機構

橋爪　光 H20.3.8-15 Houston（アメリカ） The 39th Lunar and Planetary
Science Conference,  講演

委任経理金

土`山　明 H20.3.9-16 Houston（アメリカ） 月惑星会議　参加・発表 科学研究費補助金

<大学院生・研究員>

勝田　哲 H19.6.3-6.8 Madrid (スペイン)
「XMM-Newton:The Next
Decade」に出席

特別研究員奨励費

Ｎｅｍｅｓ
Ｎｏｒｂｅｒｔ

H19.6.3-6.8 Madrid (スペイン)
「XMM-Newton:The Next
Decade」に出席

科学研究費補助金

染川　智弘 H19.6.17-22 Munich（ドイツ）

Simultaneous three wavelength
depolarization lidar using a
coherent white light
continuum, The CLEO/Europe-
IQEC Conference, CH-2-MON

21C-COE経費
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Gyorgy
Czuppon

H19.7.2-6 南京市（中国）
セミナーでの講演、研究打ち合
わせ、及び岩石試料採集

科学研究費補助金

江崎　祐子 H19.7.3-10 Perugia（イタリア）

Effects of water content on
the converse piezoelectric
effect in granite with an
Atomic Force Microscope,
IUGG, The International Union
of Geodesy and
Geophysics,JSS008-2008,

21C-COE経費/校費（研究）

疋田 渉 H19.7.7-15
　シドニー
（オーストラリア）

 「18th International
Conference on General
Relativity and Gravitation
and 7th Edoardo Amaldi
Conference on Gravitational
Waves」参加

２１世紀ＣＯＥ経費

鈴木　彰子 H19.8.18-26 Cologne(ﾄﾞｲﾂ）
17th V.M. Goldschmidt
Conference 2007　ポスター発表

COE経費

常盤井　和代 H19.8.18-26 Cologne(ﾄﾞｲﾂ）
17th V.M. Goldschmidt
Conference 2007　ポスター発表

COE経費

松浦　大介 H19.8.25-9.1 San Diego (アメリカ)
「SPIE Optics and photonics
Symposium」に出席

特別研究員奨励費

松浦　大介 H19.10.28-11.4
Honolulu (アメリカ)
Hilo (アメリカ)

国際学会「2007IEEE Nuclear
Science Symposium and Medical
Imaging Conference」に出席
すばる望遠鏡のCCDカメラの見
学・調査

特別研究員奨励費
科学研究費補助金

中嶋　大 H19.12.9-12.13 San Diego (アメリカ)
国際会議「The Suzaku X-ray
Universe」に出席

特別研究員奨励費

福田　惇一 H19.12.9-15 San Francisco(ｱﾒﾘｶ）
American Geophysical Union
Fall Meeting　ポスター発表

COE経費

高倉　雅 H19.12.9-15 San Francisco(ｱﾒﾘｶ）
American Geophysical Union
Fall Meeting　ポスター発表

COE経費

勝田　哲 H19.12.9-12.14 San Diego (アメリカ)
国際会議「The Suzaku X-ray
Universe」に出席

特別研究員奨励費

田和　憲明 H19.12.9-12.14 San Diego (アメリカ)
国際会議「The Suzaku X-ray
Universe」に出席

特別研究員奨励費

内田　裕之 H19.12.9-12.15 San Diego (アメリカ)
国際会議「The Suzaku X-ray
Universe」に出席

受託研究

癸生川　陽子 H19.12.10-14 San Francisco(ｱﾒﾘｶ）
American Geophysical Union
Fall Meeting　ポスター発表

科学研究費補助金
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Gyorgy
Czuppon

H20.1.20-29 オーストラリア 岩石採集及び調査のため 科学研究費補助金

大平 豊 H20.1.27-3.23 ハイデルベルグ（ドイツ） 留学
ヨーロッパ派遣奨学金
（ITP）
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海外からの訪問者（平成１9年度）

Yang Xuejuan
Beijin Normal Univ.

H19.2.14-5.11 常深研究室

Lu Fangjun
China 高能研

H19.5.6-11 常深研究室

John Doty
USA Noqsi

H19.6.22-30 常深研究室

Dr. Scott Messenger（スコット・メッセンジャー）
米国NASA-JSC 主任研究員
宇宙物質の微小領域分析法についての研究打ち合わせ

H19.7.23 中嶋研究室

Dr. Keiko Nakamura-Messenger （中村圭子）
米国NASA-JSC 研究員
宇宙物質の微小領域分析法についての研究打ち合わせ

H19.7.23 中嶋研究室

Daniele L. Pinti
（カナダ、Université du Québec à Montréal教授）

H19.7.30-8.1 松田研究室

Bernard Marty  （フランス、CNRS所長）
COE国際シンポジウムに参加

H19.9.10-14 松田研究室

Philipp Maass
（Technische Universitat Ilmenau・Prof.）

H19.9.29-10.3 川村研究室

John Doty
USA Noqsi

H19.11.26-12.8 常深研究室

Sachiko Amari   (Washington大学上級研究員)
学術振興会外国人招聘（短期）

H19.12.1-
H20.1.29

松田研究室

Tomihiko Narita
The College of Holy Cross, USA

H20.1.8-5.22 常深研究室

Peter Holdsworth
（Ecole Normale Superieure de Lyon・Prof）

H20.1.25-26 川村研究室

金　峯秀
（Physics Department, ChangwonNational University・Prof）

H20.1.29-30 川村研究室

Sanjeev Dhurandhar
(IUCCA，India)

H20.3.26-31 宇宙進化研究室
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F棟エントランス ロビーについて 
 

理学部F棟は、昭和39年頃に移転してきた大阪大学理学部建物の老朽化に伴い、理学部全体の新造、

改築計画の端緒となるべく、1990年からその設計計画を立て始めた。当時としては斬新な、オープンス

ペースの研究室レイアウトや、天体望遠鏡をもつ天文ドーム、その他階段教室などを取り入れた設計計

画もあったが、予算や基準面積の縛り、脱出経路の確保など種々の事情と要請による制限のため、1995

年竣工当時のF棟は、残念ながら通常構造の部屋配置を有する現在のF棟の西半分部分の建物であった。 

以来、理学部物理系・宇宙地球科学科の時代を経て、大学院重点化以降、宇宙地球科学専攻が主として

使用する区域となっている。 

F 棟玄関については、池谷教授（当時・故人）などの発案で、新しい学科の象徴的な存在として、ア

ピール性のある装飾を施すことが議論され、地球科学的に興味ある石材を具象化したデザインが採用さ

れた。このときの内装関係の資金上の問題は、理学部Ｆ棟の建設担当であった（株）五洋建設の好意と、

委任経理金および有志の方々の支援と寄付によりまかなわれた。これらの天然石材は、21 億年前に形成

された世界最大の貫入岩体を構成する斑れい岩、12 億年前の波の痕の化石、10 億年前に炭酸ガスを固

定したシアノバクテリアが作ったストロマトライト、プレートテクトニクスの考えに先駆けた地層逆転

構造で有名な秋吉台の石炭岩（フリズナ・腕足貝化石入り）などがあり、地球の歴史を伝える貴重な試

料でもある。 

 2004年（16年度）には、これに加えて、「本専攻のテーマたる宇宙と地球をイメージできるもの、お

よび手に触れることのできる地球科学的試料」というコンセプトのもとに、岩石鉱物試料・大型化石プ

レート・マチカネワニ下顎のレプリカの展示、F棟エントランス天井部分への星図の表示、専攻名の入

ったプレートの設置がおこなわれた。これは理学研究科「平成16年度競争資金に係る間接経費執行計画」

における「F棟エントランス玄関ロビーの学生の教育・啓蒙目的での整備」に基づくものである（委員：

土`山、山中（千）、佐伯、小柳、鳥居）。これらは、大学祭、オリエンテーションや講義、公開講座

の折りに紹介、説明され、教育研究や広報活動の面で役立っている。 

 

１）岩石鉱物試料 

 壁面石材以外のもので、地球科学的に興味ある岩石・鉱物試料を各15点選定した。独立行政法人・産

業技術総合研究所・地質標本館には一部の鉱物標本の寄贈をお願いした。豊遥秋博士（地質標本館前館

長・当時）には標本寄付を仲介していただいた。地球内部のマントルからもたらされたカンラン岩、世

界最古の岩石のひとつであるカナダ・アキャスタ地域の片麻岩（39.6億年前）、1990年代に噴火した雲

仙普賢岳の岩石（デイサイト）、縄文～古墳時代の権威の象徴であった糸魚川の翡翠（ひすい）、大型

水晶、かつては資源大国であった明治～昭和初期の日本を象徴する鉱石標本（日立鉱山産硫化鉄鉱・北

海道稲倉石鉱山産菱マンガン鉱）などである。 

 

２）大型化石プレート 

 1995年に故池谷名誉教授が、ドイツ（ボン）の業者 Horst Burkard Mineralien Fossilien, より購

入した3点の化石プレートの展示が実現した。試料はそれぞれ、カンブリア紀中期の三葉虫

（Acadoparadoxides briareus）、デボン紀の直角貝化石（Orthoceras Fossil Plate）、およびアンモ

ナイト（Ammonite: Clymenia plate with Orthoceras）で、モロッコ、サハラ付近の産である。 
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３）マチカネワニ上顎・下顎部 

 マチカネワニは理学部の建設地から1964年に発掘された日本で初めて発見されたワニ類の化石であ

り、現在大阪大学総合学術博物館待兼山修学館に実物と復元骨格が展示されている。F棟玄関には、上

顎のレプリカ（ガラスケース入り）と下顎のレプリカを展示している。冨田幸光国立科学博物館地学研

究部古生物第三研究室長には同博物館のレプリカ作成室でマチカネワニ下顎レプリカの作成にご尽力

いただいたほか、展示方法に関して様々なアドバイスをいただいた。実際の製作はレプリカ作成室円尾

博美氏にお世話になった。また江口太郎教授（大阪大学総合学術博物館長）にはレプリカを作るための

マチカネワニの原型データの提供や、解説のための各種資料を提供いただいた。 

 

マチカネワニ下顎部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）天井星図 

 東洋や西洋の歴史的な星図、装飾的な星図等、色々な可能性を議論した後に、現代の科学教育という

観点から、実用的な星座早見盤のデザインを選定した。これは日本天文学会編、三省堂刊の「世界星図

早見」の北天の星図に基づいた。この図版の特徴は 4.5等星より明るい約900の恒星、天の川と星座等

が星表のデータに基づいてコンピュータで忠実に描かれていることである。（株）三省堂と日本天文学

会には、図案の使用を快諾頂いた。 

 

５）専攻名プレート（1200×300×30mm） 

 ステンレス製SUS304 のプレートに文字高さ100mmで「宇宙地球科学研究棟」と、縦にレーザー切文字

加工したもの。 

 
 

展示内容に関しては、今後も機会あるごとに内容の充実と更新を行う考えである。このロビーが、文

字通り「開かれた大阪大学・宇宙地球科学専攻の玄関」となることを期待したい。1995年におけるF棟

玄関ロビーの整備については当時の学科パンフレット「未踏のフロンティア」p18-23に詳しい写真と説

明がある。ここに改めて、国費でまかなえなかった部分をご寄付頂いた個人、団体、企業の名を記して、

感謝を申し上げたい。 

 裏 克己（阪大名誉教授）、金森順次郎（元阪大総長）、理学部同窓会、宇宙地球科学科有志 

大和地質研究所、日本電子、住友特殊金属、日本ペイント、サンハイ、オクエンテール 
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各研究室グループの活動概要 
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宇宙進化研究室 
  
 当研究室では，観測事実から出発してさまざまな天体・宇宙現象を理論的に解明することを目指

している．また重力波解析の拠点として，TAMA300 のデータ解析設備を備えている． 

 
１．高エネルギー宇宙物理 

活動銀河中心核の相対論的ジェットの研究を引き続き進めた．PKS2155-304で観測された3分スケ

ールのTeV放射の時間変動を説明するモデルを考案した．このモデルではバルク運動のローレンツ因

子は100程度であり，電子のエネルギー密度は磁場のエネルギー密度の1万倍程度にもなるというこ

れまでにもまして極限的状態となっている．また，Mrk421を例として観測される輻射スペクトルと

内部衝撃波モデルに基づく力学的考察を結合することにより，観測される輻射に寄与していない陽

子または熱的電子陽電子の成分が存在していなければならないことを論じた．相対論的ジェットの

形成過程としてウィーンファイアボールモデルの検討を引き続き進めた．背景の陽子電子プラズマ

中で発生した電子陽電子対流体の輻射流体力学シミュレーションを継続して行い，大きなローレン

ツ因子と運動学的光度をもたらすファイアボールを形成するための条件の検討を続けている．さら

に，相対論的ビーミング効果が偏光観測や高角度分解能観測に及ぼす効果を検討して，観測結果の

解釈についての注意を喚起した． 超新星残骸の無衝突衝撃波における電子の加熱・加速機構につ

いての研究を進めた．衝撃波上流のfoot領域での反射イオンによるブーネマン不安定の二次元的な

振る舞いを調べ，流れに斜め方向に伝播するモードの成長率が平行方向へ伝播するモードと同程度

に高いため，静電ポテンシャルの位相が揃わず，補捉電子が運動電場によって強く加速されるとい

うサーフィン加速は生じないことを示した．ブーネマン不安定で加熱された電子の存在下では，流

れに平行方向のモードとしてイオン音波不安定が生じることが知られているが，斜め伝播モードの

イオン二流体不安定の成長率の方が大きいことを発見した．線形解析とともに粒子シミュレーショ

ンでもこの結果を確認した．この不安定はイオンを加熱するため，イオン音波不安定を抑制し，電

子の過剰加熱が抑えられるため，得られる電子温度は観測と整合的になることを見出した． 

 
２．銀河団ガスの性質 
 銀河団は銀河を 100-1000 個ほど含む，質量が 1015 太陽質量にもなる宇宙で最大の天体である．

銀河団は全体が温度～2-10 keV の高温プラズマ (銀河団ガス)で満たされている．銀河団ガスの質

量は銀河の総質量の 10 倍もあり，銀河団の主要成分である．ところが，密度は～10-3 cm-3と大変小

さく，地上では再現できないような希薄プラズマの物理を知るためには格好の研究対象となってい

る．このガスの諸性質について理論的に調べた． 

銀河団ガスには各種の波が伝播する．まずアルフベン波がどのように伝わるかについて調べた．

その結果，波が次第に散逸することで，銀河団の中心部が加熱されることが分かった．次に銀河団

の中心にある巨大ブラックホールの活動で発生した衝撃波が銀河団ガスを伝わるときに何が起こる

か考察した．その結果，衝撃波付近で粒子の一部が高いエネルギーまでに加速されることや，衝撃

波が通過した銀河のガスが剥ぎ取られることが分かった． 

一方，X 線天文衛星を用いて観測的な研究も行った．「ずざく」を用いた観測により，銀河団から

離れたところにも重元素が存在することが明らかになった．このことは宇宙の初期に銀河が大規模

な星形成活動を行ったことを示している．また「チャンドラ」を用いた観測により，銀河団ガスの

詳細な分布も明らかにした． 
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３．重力波 
 巨大ブラックホールへ，中性子星や太陽の 10 倍程度の質量のブラックホールといったコンパク

ト星が落下・衝突する現象は，EMRI(エムリ，Extreme Mass Ratio Inspiral)と呼ばれている．そ

れによって発生する重力波(ここでは EMRI 重力波と呼ぶ)は，アメリカとヨーロッパにおいて計画

が進行している，宇宙空間レーザ干渉計 LISA が検出可能な主要な重力波の一つである．我々はこ

の重力波の理論波形を計算するために，カーブラックホールの線形摂動論の基本方程式である，

Teukolsky 方程式を効率的に，また，高精度に数値的に解く方法を開発してきているが，引き続き

そのコードをもちいて，カーブラックホール時空中の一般的な束縛軌道を星が運動する際に放出さ

れる重力波の波形や，軌道を決めるエネルギー，角運動量，カーター定数の断熱的変化率の計算を

行った．また，星がカーブラックホールの赤道面上の準円運動しながら重力波を放出しブラックホ

ールへ落下する際に放出される重力波の波形，及びエネルギーと運動量を計算し，重力波放出の反

動でブラックホールが得る反跳速度の評価を行った．また，EMRI 重力波を効率的に探査するため

に，波形の新しい近似式を提唱し，それを用いて，LISA による EMRI 重力波のパラメータ決定精

度などを議論する研究も行った． 
 合体する連星系からの重力波を２台以上の検出器で探査する際の，最適なデータ解析方法の研究

を引き続き行った．そして，検出器の間のノイズに統計的相関がある場合についてのコヒーレント

解析の定式化を行った．また，２台の検出器が違う場所にあり，向きも異なる場合についてコヒー

レント解析とコインシデンス解析の比較を行い，コヒーレント解析法が優れていることを定量的に

示した． 
 国立天文台のレーザー干渉計重力波検出器「TAMA300」のデータを解析するため，当研究室に

は専用のコンピュータクラスタが導入されている．TAMA300 は現在観測運転を行っていないが，

TAMA300 が再稼働する際や，神岡の CLIO 検出器が本格稼働する際には再び重力波データ解析の

拠点として活動を始める予定である． 
 
４．天体形成 

星，惑星，星団，銀河，銀河核というさまざまな階層の天体構造の形成進化を物理的見地から包

括的に理解することを目標に研究を推進している．その中でも特に重点を置いているのは，力学的

および熱的な素過程に基づいて，現在の分子雲中での星形成および原始銀河雲中における天体形成

を詳細に数値計算し，そこから背後に存在する物理的本質を抽出することによって理解し，最終的

に上記天体の初期質量関数（IMF)を理論的に導出するための基盤を整えることである． 

本年度は，(１）微量な重元素を含む原始銀河雲ガス雲が収縮する際の形状の進化を現実的な熱進

化のもとで回転の効果まで含めて調べ，重元素量が太陽近傍の一万分の一程度のときには，進化の

途中で熱化によりコアが丸くなるため最終分裂が低密度となり小質量星が出来にくいことを示した．

(2）ガス雲の衝突に伴って形成される高密度な平板状雲の重力不安定による分裂過程を平板の非定

常な形成進化過程と衝撃波境界を考慮に入れて調べた．線形解析と３次元の流体力学計算によって

衝突によって引き起こされる分裂の時刻やそれが起るための条件について考察した．(３）衝撃波の

背後などで輻射冷却などにより熱的に不安定となった領域が暴走的に収縮して分子雲を形成する過

程を記述する一連の自己相似解を求めた．これにより等圧的な進化から定積的な進化までを統一的

に記述することができる．この解の安定性についても調べている．（４）ダークマターの密度揺らぎ

が重力的に成長してダークハローを形成する過程を考察した．N 体計算することによってハローの

密度分布の時間発展を調べ，密度分布の内側と外側の半径依存性の特徴の起源について考察した． 

また，粒子法的数値流体力学(SPH)を中心とした数値流体力学の計算法の研究も行っている．今
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年度は主に，原始惑星系円盤のような冷たく小さな粘性度のシアーの長時間進化を計算するための

計算方法を発展させるとともに，さまざまなテスト計算を行いその有用性を検証した． 
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常深研究室 
 

2005 年 7 月 10 日、日本の X 線観測衛星「すざく」が軌道に乗って以来、搭載した CCD カメラは

順調に動作している。CCD は軌道上での放射線環境で徐々に性能劣化しているが、電荷注入により

性能回復がなされた。これにより、CCD はほぼ打ち上げ当初の性能に戻っている。ただし、衛星内

部の汚染源による低エネルギー側の性能劣化の回復は今後の課題である。これとは別に、国際宇宙

ステーションに搭載する全天 X 線監視装置(MAXI)の CCD カメラ（SSC）の開発も順調に進んだ。FM

製作も完了し、最終試験もほぼ終了し、2009 年初めの打ち上げを待つだけである。スペースシャト

ルの都合に依存するが、2009 年 4 月の打ち上げが予定されている。この他、将来の小型衛星を目指

すプログラムもスタートした。2004 年度から特別推進研究「宇宙高温プラズマの観測的研究と偏光

分光型超高精度 X 線 CCD 素子の開発研究」がスタートしている。この研究開発により、X 線用の CCD

素子の開発を進め、その専用のアナログ IC を製作し、次期 X 線観測衛星 NeXT 搭載を目指すほか、

これまでに培った技術を地上実験などにも応用できるようにする。精密な非破壊検査、X 線顕微鏡

など X 線のカラー画像、さらには医療用への応用などを可能にする。その応用として、X 線領域で

の屈折コントラストを利用した小型の装置の開発も順調に進んだ。以下には、主な研究活動状況を

述べる。 

 
１．すざく（Astro-E2）衛星による観測と搭載した X 線 CCD カメラ XIS の運用 

すざく衛星は 2005 年 7 月 10 日に打ち上げられ、順調に観測を続けている。我々の準備した X 線

CCD カメラ（XIS）は、軌道に乗ったあと、冷却系を始めとする全システムが正常に動作している。

すざく衛星は欧米との国際共同ミッションで、日、米、欧の科学者集団がサイエンスワークグルー

プ（SWG）を構成している。初年度はすざくの SWG チームによる各種観測を進め、2007 年 12 月には

サンディエゴですざくの国際会議を開いた。これに付随するすざくの第二弾の論文集が PASJ 特集号

として 2008 年 1 月に出版された。我々は XIS のバックグラウンドを始め、銀河団の観測や、白鳥座

ループの観測においての噴出物と星間物質からのプラズマを分離するなど成果を上げた。 

すざくが軌道に乗ったあと、CCD 素子は宇宙放射線環境のために徐々に性能劣化が進んでいる。

これに対して、世界で初めて軌道上で電荷注入手法を使い、性能回復を果たしている。さらに、電

荷注入手法（SCI）により、コラム毎の性能を詳細に調べ、その補正を可能にした。こうして、CCD

素子は打ち上げ当初の性能に回復し、劣化速度の大幅な低下を実現した。今では SCI が標準的な観

測方法となっている。2007 年 5 月まで、北京師範大学から Xuejuan Yang 氏が大阪大学に滞在し、

国際共同研究として超新星残骸の研究を進めた。 

 
２．国際宇宙ステーションに搭載する全天 X 線監視 MAXI の SSC 開発状況 
世界最初の X 線光子計数型 CCD を搭載したのは日本の人工衛星「あすか」であった。搭載した素子

はアメリカの MIT で製造された素子（SIS）で、当時ようやく開発されたばかりのものであった。我々

は浜松ホトニクス社の協力の下に、独自に CCD の開発を進めた。その結果、世界のトップレベルの

素子を開発できた。そこで、これを宇宙 X 線観測に利用するために、人工衛星搭載条件を満たす素

子を開発した。それは、画素の大きさは 24μm 四角、画素数は 1024×1024 からなる素子である。こ

れは国際宇宙ステーションに搭載する日本の有人モジュール（きぼう）の外の曝露部に設置する観

測装置（MAXI）に使用する X 線カメラ（SSC）である。2008 年 2 月にはスペースシャトルにより、船外

保管室が運ばれた。2008 年度にはさらに「きぼう」が国際宇宙ステーションに設置されることにな
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っている。MAXI はそのあとのスペースシャトルにより、2009 年 4 月に設置される予定で、そこから

観測が始まる。2007 年度は熱真空試験など最終試験も無事に終了し、アメリカへの移送を待つ段階

に達した。 

 

３．編隊飛行する小型衛星による硬 X 線天体観測計画 
これまで撮像観測されていない 10keV を超える領域での初めての撮像観測は、非熱輻射の世界の

解明に繋がる。そこで、我々は CCD を使って軟 X 線から 100keV 程度の硬 X 線まで検出する新しい検

出器「SD-CCD」を考案した。名古屋大学が開発を進めているスーパーミラーは、10keV を超える領

域での撮像観測を可能にする。そこで名古屋大学と共同で大気球による観測を目指すプロジェクト

（SUMIT）を進めた。これをさらに進めるべく編隊飛行する小型衛星計画(FFAST)を立ち上げた。計

画では、スーパーミラー搭載の小型衛星と SDCCD 搭載の小型衛星を同時に打ち上げ、編隊飛行させ

る。スーパーミラーの焦点距離が 20m とこれまでになく長いため、本来なら巨大な衛星を必要とし

ていたのだが、編隊飛行技術を使うために、小型衛星で実現可能になったものである。編隊飛行技

術は、JAXA で開発が進んでおり、二衛星を巨大な X 線望遠鏡として機能させることができる。二衛

星の距離は一定距離 20m を維持する。さらに、編隊飛行時の燃料節約のために、二衛星共にケプラ

ー軌道となる特殊な軌道(レコード板軌道)に入れる。この場合、観測方向は一定にできずに、ある

範囲を走査することになる。これにより、全天の 1/10 程度の領域を今までにないエネルギー領域で

望遠鏡を使った詳しい観測を行うことができる。2007 年度の研究では、NEC により二機の小型衛星

を新固体ロケットで打ち上げ可能であること、JAXA により編隊飛行の距離維持精度は望遠鏡の焦点

深度に十分納まること、HPK により大型の CCD に対してもシンチレータを接着できる見通しのある

ことなどが判った。今後は、開発に必要な経費をどう調達するかが課題である。 

 
４．CCD の信号処理用の専用アナログ LSI の開発 

CCDの時間分解能を改善すべく、多数の読み出し点をもった素子の開発を進めている。それに対応

するために、読み出し回路のアナログ部分のLSI化を図っている。最初に開発したM01の雑音レベル

を改善すべく、デルタシグマ変調を使ったMD01は、雑音レベルとして入力電圧換算で30μVを実現し

た。これにより、このLSIを使えば、誰でも無調整で「すざく搭載電子回路と同じ性能」を3mm四角

で実現できることになった。そこで、さらに開発を進め、高速の低雑音読み出し可能なLSIの開発を

行った。MND01と呼ばれる素子は、ほぼ同じ雑音性能で、動作速度は毎秒１M画素程度まで達成した。

これに合わせて、X線CCDからのデータも同じ速度で取得できるようにシステムを開発中である。こ

れらの素子はX線に限らず、いろいろなCCDに使えるので、地球観測衛星などへの応用も可能になる。 

 
５．次期 X 線衛星 NeXT のための CCD カメラ（SXI）の開発 

すざくに続くX線衛星NeXT計画が進んだ。2007年度中にはプリプロジェクトフェーズであるが、

次年度には正式にプロジェクトになる予定で、各種レビューを終了した。阪大を始めとするグルー

プが、この計画で搭載する CCD カメラを開発する。搭載 CCD 素子は、開発済みの Pch 素子であり、

それに適合する専用アナログ LSI を使用する。打上予定は 2013 年度となっている。 
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川村研究室 
 
当グループは相互作用する多体系の諸物性、特に相転移・協力現象の統計力学を、地震などの地球

科学への応用も含め、主として計算機シミュレーションを用いて理論的に探究している。1９年度

は、摩擦の物理法則に基づいた地震の統計モデルの数値シミュレーション、多分散系のレオロジー

や熱伝導現象の非平衡ダイナミックスと分子動力学、スピングラスの秩序化とカイラリティ、３角

格子やパイロクロア格子系を中心としたフラストレート磁性体の秩序化、といった諸テーマに関す

る研究を行った。 
 
１．地震の統計モデルの数値シミュレーション 

当研究室では近年、地震の統計モデル ― 所謂バネ-ブロックモデルやこれをさらに簡単化した 
Olami-Feder-Christensen モデル ― の数値シミュレーションによる研究を進めている。最終的に

は、実測データとの比較等を通して、地震現象の物理的本質の理解へとつなげたい。 
森・川村は、バネ-ブロックモデルの統計的諸性質とりわけその時空間相関を、弾性論に基づいた

ブロック間の長距離相互作用やブロック化に伴う離散化の効果に着目しつつ、数値シミュレーショ

ンにより系統的に調べた。構成則としては、最も簡単な「速度弱化則」ないしは「すべり弱化則」

を仮定し、構成則パラメータと弾性則パラメータ面での「相図」を作成した。その結果、このモデ

ルがパラメータ値により、それぞれ「supercritical」「subcritical」「near-critical」という定性的に

異なった状態（「相」）を持つことを明らかにした。とりわけ、２次元の長距離作用モデルという最

も現実に近いと期待されるモデルの場合、グーテンベルグ‐リヒター則に類似した擬似臨界的

（near-critical）なマグニチュード分布を得た。このグーテンベルグ‐リヒター則的な振る舞いは、

広いパラメータ範囲で安定に観測され、その指数値（b 値）も含めて実測される振る舞いと矛盾し

ない。また、地震時のストレス降下量が地震のマグニチュードに依らずほとんど一定であるという、

これも観測事実と符合する結果を得た。これらの結果は、長距離相互作用を持つ２次元バネ‐ブロ

ックモデルが地震の統計的モデルとして有望であることを示唆するもので、今後一層の検討が必要

であるものの、さらなる展開に向けての重要な一里塚となるものと言えよう。なお、これらバネ‐

ブロックモデルに関する諸結果は、森の博士論文としてまとめられた。 
森本・川村は、速度弱化構成則をさらに現実的なものとすることを目指し、断層面の状態に依存

する所謂「すべり速度‐状態依存摩擦則（Dietrich-Ruina の構成則）」を１次元バネ－ブロックモ

デルと組み合わせて、数値シミュレーションを進めている。その結果、摩擦不安定性が大きい場合、

このモデルの大イベントには２つの異なったタイプのものが存在することを見出した。特に第２の

タイプの地震は、ほぼ同一の周期で、ほぼ同一のブロックを震源として多数回繰り返して起きると

いう、いわゆるアスペリティ的な性格を色濃く示す。また、どのようにして完全に均一なモデルで

この様な極めて固有地震的な振る舞いが可能になるのか、その機構も合わせて明らかにした。以前

にこのモデルで見出されていた地震の再来時分布における２重周期的振る舞いは、これら２つの異

なったタイプの大イベントにその起源を持っていることも判明した。 
 地震の連続的なセルラー・オートマトンモデルとして知られる Olami-Feder-Christensen (OFC) 
モデルに関する小谷・吉野・川村の論文が公刊された。この論文においては、局所的再来時間分布

が、べき乗則的な成分に加えて、系の散逸度で決まる特定の周期を持つという目覚しい特徴が明ら

かにされたが、山本（匠）・吉野・川村は、実際の系では不可避的に存在するであろう種々の不均一
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性（ランダムネス）が系の周期的挙動に対して及ぼす効果について、数値的に解析した。その結果、

このモデルのに内在する周期的挙動は、種々の不均一性に対して非常に安定であることを見出した。 
 
２．３角格子系やパイロクロア格子系のフラストレート磁性体の秩序化 

近年、幾何学的フラストレーションを示す一連の磁性体の磁性・電子物性の研究が活発になって

いる。特に本年度よりは、川村を領域代表者として、文科省の特定領域研究「フラストレーション

が創る新しい物性」が５年間の予定でスタートした。 
池田・川村は、金属パイロクロア磁性体 Pr2Ir2O7 に関する最近の奇妙な実験結果を念頭に、

RKKY型の長距離相互作用を持つパイロクロア格子上のイジングモデルのモンテカルロシミュレー

ションを行い、この系は反強磁性的なキュリーワイス温度を示すものの低温では強磁性的な “2-in, 
2-out” スピン秩序構造を持つという、一見相反する、しかし実験と符合する結果を得た。また、こ

のモデルがダイポール・スピンアイス・モデルと類似の (0,0,1) スピン構造への１次の相転移を示

すことを見出した。合わせて、(111)磁場中における磁気秩序化の挙動も調べ、磁場中相図を作成し

た。山本・川村は、近年実験的に注目されている NiGa2S4 や NaCrO2 を念頭に、２次元３角格

子反強磁性古典ハイゼンベルグモデルの秩序化の大規模数値シミュレーションを進めている。特に、

渦度モジュラスおよびその温度微分よりボルテックス転移温度を精度良く定めること、スケーリン

グ解析を併用して無限系のスピン相関長を低温まで評価することが目標である。Hai・川村は、強

磁性的な第２近接相互作用を持つパイロクロア格子上の反強磁性ハイゼンベルグモデルに対し、常

石らによって先に見出された奇妙な相転移現象の本質を解明すべく、数値シミュレーションによる

精査を進めている。奥村・吉野・川村は、フラストレートした２次元XYモデルを対象として、その

スピンとカイラリティの秩序化の詳細を、チャージ間の多体相互作用の効果に着目した数値シミュ

レーションによって調べている。 

 

３．スピングラスの秩序化とカイラリティ 

川村は、実験的なスピングラス転移を説明するため、スピン自体ではなくカイラリティが隠れた

秩序変数としてスピングラス秩序を支配しているというカイラリティ仮説を提案してきたが、

Viet・川村は、カイラリティ仮説で鍵となる｢スピン－カイラリティ分離｣の有無を明らかにするた

め３次元ハイゼンベルグ型スピングラスの大規模シミュレーションを実施した。Over-relaxation 
法と温度交換法を併用することにより、これまでの他の計算と比較してより低温・より大きなサイ

ズの系に対し精度の高い熱平衡データを得ることに成功した。その結果、論争が続いているスピン

‐カイラリティ分離に対し、分離が実際起きていることを強く支持する数値的証拠を得ることに成

功した。前田・川村は、２次元 XY スピングラスモデルにおけるスピンとカイラリティの秩序化を、

アスペクト比スケーリングの手法を援用しつつ、数値シミュレーションにより解析した。この系で

は、スピンとカイラリティはともに絶対零度転移を示すが、それぞれの発散の指数が異なるかどう

かが問題となっている。過去の計算を上回る規模の計算を行った結果、互いの指数が異なっている

ことを示唆するデータを得たが、強い有限サイズ効果のため、なお最終的結論を下すには至らなか

った。 
４． 非線形レオロジー 

吉野は、松川（青山学院大）・湯川・川村らとともに層状物質における非線形レオロジーについ

ての位相模型を構築し、その静的、動的性質を解析した。まず連続極限における繰り込み群解析の

結果、２次元ではコステリッツ-サウレス型の固体-液体転移を示すことがわかった。さらに、シア

応力下でのダイナミックスについての詳細な数値計算を行った結果、上記の相転移に伴って非線形
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レオロジーが動的臨界現象として発現することが明らかになった。また、この系の非線形レオロジ

ーの問題は、電荷密度波系、超伝導ジョセフソン結合系における非線形輸送現象と密接な対応関係

を持つことが明らかになった。吉野は、上記の位相模型にフラストレーションを導入し、Bongsoo 

Kim(分子研,韓国 Changwon 大)・能川（北大）とともにその静的、動的性質に現れるガラス的特性の

解析を開始した。 

 湯川・上田は２次元多分散粒子モデルをもちい、非線形レオロジーを分子動力学法で調べた。そ

の結果、粒子半径の分散性に依存しレオロジー特性が定性的に振る舞いを変えることを見いだした。

また単分散系において、格子欠陥同士の直接的相互作用をシミュ レーションで直接観察することが

できた。 

  

５． 熱伝導状態の非平衡シミュレーション 

湯川・原野は、界面系の熱伝導を調べている。今年度は系を 3 次元に拡張し界面の存在と熱伝導

の関係を調べた。その結果、3 次元では 2 次元と異なり、熱伝導率に界面の影響が見られないこと

が分かった。また、2 次元系において界面ダイナミクスの詳細を調べ、非常に特異な振る舞いをし

ていることが分かった。また、伊藤伸泰グループ(東京大学)と 共同で熱伝導状態における微視的な

熱流分布の性質を調べ、非平衡定常状態の基礎付けに関する知見を得つつある。 

 

６．交通流のダイナミクス 

湯川が、杉山(名古屋大学)、福井(中日本自動車 短期大学)・菊池(阪大サイバー)・長谷部 (愛知

大学)・中山(名城大学)・西成(東京大学)・只木(佐賀大学)らとともに研究を行った自発的渋滞発生

実験の論文が今年度公表され、IOP よりプレスリリースが出された。これは世界的に注目され、各

国のメディアで報道されている。 
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学会研究会発表 

国際会議 

 
Hikaru Kawamura,  
"Vortex-induced topological transition of the triangular-lattice Heisenberg antiferromagnet" 
(invited talk)  
Russian-Japanese seminar  2007,  St.Petersburg, July.5, 2007. 
  
Hikaru Kawamura,  
"Vortex order in frustrated magnets" (invited talk)  
International Workshop 2007 – The 21st century COE program,  Osaka, Sept.11, 2007. 
 
Hikaru Kawamura,  
"Chiral order in spin glass" (invited talk)  
Fukuoka International Workshop on Unifying Concepts of Glass Transition,  Kyusyu 
University, Fukuoka, Nov.24, 2007. 
 
Satoshi Yukawa,  
"Computational Study of Vulcanian Eruption"  
International Workshop 2007 – The 21st century COE program,  Osaka, Sept.11, 2007. 
 
Nobuyasu Ito, F. Ogushi, T. Shimada, and S. Yukawa, 
“Energy Flux Distribution” 
21st Workshop "Recent Developments in Computer Simulation Studies in Condensed Matter 
Physics", The University of Georgia, Athens, Feb. 18, 2008 
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Hajime Yoshino 
“Effective interactions between chiralities and vorticies in frustrated XY models” 
Russian-Japanese seminar  2007,  St.Petersburg, July.5, 2007. 
 
Hajime Yoshino, 
“Non-linear rheology of layered systems – a phase model approach”  
International Conference on Sicence of Friction 2007,  Sept 11, 2007. 
 
主要学会 

 

川村 光、山本敦志：日本物理学会 2007 年秋季大会 "２次元３角格子ハイゼンベルグ反強磁性体

のボルテックス秩序化" 2007 年 9 月 23 日、北海道大学 
 

山本敦志、川村 光：日本物理学会 2007 年秋季大会 "双２次相互作用を持った３角格子ハイゼン

ベルグ反強磁性体の磁気相図" 2007 年 9 月 23 日、北海道大学 
 

池田篤重、川村 光：日本物理学会 2007 年秋季大会 "ＲＫＫＹ相互作用をもつパイロクロア格子

イジングモデルの秩序化" 2007 年 9 月 24 日、北海道大学 
 
森隆浩、川村 光：日本物理学会 2007 年秋季大会 "粘性項をとりいれた Burridge-Knopoff モデ

ルによる地震の数値シミュレーションとその連続極限" 2007 年 9 月 24 日、北海道大学 
 

森本祥司、大村明生、川村 光：日本物理学会 2007 年秋季大会 "Dietrich-Ruina の摩擦構成則

と地震の再来時間分布" 2007 年 9 月 24 日、北海道大学 
 

川村 光：日本物理学会 2008 年年次大会 "３角格子、パイロクロア格子反強磁性体が示す新奇秩

序" 領域１１，３，８シンポジウム「フラストレート磁性体の新奇秩序化現象」、2008 年 3 月 24
日、近畿大学 （シンポジウム講演） 
 

池田篤重、川村 光：日本物理学会 2008 年年次大会 "ＲＫＫＹ相互作用をもつパイロクロア格子

イジングモデルの秩序化" 2008 年 3 月 24 日、近畿大学 
 
森隆浩、川村 光：日本物理学会 2008 年秋季大会 "地震の Burridge-Knopoff モデルの相図" 
2008 年 3 月 25 日、近畿大学 
 

前田雄至, 川村 光：日本物理学会 2008 年年次大会 "２次元ＸＹスピングラスの秩序化とアスペ

クト比スケーリング " 2008 年 3 月 26 日、近畿大学 
 
Dao Xuan Viet, 川村 光：日本物理学会 2008 年年次大会 "Nature of the ordering of the 
three-dimensional Heisenberg spin glass " 2008 年 3 月 26 日、近畿大学 
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川村 光：物性研理論セミナー、"Vortex-induced topological transition of the triangular-lattice 
Heisenberg antiferromagnet"  
2007 年 5 月 23 日、東京大学物性研究所 
 

川村 光：科研費特定領域「スーパークリーン物質で実現する新しい量子凝縮相」成果報告会、

"Vortex order in the triangular-lattice Heisenberg antiferromagnet"  
2007 年 10 月 31 日、長良川国際会議場 
 
川村 光：物性研究所短期研究会｢計算物性物理の進展｣、"３次元ハイゼンベルグスピングラスの大

規模数値シミュレーション"  
2007 年 11 月 12 日、東京大学物性研究所 
 

川村 光：東京大学地震研究所・金曜日セミナー、"地震の時空間相関と数値シミュレーション" 
2008 年 1 月 18 日、東京大学地震研究所 
 

川村 光：東京大学地震研究所・統計地震物理セミナー、"地震の時空間相関と数値シミュレーショ

ン" 2008 年 1 月 18 日、東京大学地震研究所 
 

川村 光：地震研研究会｢地球科学と非平衡物理｣、"地震の臨界性と固有性"  
2008 年 2 月 23 日、東京大学地震研究所 
 
川村 光：基研セミナー、"Vortex order in triangular-lattice Heisenberg antiferromagnet"  
2008 年 2 月 26 日、京都大学基礎物理学研究所 
 

中山章宏、福井稔、長谷部勝也、菊池誠、西成活裕、杉山雄規、只木進一、湯川諭: 
第 13 回交通流のシミュレーションシンポジウム "交通流渋滞実験の詳細データ" 
2007 年 12 月 6 日、名古屋大学 
 
原野和也、湯川諭: 第 13 回交通流のシミュレーションシンポジウム "Creutz のセルオートマトン

を用いた 2 次元 Ising モデルによる界面系の熱伝導計算" 
2007 年 12 月 7 日、名古屋大学 
 
上田光生、湯川諭、第 13 回交通流のシミュレーションシンポジウム  "多分散系の摩擦シミュレー

ション"  
2007 年 12 月 7 日、名古屋大学 
 
湯川諭: 物性研短期研究会「計算物理学の進展」「粒子シミュレーションによる非平衡現象へのアプ

ローチ」 
2007 年 11 月 1 日、東京大学物性研究所 
 
原野和也、湯川諭: 日本物理学会第 62 回年次大会「Ising モデルを用いた界面系の熱伝導」 
2007 年 9 月 21 日、北海道大学札幌キャンパス 
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湯川諭、島田尚:日本物理学会第 62 回年次大会「熱伝導系における熱流分布」 
2007 年 9 月 24 日、北海道大学札幌キャンパス 
 
上田光生、湯川諭:日本物理学会第 62 回年次大会「多分散系の摩擦シミュレーション」 
2007 年 9 月 24 日、北海道大学札幌キャンパス 
 
湯川諭、伊藤伸泰: 日本地球惑星科学連合 2007 年大会、「二成分レナードジョーンズ粒子を用いた

分子動力学法による衝撃波管シミュレーション」 
2007 年 5 月 22 日、幕張メッセ 
 
原野和也、湯川諭: 日本物理学会第 63 回年次大会「Ising モデルを用いた界面系の熱伝導 II」 
2008 年 3 月 24 日、近畿大学 
 
上田光生、湯川諭: 日本物理学会第 63 回年次大会「多分散系の摩擦シミュレーション 2」 
2008 年 3 月 24 日、近畿大学 
 

吉野 元：日本物理学会 2007 年秋季大会 "メソスケールにおけるガラス系の静的・動的外場応答 
- 普遍性の理解を目指して" 2007 年 9 月 21 日、北海道大学（シンポジウム講演） 
 
吉野 元、松川宏，湯川諭，川村光：日本物理学会 2007 年秋季大会 "層状構造をもつ系における

非線型レオロジー" 2007 年 9 月 24 日、北海道大学 
 
能川知昭，根本幸児，吉野元：日本物理学会 2007 年秋季大会 "ランダムポテンシャル中の弾性多

様体の時空間スケーリング" 2007 年 9 月 24 日、北海道大学 
 
吉野 元: 日本物理学会 2008 年年次大会 "平均場スピングラス模型における磁化過程とバーガー

ス乱流の衝撃波の統計" 2008 年 3 月 26 日、近畿大学 
 
吉野 元：基研セミナー、”Phase model approach to non-linear rheology”  
2007 年 12 月 26 日、京都大学基礎物理学研究所 
 
吉野 元：地震研研究会｢地球科学と非平衡物理｣” 位相模型に基づく非線形レオロジーの解析”  
2008 年 2 月 22 日、東京大学地震研究所 
 

研究室公開セミナー 

 

2007 年 4 月 11 日 川村 光 氏 （阪大理・宇宙地球科学） 
 「３角格子反強磁性ハイゼンベルグモデルのボルテックス秩序化」  
  
2007 年 4 月 18 日 湯川 諭 氏 （阪大理・宇宙地球科学） 
 「ミクロダイナミクスからの熱伝導」  
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2007 年 4 月 23 日 廣田 和馬 氏 （東大物性研）   
「誘電体の構造物性研究の現状とその広がり」  
 
2007 年 5 月 9 日 小倉 昌子 氏 (阪大理・物理) 
「フルポテンシャル KKR グリーン関数法の開発とその応用」 
  
2007 年 5 月 16 日 境家 達弘 氏 (阪大理・宇宙地球科学) 
「高強度レーザー生成プラズマによる流体力学的不安定性に関する研究と地球・惑星科学研究への

応用」 
 
2007 年 5 月 25 日 吉野 元 氏 （阪大理・宇宙地球科学） 
「潤滑剤摩擦系の位相模型」 
  
2007 年 6 月 1 日 松田 祐司 氏 （京大理） 
「テクスチャー構造の秩序変数の新しい超伝導状態」 
  
2007 年 6 月 8 日  木下 修一 氏 (阪大生命機能) 
「光散乱にまつわる原理的な話」 
  
2007 年 6 月 13 日  豊田 岐聡 氏 (阪大理・物理) 
「マルチターン飛行時間型質量分析計の開発 」 
 
2007 年 6 月 20 日 草部 浩一 氏 （阪大基礎工） 
「相転移理論としての密度汎関数理論」 
  
2007 年 6 月 27 日 加藤 尚之 氏 （東大地震研） 
「断層セグメントの相互作用による複雑な地震サイクル」 
  
2007 年 7 月 11 日 川村 光、阿知波 紀郎 氏 （阪大理・宇宙地球科学） 
「日ロ国際協力 "スピンカイラリティの理論的実験的研究" について」  
 
2007 年 7 月 18 日 菊池 誠 氏 (阪大サイバー)  
「タンパク質凝集の格子モデル」 
  
2007 年 7 月 25 日  波多野 恭弘 氏 (東大地震研)  
「粉体層のジャミング転移とレオロジー」 
 
2007 年 10 月 1 日  Philipp Maass 氏 (Ilmenau 工科大学 ドイツ)  
「Submonolayer growth, second layer nucleation and cluster formation on surfaces 」 
 
2007 年 10 月 10 日 Keith Slevin 氏 (阪大理・物理)  
「Numerical Investigation of Anderson Localisation 」 
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2007 年 10 月 19 日 石田 憲二 氏 （京大理・物理）  
「NMR and μSR Studies on Frustrated Compounds 

--NMR & NQR measurements on NiGa2S4 --」  
 
2007 年 10 月 24 日 有馬 孝尚 氏 (東北大・多元研）  
「磁気秩序に起因する強誘電性」 
  
2007 年 11 月 7 日  進藤 龍一 氏 (阪大・基礎工）  
「Novel superconductivity in valence skipping systems on the pyrochlore lattice」  
 
2007 年 11 月 14 日 増井 孝彦 氏 （阪大理・物理） 
「銅酸化物高温超伝導体の過剰ドープ領域の物性」 
 
2007 年 11 月 21 日 森 隆浩 氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 D３) 
「Burridge-Knopoff モデルによる地震の数値シミュレーション」 
  
2007 年 11 月 28 日 吉野 好美 氏 (阪大理 サイバー)  
「ランダムレプリケータ系の GF 解析」 
  
2007 年 12 月 5 日 浅川 正之 氏 （阪大理・物理） 
「クォークグルーオンプラズマと最大エントロピー法」 
  
2007 年 12 月 12 日 小野田 繁樹 氏 （理化学研究所） 
「 Unified theory of anomalous Hall transport phenomena: intrinsic versus extrinsic 
mechanisms」   
 
2008 年 1 月 9 日 上田 光生 氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 M２） 
「多分散系の摩擦シミュレーション」 
  
2008 年 1 月 16 日 前田 雄至 氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 M２）  
「２次元 XY スピングラスの秩序化とアスペクト比スケーリング」 
  
2008 年 1 月 23 日 池田 篤重 氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 M２） 
「RKKY 相互作用をもつパイロクロア格子上イジングスピンの秩序化」 
  
2008 年 1 月 25 日 P. Holdsworth 氏 （Ecole Normale Superieure de Lyon）  
「The Statistical Physics of ice and "spin-ice": topological phases」 
 

2008 年 2 月 20 日 浅川 正之 氏 （阪大理・物理） 
「クォークグルーオンプラズマと最大エントロピー法(続)」 
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2008 年 3 月 7 日 奥村 宗一郎 氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 B4） 
「２次元フラストレートＸＹスピンモデルでの相転移現象」 
 
2008 年 3 月 7 日 坂本 登史文氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 B4） 
「ＭＰＳによる固液混相流の再現と解析」 
 
2008 年 3 月 7 日 山本 匠氏 （阪大理・宇宙地球科学・川村研 B4） 
「Olami-Feder-Christensen (OFC) モデルによる地震のシミュレーション」 
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松田研究室 
  
 当グループは太陽系の初期形成史と進化、地球および惑星物質の物理化学的内部構造とその地球

物理学的物性についての研究を行っている。具体的なテーマの研究進展状況は以下のようである。 
 
１．隕石および惑星物質の希ガス研究 

 今年度は以下のような研究をおこなった。（１）Saint Aubin鉄隕石中のさまざまな包有物（クロ

マイト、トロイライト、シュライバーサイトなど）について、希ガスの元素存在度と同位体比の精

密測定を行ったが、それについて論文を投稿したのが受理された。始源的成分はほとんどなく、Q
成分もみられなかったが、シュライバーサイトの中に、Xe-HL成分が残っている可能性を指摘した。

（２）アレンデ隕石について、これまでの化学的に分離した試料を新たに準備するとともに、我々

の開発した物理的手段により作成したQに富む試料について、希ガス測定とラマン分光測定を行っ

た。希ガスデータとそれらラマン分光データとの比較から、Qについての炭素物質としてのラマン

分光学的特性を決定した。その結果、Qは、グラファイト構造をしていること、またその結晶サイ

ズなどについて情報を得た。これらの結果については、論文を作成して投稿中である。（３）普通

コンドライトのHamlet(LL4), Saratov(L4), NWA869(L4-6)について、酸処理を行い、化学残渣を用意

し、希ガスの元素存在度と同位体比を測定していたのが終了した。SaratovのXe-Q、Ar-Qには、熱変

成を受けたことによる同位体比の変動は確認されなかったが、Ne-Qの同位体比が変動していること、

また、Qガスの損失は、元素比間ではフラクショネーションが起こっており、重い希ガスについて、

その存在度には影響があるが、同位体比には影響がないことなどがわかった。（４）アルゴンの測

定法に関して、いくつかの試みを行い、すべての同位体に同じコレクターを使った方が精度が上が

ることがわかった。これについて論文にした。（５）年代測定における同位体測定と年代について

の誤差に関して、ある種のパラドックスがあることを見つけ、これも論文にした。    
 
２．自然環境における非磁性物資の磁場配向特性研究 

 固体の磁気的作用に関する研究は、自発磁化を有する一部の物質に集中し、物質の大多数を占め

る反磁性体の効果が検討される事はほとんどなかった。反磁性磁化率の異方性ΔχDIAの集積が進め

ば、固体物質全体が磁性材料としての潜在能力をもつ事が明確となる。そこで、従来にない高感度

でΔχDIAを検出することを目指して、微小重力中に浮遊させた反磁性結晶の磁気回転振動の観測を

行った。感度向上のためには、限られた均一磁場空間に浮遊試料を長時間にわたって滞在させる手

法を確立することで、長い周期測定を実現する必要がある。その実現のため、10－5レベルの高い均

一度をもつ磁石を新規に設計し導入した。その結果、試料は微小重力開始直後から終了時まで磁場

中心に滞在し、ΔχDIA＝5ｘ10－10emu/gの感度を得た。この値はこれまで報告されたΔχ値の中で最

小のものである。従来の微小重力実験では磁場均一度が低かったため、試料は磁場中心か離脱して

しまい、1.5 秒より長い周期を測定することができなかった。このため感度は、既存の 10－9emu/gレ
ベルに留まっていた。10－10emu/gレベルの文献値をもつ物質は存在しないため、感度の検証に用い

た標準試料のΔχ値が、異方性測定以外の方法によって保障される必要がある。そこで質量の異な

る３個の直方体単結晶を組み合わせて立方体の標準試料を作成する手法を開発した。本プロジェク

トで達成された感度によって、未測定のΔχDIAの検出が可能となり、異方性の起源に関するモデル

の検証が進む。このモデルによるとウルツ鉱型、ペロブスカイト型あるいはNaCl型等など対称性の

高い結晶では ΔχDIAが非常に微弱か、あるいは全く発生せず、これまで磁場配向の可能性が検討
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されることはなかった。しかし予備的な測定の結果、上記の物質もごく微弱ながら有意のΔχDIA

値をもつ可能性が見出された。今後本研究では達成された感度を利用して、これらの物質について

正確なΔχDIA値を検出し、その発生機構を解明する。 
 
３．軽元素の同位体研究 

月表土試料に打ち込まれた太陽風中の酸素同位体を決定する研究を行っている。この仕事に関す

る第１報（Hashizume & Chaussidon, Nature, 2005）以後に、他グループにより我々の報告とは異なる

酸素同位体成分が月表土試料中に報告され（Ireland et al., Nature, 2006）、しばらくの間、太陽風成分

に関する相矛盾する両報告が並立する未決着の状況が続いていた。我々は昨年度において月試料の

追加分析を行い、両報告の酸素成分を２つとも再現した上で、Ireland et al. (2006)で報告された成分

の濃度が同じ月試料中の太陽風起源希ガス濃度から期待される太陽風酸素濃度より１桁高い事を発

見し、彼らの報告した成分が太陽風起源ではない事を示した。また、2008 年３月に開催された第 39
回月惑星科学会議では、太陽風捕集を目的に太陽を周回した Genesis ミッションにより地球に持ち

帰られた太陽風被照射基板の酸素同位体分析の第１報がなされた (McKeegan et al., 2008)。彼らが報

告した同位体組成は Hashizume & Chaussidon (2005)の結果と誤差の範囲で一致した。 
始生代(約 25～40 億年前)の堆積岩を用い、バイオマーカである窒素同位体組成を分析することに

より原始地球の表層環境を探った。本年度、25-35 億年前に堆積したインド産チャート・縞状鉄鉱

床堆積岩の分析を進めた。数ミリ厚の縞を分離し、層毎の窒素・アルゴン・鉄同位体組成、炭素・

水素（水）元素組成を系統的に分析した。層毎の分析結果を比較したところ、興味深いことに、窒

素同位体比組成、鉄同位体比組成、放射壊変起源40Ar 量、および、窒素・炭素元素比などの間で相

関が見られた。これらは縞状鉄鉱床の形成環境または形成過程を反映した共変動ではないかと考え、

現在、詳細な解釈・検証を進めている。 
 
４．地球物質の希ガス同位体研究 
 昨年度に試料採取を行ったオーストラリア東北部の橄欖岩試料の希ガス同位体分析を終了した。

その結果、橄欖岩試料に代表されるオーストラリア東北部下のマントルは、他地域で特徴的に見ら

れる特徴を有しておらず、比較的最近にアセノスフェアからの流体の寄与を強く受けていることが

明らかになった。この結果についての論文が現在国際誌にて査読中である。さらに研究対象を広げ

る為にオーストラリア南東端に位置し、過去にマントルプルームの存在が示唆されている地域とも

隣接するタスマニア島での火山岩試料の採取も行った。また、固体中での希ガスの局所構造解析に

ついても、ガス圧式高圧装置にて新たに希ガス濃集ガラスを作成し、その希ガス濃度の分析など基

礎データの収集を行った。今後、放射光を用いた構造解析等を行う予定である。また、以前我々が

サンプリングを行った海南島産の天然ガラス様試料について希ガス分析を行い、それらがテクタイ

トに特有の特徴を持つことが明らかになった。含水量測定などの結果と併せてミョンノン型と呼ば

れる特殊なテクタイトに分類された。 
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徳永研究室 
  
 地球の環境やその変化を考える上で、生命は無視することのできない存在である。地球環境は生

命に大きな影響を与えてきたし、逆に、生命は地球の環境を変化させてきた。地球上に存在する生

命にとって、太陽光は最も重要な環境要因の１つで、エネルギー源や情報源として、現存の生物に

積極的に利用されている。本研究グループは、光を中心とした電磁波と生命の関係を分子レベルで

調べるとともに、極限状態での生物や生体分子の挙動を調べている。 
 
１．DNA とタンパク質の相互作用の可視化 

 本研究では、網膜再生過程で働く bHLH 型 DNA 結合タンパク質（HEB と ND4）をコードする遺伝子

を用い、大腸菌でこれらの組換えタンパク質を作成した。平成１９年度は、HEB と緑色蛍光タンパ

ク質（GFP）との融合タンパク質（HEB-GFP）を作成し、それらの DNA への結合を蛍光スペクトル変

化により観測した。その結果、大腸菌で発現させた HEB および HEB-GFP は、元のタンパク質と同様、

２量体を形成して DNA の E-box と呼ばれる配列を持つオリゴヌクレオチド（Ｅオリゴ）に特異的に

結合することが示された。ND4 は HEB とヘテロ二量体を形成してＥオリゴに結合した。さらに、

HEB-GFP のＥオリゴへの結合をリアルタイムで観察した結果、その HEB-GFP/Ｅオリゴ複合体形成過

程が二次反応であることが明らかになった。また、その DNA への結合の時定数は、温度とともに減

少した。さらに、全反射顕微鏡を用いて HEB１分子観測のための DNA 固相化条件の改良を行った。 

 

２．視覚の進化と地球環境 
 生物が持つ遺伝子は、長い時間の間に確率的に生じる突然変異が蓄積し、それぞれの遺伝子に生

じる分子レベルでの進化は、生物自身の進化や生理機能の進化につながっていくとされている。平

成１９年度は、視覚の違いをイメージしやすくするために、いくつかの動物がどのようにものを見

ているかについて、分解能と色感受性の観点からシミュレーションを行った。これらの解析を行う

ことで、動物の光感覚（視覚）の進化を議論した。 
 
３．初期の網膜組織形成の分子機構の解明 

 これまでの研究から Hematopoietic- and neurologic-expressed sequence 1 (Hn1)という機能未

知遺伝子の活性がイモリの網膜除去後に急増していること、また、網膜発生および再生過程で網膜

が構築されるに伴って、Hn1 遺伝子が規定するタンパク質（HN1 タンパク質）の細胞内分布が、変化

することが見出された。我々は網膜の発生と再生に HN1 タンパク質がどう働くかについて、特に相

互作用する分子の探索を中心に、解明を目指している。 

 HN1 タンパク質は、他の多くの脊椎動物、無脊椎動物のゲノムに相同な遺伝子が保持されている。

その中のショウジョウバエの持つタンパク質 Jupiter は細胞骨格タンパク質チューブリンと結合す

ることが他グループによって示された。そこで、我々は発生過程および再生過程のイモリ網膜に対

して、免疫組織化学的手法で HN1 タンパク質とチューブリンタンパク質の存在部位を調べた。その

結果、これら 2 種のタンパク質は、網膜構築過程の多くの部分で同じ細胞内分布をしていることが

明らかになった。このことはショウジョウバエで示唆されているように、HN1 タンパク質がチュー

ブリンに結合してその動態を制御している可能性を示している。今後、これらのタンパク質が実際

に結合しうるかを詳細に検討する。また、HN1 タンパク質の細胞内分布を網膜以外でも検討するた

めに、マウス腎臓由来 COS7 細胞への遺伝子導入を行い、一部の細胞でイモリの HN1 タンパク質が発
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現していることを確認した。この細胞を用いて、HN1 タンパク質の細胞内分布がどのように制御さ

れるかを解析した。 

 

４. ESR 法を用いた生体高分子ラジカルの安定性の研究 
メラニン、リグニン等、考古学的にも重要な高分子試料中のラジカルとその特異環境下における

超短期の安定性について調べた。特に紫外線下、真空、高温下およびその複合した環境においてラ

ジカル生成速度や変性度が¥変化することを見いだし、その評価を行った。このほか、DNA 等の宇

宙空間および惑星科学的衝撃における安定性の評価のための実験的研究を進めた。 
 
５. 環境電磁場の計測 

環境電磁場の計測に当たって必要な電場および磁場センサとネットワーク化のためのシステム開

発を行っている。特に磁気インピーダンス効果を用いるＭＩセンサは超小型でかつ高感度であるこ

とからこれに注目し、3 方向動磁場（ＤＣ-10 kHz）で地磁気レベルから 10 pT を計測する回路基

板を試作し、実用的レベルにあることを確認した。付随して生体高分子を使用するセンサー開発の

ための調査研究を行った。 
 
６. 電磁気地震学 

地震断層運動およびその前兆的電磁気現象、断層運動に付随する coseismic な電磁気現象の解明

のための研究を行った。将来的な電磁気観測法に必要なデーターを得るための検討、および実験室

においては、断層面の摩擦係数の測定、あるいは、原子間力顕微鏡を用いたナノスケールにおける

電磁場圧電現象におよぼす含水率依存誘電率効果を実験的に調べた。 
 
７. コヒーレント白色光 

テラワット級フェムト秒レーザーの非線形効果を利用して、紫外域から赤外域に渡るコヒーレン

ト白色光を生成させることができる。これを用いた多波長同時の偏光解消後方散乱レーザーレーダ

ーを製作・運用した。過去に行った多波長同時散乱分光計測の成功に引き続いて以下を達成した。 
地上から大気中に照射した直線偏光のコヒーレント白色光ビームを用いて、3 波長同時の偏光解消

度の計測を世界で初めて成功に導き、雲粒子、エアロゾル粒子に対して測定を実施し、その有効性

を実証した。特に、後方散乱光の偏光解消度の波長依存性について、計算機シミュレーションとの

比較を行い、粒径および粒子の形状（球形からのずれ）が観測結果に反映されることを示し、結果

として大気中に浮遊する氷粒子の粒径および粒子形状に関する簡便な計測がコヒーレント白色光の

偏光解消度の波長依存性に基づいて可能であることを明らかにした。今後は、有機物などを対象と

してコヒーレント白色光による地球大気環境の計測の進展が期待できる。 
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土`山研究室 
  
 当グループでは、地球を始めとする惑星の成り立ちとそこでの諸現象について、物質科学を基に

した実験的アプローチから研究をすすめている。具体的には、隕石や宇宙塵の成因と原始太陽系に

おける物質の分化、月惑星（彗星）探査、マグマの固結や発泡現象、地球表層環境を特徴づける地

形の成因解明、深海底試料からみる海底地質学・資源物質学、地球･惑星内部での高温高圧物質科学

（圧力誘起構造相転移など）についての研究である。 
 
１．惑星科学・宇宙科学の研究 

1.1 始原的隕石および関連物質に関する研究 

 炭素質コンドライト隕石にみられる水質変成の模擬実験として、太陽系の最も始原的な材料物質

である非晶質珪酸塩に注目し、これを出発物質として実験をおこなった。これにより、かんらん石、

含水珪酸塩（サポナイト・サーペンティン）、炭酸塩（方解石）の生成・消滅に関して TTT 図を作

成し、CM コンドライトの鉱物組み合わせを得ることができた。 
 コンドライト隕石に特徴的に含まれるコンドリュールには、少量の空隙が普遍的に存在している。

コンドリュール形成が行われたと想定される低圧下で、鉱物粒子集合体の加熱実験をおこない、空

隙の再現を試みたところ、揮発成分を含まないにもかかわらず発泡が断続的におこることがわかっ

た。また、複合コンドリュールの３次元構造などの研究もおこなった。 
1.2 宇宙塵（微隕石・惑星間塵）および関連物質に関する研究 

SPring-8において、地球に落下する宇宙塵のX線CT撮影をおこない、その 3次元構造を求めた。

回転半径（空隙率と関連）とフラクタル次元の相関を求め、モデル宇宙塵を用いたシミュレーショ

ン結果と比較したところ、両者は一連のトレンドをもつことがわかった。 
Stardust 計画により回収された彗星塵サンプルについて、シリカエアロジェル中の衝突トラックと

それに含まれる彗星塵粒子の 3 次元構造や化学組成、鉱物組成を、SPring-8 および KEK において

求めた。トラック入口サイズと Fe 量より、突入粒子のサイズなどを推定できることを示した。個々

の結晶質粒子の SEM 観察と酸素同位体分析をおこない、彗星塵にコンドリュールが存在している

ことを世界で初めて見出した。 
1.3  宇宙塵（星周塵・星間塵）および関連物質に関する分光学的研究 

観測天文学によって得られたデータと実験室分光によって得られた測定値を付き合わせることに

よって、星周塵の物理化学特性を推測するための研究を行っている。 星周塵の化学組成は、大ま

かには太陽組成が仮定されるべきであるにもかかわらず、観測から示唆される星周の結晶質シリケ

イトは、極めてマグネシウムに偏った化学組成であることが知られている。そこで、ゾルゲル法や

RF プラズマ法などを用いて非晶質シリケイトを合成し、それらを段階的に加熱することによって結

晶化を促し、その過程で結晶構造や化学組成の変化がどのように起こるのかを、主に赤外線分光法

を用いて解析した。 その結果、鉄とマグネシウムを両方含んだ非晶質シリケイトを結晶化させた

場合には、結晶相にマグネシウムが、非晶質相に鉄がより多く分配されることが解った。更に、結

晶化過程において、微小結晶の形状が異方性を伴った結晶成長の効果を反映している可能性がある

こともわかってきた。 これらは結晶質星周塵の描像や形成・進化のプロセスにおいて新たな示唆

を与えるものである。 
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1.4 月探査に関する研究 
 日本の月探査周回衛星「かぐや」が 2007 年 9 月 14 日に打ち上げられた。本研究グループは、月

撮像分光カメラの運用を分担しており、撮影された画像の解析を開始した。本研究グループで開発

した地上用の月面画像分光望遠鏡 ALIS で 2005 年度に行った、多機関共同月分光観測ハレアカラ遠

征計画によって得られたデータを解析することにより、月面の溶岩中の鉄・マグネシウム比に起因

する分光吸収帯のシフトを検出し、｢かぐや｣の分光カメラが重点観測すべき場所を選定した。それ

ら候補地のデータ収集・解析を続けている。また、次期月着陸探査 SELENE-2 用の眺望分光カメラ

の設計を行い、搭載観測装置として提案するとともに、JAXA と共同で地上試作モデルを製作した。 
 
２．地球科学の研究 

2.1 ジャーマネートガラス及び融体の圧力誘起構造転移の研究 
高温高圧下でのX線吸収実験（SPring-8 利用）により液体の圧力誘起局所構造変化を調べた。GeO2

メルト中での圧力誘起配位数変化を観測し、そのメカニズムを議論した。化学組成の違いが圧力誘

起配位数変化に与える影響を調べた。さらに、局所構造変化とそれに伴うであろう物性変化の相関

を調べるために、X線ラジオグラフィーによる密度測定や粘性率測定を試みている。 

2.2 液体鉄と軽元素の反応に関する研究 
液体鉄を主成分とする外核に含まれるとされる軽元素の種類と組成について知見を得るため、高

温高圧下での液体鉄と軽元素の反応を調べる実験を行った。また、コアの主成分である鉄の高温高

圧下での弾性的性質を解明するため、放射光とダイヤモンドアンビルセルを組み合わせた、高圧下

での X 線吸収実験ならびに非弾性散乱実験を試みている。 

2.3 火山ガラスの発泡と火山爆発機構に関する研究 
火山爆発の素過程を理解するために、含水火山ガラスの加熱発泡実験や模擬物質による脱ガス実

験をおこない、連結した泡の発泡と脱ガスの時間発展をその場観察した。観察結果の解析と計算機

シミュレーションによって、気泡集合体の泡膜からの脱ガス過程において、周辺環境ガスの流入に

よって脱ガスが促進されるという、従来知られていない脱ガスモードが存在する可能性を指摘した。 
2.4 ガスハイドレートに包接されたラジカル種の観察と分解メカニズムの研究 
 ガスハイドレート中に含まれる微量な放射線誘起ラジカルとその後の反応生成物を調べること

により，ガスハイドレート内部での水素原子移動モデルの提案やガスハイドレートの分解時におけ

る水分子（水素結合）の役割について議論を行った．また，生成物としてはラジカルの二量化反応

によるものの他，ヒドロキシラジカルとの結合により生じたアルコール類の検出にも成功した． 
2.5 氷床コア中の微量不純物の非破壊計測に向けた研究 
 氷床コア中に含まれる不純物である塩は新たな環境指標として注目されているが，溶解して検出

する従来のイオンクロマト分析ではもとの存在形態が分からなくなってしまう．そこで，高感度検

出が可能な光子計数法を利用した非破壊計測の可能性を追求するため，冷凍庫内で計測できる装置

の開発を行った．氷床コアからの熱ルミネッセンスを計測し，その発光パターンから硫酸ナトリウ

ム十水和物が含まれている可能性を指摘した． 
2.6 バルハンの形成・変形の研究 
 水槽実験により、バルハン砂丘の形成や変形の再現実験をおこない、2 方向流の角度変化により

どのような変形バルハン地形が生成されるかを明らかにし、バルハン形成を総合的に理解しようと

している。 
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３．装置開発など 

3.1 放射光を用いたマイクロ X 線 CT システムの開発 
１μm 以下の超高分解空間分解能で X 線 CT 像を得るために、SPring-8 において結像型 X 線マイ

クロ CT システムの開発を SPring-8、産総研と共同でおこなっている。サブミクロンの空間分解能

をもつ結像型ＣＴ撮影が恒常的に得られている。我々のグループで独自に開発した３次元画像解析

ソフトウェア SLICE のバージョンアップをおこなった。 
3.2  SiC-Diamond アンビルの開発 

龍谷大学との共同研究により、SiC-Diamond アンビルの HIP 合成を試み、従来の焼結ダイヤ

モンドアンビル並みの強度を持つ焼結体の合成に成功した。昨年度までに 15ｍｍ角のアンビル

を用いて、20GPa・2000K の高温高圧条件下でのＸ線回折実験をルーチン化したが、26mm 角の超

大型アンビルの作製に成功し、これを用いた高圧発生を行った。さらに、これらの X 線に対し

て透明なアンビルを用いて、Ｘ線ラジオグラフィーによる密度測定や粘性率測定の実験技術の

確立を進めている。 

3.3 J-PARC での高圧中性子回折実験 

J-PARC に高圧中性子ビームラインを導入するため、KEK-KENS での予備実験を含めて、中性子

実験に適した高圧装置の開発を進めている。 

3.4 損失影響を考慮した野外調査用無線操縦飛行機の開発 
 火山活動や、震災等の被災地を空中から調査観測するための無線操縦飛行機 SKY-1 が完成した。

この観測機は、黒色の発泡ポリプロピレンを使用しており、また、電動ダクテッドファンというプ

ロペラ内蔵推進装置を採用することで、墜落しても、人に怪我を負わさず、火山地形等の景観を破

壊せず、また安価なために研究費用の損失も抑えられるという、道具としての完成度を追求したも

のである。電送ビデオカメラ、ＧＰＳ、硫化水素ガスセンサなど、合計 300g までの観測装置を搭載

した状態での飛行運用や、手投げ離陸、ハンドキャッチによる回収にも成功し、火山等で運用する

準備が整った。 
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日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
 
飯田洋祐, 土`山明, 門野敏彦, 中村智樹,  坂本佳奈子, 嘉数勇基, 中野司, 上杉健太朗 
スターダストによる彗星塵衝突痕における突入粒子推定の試み 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演, 2007 年 9 月 25 日～27 日, 高知大学, 高知 
 
飯田洋祐, 土`山明, 門野敏彦, 中村智樹,  坂本佳奈子, 嘉数勇基, 中野司, 上杉健太朗 
スターダストによる彗星塵衝突痕における突入粒子推定の試み 
特定領域研究「太陽系外惑星科学の展開」ダスト班研究会 2007, 2007 年 11 月 8 日～10 日, 北海道大

学,北海道 
 
飯田洋祐, 土`山明, 門野敏彦, 中村智樹,  坂本佳奈子, 嘉数勇基, 中野司, 上杉健太朗 
スターダストサンプルにおける彗星塵衝突トラックの 3 次元構造 
2008 年地球外起源固体微粒子に関する総合研究, 2008 年 3 月 28 日, 東京大学宇宙線研究所, 千葉 
 
幾世宏志，佐伯和人，土`山明，中野司，上杉健太朗，奥村聡 
含水玄武岩質ガラスと黒曜石中の独立気泡成長過程の比較 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会，2007 年 5 月 19 日～24 日，幕張メッセ，千葉 
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今井悠太, 小池千代枝, 茅原弘毅, 村田敬介, 周藤浩士, 青木大空, 土`山明, 
赤外吸収スペクトルに対するシリケイト微粒子の形状及び結晶格子歪の影響, 
第 26 回 Grain Formation Workshop, 2007 年 12 月, 
天文学教育研究センター,東京 
 
今井悠太, 小池千代枝, 茅原弘毅, 村田敬介, 周藤浩士, 青木大空, 土`山明, 
赤外吸収スペクトルに対するシリケイト微粒子の形状及び結晶格子歪の影響, 
特定領域研究「系外惑星」ダスト班第四回研究会, 2008 年 1 月, 
渓流荘, 北海道 
 
今井悠太, 小池千代枝, 茅原弘毅, 村田敬介, 周藤浩士, 青木大空, 
オリビン微粒子の赤外吸収スペクトルにおける粒子形状及び格子歪みの影響, 
日本天文学会春季大会, 2008 年 3 月, 
国立オリンピック記念青少年総合センター, 東京 
 
今井悠太, 小池千代枝, 茅原弘毅, 村田敬介, 土`山明, 
ボールミル粉砕によるシリケイトサブミクロン粒子の作成とその赤外吸収特性, 
日本惑星科学会秋季講演会, 2007 年 9 月,高知大学, 高知 
 
上椙真之, 関谷実, 中村智樹, 佐伯和人, 土′山明 
鉄粒子の放出によるコンドリュールの親鉄性元素の欠乏の可能性 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会，2007 年 9 月 25 日～27 日, 高知大学，高知 
 
大高理，岡本竜志, 舟越賢一, 下埜勝 
HIP 合成した Diamond/SiC アンビルを用いた高温高圧発生 
第 48 回高圧討論会, 2007 年 11 月 22 日, 倉吉 
 
大高理, 下埜勝 
HIP 合成したダイヤモンド・SiC アンビルを用いた高温高圧発生 
フォトン・ファクトリー研究会「放射光高圧研究における実験技術の新展開」,2007 年 11 月 8 日, つ
くば 
 
大高理, 下埜勝 
Diamond/SiC 複合体の HIP 合成と超高圧アンビルへの応用 
日本材料学会、極限環境フォーラム「極限環境を利用した材料の創成と物性」 
2007 年 5 月 19 日、名古屋 
 
奥野英晶, 佐伯和人, 川邊聖司, 長澤健一 
地上観測による 1250nm と 1550nm の月面測光補正関数の推定 
～月周回衛星かぐや(SELENE)搭載のマルチバンドイメージャーのデータ解析に向けて～ 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会，2007 年 9 月 25 日～27 日, 高知大学，高知 
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奥村聡，中村美千彦，土`山明，中野司，上杉健太朗 
気泡を含む流紋岩メルトの剪断変形実験：気泡連結度の進化 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
 
小田島庸浩，小澤一仁，土`山明，中野司，永原裕子，阿部雄一 
CT によるかんらん岩中のメソスケール 3 次元鉱物分布 
日本鉱物科学会年会, 2007 年 9 月 21-24 日 

 

小田島庸浩，森下知晃，小澤一仁，永原裕子，土`山明， 長島僚子 
Internal structure of two-pyroxene spinel symplectites: EBSD study on Horoman peridotites and its 
implication in mantle processes. 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
 
川邊聖司, 佐伯和人 
クレメンタイン UVVIS 画像を用いた月地殻内部構造の推定 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会，2007 年 9 月 25 日～27 日, 高知大学，高知 
 
小池千代枝、今井悠太、茅原弘毅、村田敬介、周藤浩士、寒川尚人 
フォルステライト微粒子の赤外吸収における形状効果 
系外惑星ダスト研究会, Jan. 10-12, 2008, 札幌定山渓 
 
小池千代枝 
赤外線吸収におけるフォルステライト微粒子の形状および格子歪みの影響 
第 26 回 Grain Formation Workshop, Dec. 21－22, 2007, 東大天文学教育研究センター 
 
小池千代枝 
Olivine 微粒子の赤外吸収――形状および格子歪みの与える影響 
特定領域研究「太陽系外惑星科学の展開」第四回大研究会、2008.3.3-5. 東京大学本郷キャンパス内・

小柴ホール 
 
佐伯和人 
ALIS プロジェクト月反射率公開データの使用方法と活用方法 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会，2007 年 9 月 25 日～27 日, 高知大学，高知 
 
佐伯和人 
野外調査道具としての無人観測機の活用 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日,幕張メッセ, 千葉 
 
佐伯和人, 奥野英晶 
セレーネの科学研究を支援するための二種類の地上画像分光望遠鏡の活用 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日,幕張メッセ, 千葉 
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高倉崇，村田敬介，茅原弘毅，小池千代枝，土`山明 
"非晶質シリケイトの加熱結晶化に伴う非晶質-結晶質間の Fe-Mg 分配" 
日本天文学会 2008 年春季年会, P34a, Mar. 26 2008, 国立オリンピック記念青少年総合センター 
 
高倉崇，村田敬介、茅原弘毅、小池千代枝、土`山明 
"鉄を含んだ太陽系組成をした非晶質シリケイトの加熱結晶化実験： オリビン－非晶質シリケイト

間の Fe/Mg 分配" 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会, Sept. 25-26, 2007，高知大学 
 
高倉崇，村田敬介，茅原弘毅，小池千代枝，土`山明 
"MgO-SiO2-FeO系非晶質シリケイトの結晶化と元素分配：星周塵の結晶質シリケイトがMgリッチ

なのはなぜか？" 
系外惑星ダスト研究会, Jan. 11, 2008,  札幌定山渓 
 
谷篤史，水野準一，櫻井俊光，堀川信一郎，堀彰，本堂武夫， V.Y. Lipenkov 
南極氷床コア中の塩微粒子検出を目指したルミネッセンス計測装置の開発とその可能性（A）光ル

ミネッセンス法による検討 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会，2007 年 5 月，千葉 
 
谷篤史，水野準一，櫻井俊光，堀彰，本堂武夫， V.Y. Lipenkov，池田稔治 
氷床コアに含まれる可能性のある塩の低温光ルミネッセンス特性について 
雪氷研究大会（2007・富山），2007 年 9 月，富山 
 
谷篤史，村山達郎，大塚高弘，石川謙二，竹家啓，中嶋悟 
メタンハイドレート中に生成するラジカル種とその反応について 
第 1 回分子科学討論会，2007 年 9 月，仙台 
 
谷篤史，木谷晋輔，竹家啓，菅原武，大垣一成，大塚高弘，中嶋悟 
二酸化炭素とメタンの混合ハイドレートに生成するラジカル種とその反応 
第 24 回 ESR 応用計測研究会，2007 年 3 月，奈良 
 
谷篤史，北野勝久，溝谷浩平，浜口智志 
大気圧低温プラズマを用いた液中プラズマプロセスにおける生成ラジカル 
第 24 回 ESR 応用計測研究会，2007 年 3 月，奈良 
 
谷篤史，北野勝久，溝谷浩平，浜口智志 
液中プラズマプロセスにおける液中ラジカルの電子スピン共鳴(ESR)法による診断 
第 55 回応用物理学関係連合講演会，2007 年 3 月，千葉 
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茅原弘毅 
室内実験から探るダストの物理化学状態 
第 2 回 「銀河のダスト」研究会、 
2007 年 10 月、名古屋大学高等研究院、名古屋市 
 
茅原弘毅、村田敬介、高倉崇、小池千代枝 
Preliminary reports on infrared spectroscopy of amorphous silicates 
第 26 回 Grain Formation Workshop 
2007 年 12 月、東京大学天文学教育研究センター、三鷹市 
 
茅原弘毅、村田敬介、高倉崇、小池千代枝 
フリーズドライ製法を用いたシリケイト合成の試み 
科研費特定「系外惑星」ダスト班 第４回研究会 
2008 年１月、札幌市職員共済組合定山渓保養所、札幌市 
 
茅原弘毅、小池千代枝、今井悠太 
赤外スペクトルのピーク挙動を決めるダストのパラメータについて 
特定領域研究「太陽系外惑星科学の展開」第４回大研究会 
2008 年 3 月、東京大学小柴記念ホール、東京 
 
土`山明，飯田洋祐，岡崎隆秀，中村智樹，城後香里，坂本佳奈子，嘉数勇基，門野敏彦，上杉健太

朗，中野司，野口高明 

放射光を用いたスターダストトラックの研究：突入彗星塵粒子の推定 

日本鉱物科学会年会, 2007 年 9 月 21-24 日 

 
土`山明，中村智樹，岡崎隆秀，上杉健太朗，中野司，赤木剛，飯田洋祐，城後香里，鈴木芳生 
スターダスト衝撃トラックの３次元構造と元素分布：揮発性成分の推定 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 

 
土`山明，佐伯和人，幾世宏志，中野司，奥村聡，上杉健太朗 
含水玄武岩ガラスの加熱実験における特異な脱水様式：発泡組織の３次元構造とその時間発展 

日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 

 

土`山明，飯田洋祐，中村智樹，門野敏彦，上杉健太朗，中野司 
Keiko Nakamura Messenger，Mike Zolensky 
特異な形状をもつスターダスト衝突トラックについて 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会, 2007 年 9 月 25 日～28 日, 高知大学, 高知 
 
長島僚子，小田島庸浩，森下知晃，小澤一仁，永原裕子，土`山明，中野司，上杉健太朗 
幌満かんらん岩体中に産するシンプレクタイト構成鉱物の結晶方位 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
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中村智樹，土`山明，赤木剛，上杉健太朗，中野司，野口高明 
Mineralogy and internal structures of individual Stardust particles. 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
 
野口遼, 村田敬介, 土`山明, 中村智樹, 茅原弘毅, 野口高明 
太陽系始原物質としての非晶質ケイ酸塩の水質変成実験:コンドライト隕石中の鉱物との比較 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会, 2007 年 9 月 25 日～27 日,高知 
 
野口遼, 村田敬介, 土`山明, 茅原弘毅, 野口高明, 中村智樹 
非晶質ケイ酸塩の水質変成実験 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, May 24, 2007, 幕張メッセ 
 
野口遼 
太陽系始原物質としての非晶質ケイ酸塩の水質変成実験 
大阪大学 21 世紀 COE 若手秋の学校,Oct,2007, 蒜山 
 
平田成, 浅田智朗, 出村裕英, 春山純一, 大竹真紀子, 松永恒雄, 佐伯和人, 杉原孝充, 佐々木晶, 会
津大月惑星科学グループ, LISM グループ 
リモートセンシングデータによる月クレーター形成過程の理解 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
 
水野準一、谷篤史、櫻井俊光、堀川信一郎、堀彰、本堂武夫、V.Y. Lipenkov 
南極氷床コア中の塩微粒子検出を目指したルミネッセンス計測装置の開発とその可能性（B）熱ル

ミネッセンス法による検討 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会  
2007 年 5 月 19 日～24 日, 幕張メッセ, 千葉 
 
水野準一、谷篤史、櫻井俊光、堀川信一郎、堀彰、本堂武夫、V.Y. Lipenkov、池田稔治 
塩の低温熱ルミネッセンスによる氷床コア解析へのアプローチ 
2007 年度日本雪氷学会全国大会 
2007 年 9 月 25 日～29 日、富山大学、富山 
 
水野準一、谷篤史、櫻井俊光、堀川信一郎、堀彰、本堂武夫、V.Y. Lipenkov、池田稔治 
塩の低温ルミネッセンスによる氷床コア解析へのアプローチ 
ESR 応用計測、ルミネッセンス年代測定学研究会 
2008 年 2 月 29 日～3 月 2 日、奈良女子大学、奈良 
 
村田和樹，岡崎隆秀，土`山明，野口高明，中村智樹，中野司，上杉健太朗，和田浩二，木村宏，遠

藤徳孝 
Ｘ線マイクロトモグラフィーを用いた微隕石の３次元内部空隙構造とフラクタル次元の研究 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会, 2007 年 9 月 25 日～28 日, 高知大学, 高知 
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村田敬介，茅原弘毅，高倉崇，小池千代枝，土`山明 
"シリケイトの異方的な結晶化が赤外線吸収スペクトルに与える影響" 
日本惑星科学会 2007 年秋季講演会，Sept. 25-26, 2007，高知大学 
 
村田敬介，茅原弘毅，高倉崇，小池千代枝，土`山明 
"シリケイトの赤外吸収ピークに顕れる結晶化プロセスに伴う異方性の効果" 
"Effect of anisotropic crystallization on the IR absorption spectra of silicates" 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, P137-018, 幕張メッセ, May 24, 2007 
 
村田敬介，茅原弘毅，高倉崇，小池千代枝，土`山明 
"MgO-SiO2系の非晶質シリケイトの結晶化実験" 
系外惑星ダスト研究会, Jan. 11, 2008, 札幌定山渓 
 
村田敬介，茅原弘毅，高倉崇，小池千代枝，土`山明 
"MgO-SiO2系の非晶質シリケイトの結晶化実験" 
第 26 回 Grain Formation Workshop, Dec. 21, 2007,  天文学教育研究センター 
 
K. Murata, H. Chihara, A. Tsuchiyama, C. Koike, T. Takakura, T. Noguchi, T. Nakamura 
"Experimental study on circumstellar crystalline silicates formed by annealing of amorphous 
precursors" 
Kobe International School of Planetary Science 2007, Hyogo, Japan, July 16-20, 2007 
 
村山達郎，大塚高弘，谷篤史，中嶋悟 
メタンハイドレート中の微量メタノールの検出 
雪氷研究大会（2007・富山），2007 年 9 月，富山 
 
山根郁子，森田孝広，山原弘，村田和樹，土`山明 
X 線 CT 法による三次元構造観察を応用した造粒顆粒空隙率の新規解析法の開発  
日本薬学会第 128 年会，2008 年 3 月 26-28 日，パシフィコ横浜，横浜 
 
山野井勇太, 佐伯和人, 中嶋悟 
酸素分圧制御下での玄武岩質スコリアの色変化について 
日本地球惑星科学連合 2007 年大会, 2007 年 5 月 19 日～24 日,幕張メッセ, 千葉 
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中嶋研究室 
 
 当研究室は 2005 年 1 月より発足し，2005 年 4 月に横山助教が，2006 年 10 月に廣野准教授が着任

した。また 2006 年 4 月から桂助教も一緒に活動している． 

地球や惑星の主として表層で起きている動的な過程（火山・地震活動、地殻変動、物質移動・反応・

循環、資源の集積、環境汚染、生命の起源と進化等）は、水、無機物質、有機物質、生物等が複雑

な相互作用を行っている結果である。そこで、水、溶存物質、無機・有機物等の性質及び岩石・水

相互作用、有機無機相互作用等を定量的に物理化学的に記述し、動的過程の機構と時間スケール等

を解明し、地球惑星表層環境変動の長期予測を行い、実在世界の総合自然科学を構築していく。 
 

１．惑星生命原材料物質科学 

宇宙塵や始原的隕石（コンドライト）中の有機物質の非破壊状態分析や加熱変化測定を行い、原

始地球にもたらされた惑星生命原材料物質の性質を調べた。南極宇宙塵中のグラファイト様物質の

顕微ラマン分光測定からは、これらが水質変成を受けていることが示唆された。また、炭素質コン

ドライト中の有機物と鉱物の分布を顕微赤外面分析によって調べ、脂肪族炭化水素が含水ケイ酸塩

鉱物に伴っている事が示唆された。 さらに、Tagish Lake 隕石中に発見された有機微粒子の生成を

模擬するアミノ酸水溶液の水熱実験を行い、岩石表面に有機微粒子が生成することを確認した。 

 

２．地球生命物質の起源と進化 

原始地球岩石中に残された微化石様有機物の顕微赤外面分析を行い、微化石様物質中に脂肪族炭

化水素などが残存していることがわかった。さらに、これら生命物質の宇宙・地球での化学進化過

程及び化石化過程を模擬する水熱実験等を行い、生命の起源と進化の実証的研究を行っている。特

に、これらの過程における有機無機相互作用の役割を検討し、新しい生命起源進化論の構築を試み

ている。 

 

３．地球内部の水の物性と地球ダイナミクス 

 地球内部の水の構造と性質は物質の粘性・強度や拡散の速さに大きく影響し、地球内部の動的過

程を支配している。特に岩石の変形において、結晶粒界に存在する流体のぬれと連結度は、それを

介しての物質移動（拡散や浸透）を大きく左右し、結果として岩石の変形速度や断層運動さらには

地震活動に大きな影響を及ぼしていると考えられている。阪神淡路大地震の野島断層コアや台湾集

集地震断層コア中の断層物質を詳細に分析し、摩擦加熱による物質の変化と流体の発生を検討した。

また、水の OH 伸縮赤外吸収帯の溶存陽イオンによる変化を測定するとともに、鉱物への水溶液の接

触角の測定を行い、表面粗さ、塩濃度などによるぬれ特性の変化を評価した。さらに、岩石の透水

特性を評価する試験機を製作した。 

 

４．火山噴火の機構と時間スケール 

 火山噴火において火道内外での揮発性物質（主に水）の挙動を定量的に把握するため、高温顕微

赤外分光法による様々な組成のガラスおよび代表的な含水鉱物である白雲母からの脱水その場観測

を行い、みかけの水の拡散係数等を決定した。一方、火山噴出物の色変化の初期過程を詳細に解析

するため、顕微可視高温その場観測装置を開発し、いくつかの鉱物の色変化機構を検討した。 
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５．岩石・水相互作用の実験的研究と地球資源環境予測科学 

岩石の風化・変質、金属・有機燃料資源の集積、土壌・水圏の重金属や有機汚染物質等における

環境汚染、ゴミ・産業・放射性廃棄物の処分場の長期安全性、CO2の地下貯留等に関わる岩石・水相

互作用の機構と速度を実験的に調べ、地球表層の物質移動・化学反応・物質循環の定量化と長期予

測を行う研究を継続した。今年度は，天然水圏に溶存する腐植物質と水酸化鉄鉱物の相互作用を実

験的に検討し，水酸化鉄鉱物表面での酸化還元反応によりCO2が迅速に生成することを見出した． 

 

６．物質変化その場観測法の開発と速度論・平衡論的記述 

上記のような地球表層動的過程のありのままの姿とその変化をその場観測する手法を開発し、 

水の関与する反応等を速度論的に追跡し、反応速度定数、活性化エネルギー、平衡定数、拡散係 

の基礎的な物理化学定数を求め、主に地球惑星表層における物質の変化機構・時間スケールを定量 

的に評価する研究を継続した。今年度は、顕微赤外分光法による原始生命化石の分子記録検出法を 

開発した。また、メタンハイドレート分解生成ガスを，長光路ガスセル赤外分光法で検出すること 

に成功した。 
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近藤研究室 
  
 本研究室は平成 18 年 10 月より発足し、平成 19 年 4 月より旧河原崎グループの谷口年史准教授

が加わり、また阪大レーザーエネルギー学研究センターより境家達弘助教が着任した。平成 19 年

度は初めて学部学生が配属されると共に、旧河原崎研の修士学生が合流し、分野を超えた議論が活

発に行われることになった。レーザー加熱ダイヤモンドアンビルセルと放射光を用いて地球惑星内

部環境の実現とその環境下におけるその場観察実験や物性測定を行う従来の研究手法に加えて、レ

ーザーエネルギー学研究センターとの共同研究の開始、及び低温下測定や磁化測定など物性物理の

実験手法を取り入れた地球内部に関する研究を行った。主な研究活動を以下に述べる。 
 
１． 地球惑星深部の構造と物性に関する研究 

1.1 マントル鉱物の磁性転移に関する研究 

 一般にマントルの主要鉱物は珪酸塩も酸化物も鉄を成分元素として含んでいるが、3d 遷移金属で

ある鉄はマントル内部条件での価数変化や磁性転移等、Mg 単成分の鉱物には見られない特徴をマ

ントルの鉱物に持たせていることが分かってきている。下部マントルの主要鉱物の一つである

（Mg,Fe）O に関してもネール転移や磁気崩壊など、高圧下で起こる様々な磁性転移がマントルの

ダイナミクスにまで影響することが示唆されており、ここでは(Mg,Fe)O のネール転移と組成依存

性に関して SQUID を用いた磁化測定により、転移点温度の変化を検出した。MgO 成分の増加と共

主に転移温度が減少することが明らかになり、今後は高圧下また高温下での測定技術の開発とマン

トルダイナミクスへの影響を議論していく。 
 
1.2 地球核中の水素に関する研究 
 地球核には質量の 1 割ほど軽元素が含まれると考えられているが、その候補の一つに水素がある。

核が現在の沈み込み帯からマントルに供給される水の貯蔵庫である可能性だけでなく、初期地球に

おける核形成でも水素が核に取り込まれる機構が考えられる。核を構成する遷移金属元素としては

鉄の他にニッケルが重要であり、これらの反応でも考慮する必要がある。鉄とニッケルでは高圧下

での水素に対する挙動が異なることから、実際の核に近いと考えられる組成の鉄-ニッケル合金と水

との反応関係を調べた。実験には KEK-PF でレーザー加熱ダイヤモンドアンビルセルを用いて高温

高圧下でのその場観察を行い、ニッケルを含む場合は酸化物を生成する反応境界が高圧側に大きく

移動する事が分かった。 
 
２．高強度レーザーを用いた惑星科学の研究 

 本年度より着任した境家助教の協力で、レーザーエネルギー学研究センターとの共同研究を開始

した。木星の理論的な内部構造や形成論の要請により従来からレーザー研で行われてきた水素の超

高圧下での状態方程式の取得実験を継続する一方で、衝撃圧縮下にある試料の X 線回折実験の可能

性を考えて新たに技術的開発を行った。X 線回折実験には高圧 X 線その場観察実験で圧力標準物質

として用いられている MgO に対して、高強度レーザーを用いた衝撃圧縮実験を繰り返し、数 nsec
の時間スケールで実現する圧縮状態と較正用信号として用いる圧縮前の二つの試料状態の回折像を

同一のイメージングプレートに記録することに成功した。今後、レーザー衝撃圧縮実験における融

解判定や高精度の状態方程式の取得に利用できる可能性を示唆した。 
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３．臨界現象・ホール効果・中性子散乱測定 

3.1 相転移現象としてのスピングラス 

 AuFe 合金に代表される希薄磁性合金は強磁性及び反強磁性が空間的にランダム配列する結果、

低温下で秩序相としてスピングラス相が出現することが知られている。スピングラス転移は二次相

転移であり臨界現象の振る舞いを研究する上で重要である。近年提唱されているカイラリティ機構

がスピングラスの転移のオーダーパラメータである可能性を検証すべく、AuMn 合金に関する磁化

とホール抵抗率の同時測定を行い、理論的研究と実験で得られた臨界指数が整合性を持っているこ

とを示した。また、カイラリティの寄与は異常ホール効果にも現れることが理論的に示されており、

実験的に観測量としてのカイラリティを検出できる可能性がある。これは系の DM 異方性の大きさ

に依存することが提唱されているため、過去に行われた研究よりもより DM 異方性が 0 に近い領域

を実現できる(Cu,Au)Mn 系試料のホール抵抗測定を行った。この結果、DM 異方性の存在下ではカ

イラリティ起源の異常ホール効果が出現しうることを示した。 
 
3.2 中性子磁気散乱で見る重い電子系の磁気秩序 

 重い電子系の磁気秩序に見られる「RKKY相互作用」と「近藤効果」の相反する効果は基底状態

の安定性に影響し、磁場や圧力の僅かな変化によって大きく物性を変える事が知られている。代表

的な重い電子系であるCeRu2Si2は反強磁性ゆらぎを持っており、何らかの摂動を加えることによっ

て磁気秩序の出現が期待される物質である。これまで元素置換による化学圧力を制御することによ

り、異なる磁気散乱ベクトルを持つ反強磁性相が出現することが報告されている。これらの反強磁

性相とフェルミ液体の競合が磁気相図にどのように現れるかは興味深く、Ce(Ru,Rh)2(Si,Ge)2系に

関する単結晶を用いた中性子散乱実験を行い、これまで報告されている二つの反強磁性相の磁気散

乱ベクトルを併せ持つ新たな相を発見した。 
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レースの元素分配〜マントル最下部の構造への適用 
 
澤田直輝, 大谷栄治, 近藤忠, 寺崎英紀, 宮原正明, 高温高圧下における金属鉄と下部マントル鉱物

間のニッケル、コバルト分配 
 
鎌田誠司, 大谷栄治, 近藤忠, 宮原正明, 境毅, 亀卦川卓美, 西嶋雅彦, Partitioning of potassium 

between Fe-S melt and magma at high pressure and temperature 
 
宮原正明, 境毅, 大谷栄治, 小林祐介, 鎌田誠司, 近藤忠, 西嶋雅彦, 長瀬敏郎, The FIB milling of 

LHDAC sample for TEM, EMPA and SEM analyses 
 
境家達弘，重森啓介，佐野孝好，生駒大洋，大谷一人，一之瀬大吾，尾崎典雅，木村友亮，塩屋俊

直，堀安範，中井光男，清水克哉，奥地拓生，岩本晃史，門野敏彦，兒玉了祐, 水素のレーザー

衝撃圧縮実験による巨大ガス惑星内部構造の研究 

 
○日本物理学会第 62 回年次大会 2007 年 9 月 21-24 日 北海道大学 
近藤忠, 高圧地球科学の新展開（招待講演）,シンポジウム「高圧力物性科学の新展開」,  
 
大矢紫保，田畑吉計，金谷親英，田口裕健，谷口年史，中村裕之,重い電子系Ce(Ru1-xRhx)2(Si1-yGey)2

における量子二重臨界点の探索II 
 
森本穣，谷口年史，芦高尚子,カイラリティ起源異常ホール効果の評価 II 
 
芦高尚子，谷口年史，森本穣,カノニカルスピングラスのカイラリティ起源異常ホール効果の異方性

依存性 II 
 
武田和夫，境家達弘，大谷一人，渡利威士，細田裕計，藤原隆史，疇地宏，白神宏之，重森啓介，

三間圀興，PDT，TMS，GOD グループ, 非局所電子熱伝導効果の観測 
 
疇地宏，境家達弘，藤岡慎介，渡利威士，大谷一人，武田和夫，細田裕計，白神宏之，中井光男，

重森啓介，村上匡且，砂原淳，長友英夫，三間圀興，M. Karasik, J. Gardner, D.G. Colombant, J.W. Bates, 
S. Obenschain, S. Eliezer, アブレーティブレイリーテイラー不安定性の理解から衝撃点火への展開 
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古賀麻由子，藤原隆史，境家達弘，李明，重森啓介，白神宏之，疇地宏, X 線フレーミングカメラを

用いた爆縮コアおよび追加熱レーザー入射の同時測定２ 
 
砂原淳，三間圀興，城崎知至，長友英夫，境家達弘，疇地宏, レーザーアブレーションにおける照

射強度不均一と密度変調の解析 
 
○第 48 回高圧討論会 2007 年 11 月 20-22 日, 倉吉パークスクエア

近藤忠, 亀卦川卓美, 八木健彦, 岡田卓, 竹村謙一, KEK-PF:LHDAC の現状と将来計画 
 
篠崎彩子, 平井寿子, 近藤忠, 八木健彦,マントル条件下におけるメタン-水流体とカンラン石の反応 
 
久保友明, 西真之, 加藤工, 近藤忠, 亀卦川卓美, 2次元検出器を用いた高圧下における結晶粒挙動

のX線その場観察とカイネティクス研究 
 
川代雄太, 近藤忠, 大谷栄治, 八木健彦, 高温高圧下におけるH2-He系の相関係 
 
○日本物理学会第 63 回年次大会 2008 年 3 月 22 日〜26 日 近畿大学 
谷口年史, カノニカルスピングラスのカイラリティ起源異常ホール効果, シンポジウム「異常ホー

ル効果と nontrivial な磁気構造」 
 
田口裕健，田畑吉計，中村裕之，大矢紫保，谷口年史, 重い電子系Ce(Ru1-xRhx)2(Si1-yGey)2における 2

つの異なる反強磁性の競合 
 

研究交流 

 

○ 特定領域研究「フラストレーションが創る新しい物性」キックオフミーティング 2007 年 11 月 

谷口年史,カノニカルスピングラスのカイラリティ起源異常ホール効果,  

 

○ 特定領域研究「フラストレーションが創る新しい物性」 

 第１回トピカルミーティング「フラストレート新奇物質」 2008 年 1 月 

谷口年史,パイロクロア酸化物Ca2Ru2O7のスピングラス転移,  

 
○ワークショップ「高強度レーザーによる地球惑星科学研究」 2008 年 2 月 14-15 日 大阪 

近藤忠, 静的圧縮実験による木星の内部構造の研究   

境家達弘, 大規模レーザーを用いた溶融鉄の状態方程式と地球深部構造への応用 

 

○ERL サイエンス研究会１ 2008 年 3 月 16-17 日 KEK 

近藤忠, 高圧地球科学における ERL 光源の活用  

 

○ 21 世紀 COE 第 2 班 COE ワークショップ「高圧を利用した新物質創成」大阪 2008 年 1 月 10

日 

近藤忠, 地球深部におけるポストペロブスカイト相の役割 
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○ 研究会「天体の衝突物理の解明」，北海道大学理学部８号館コスモスタジオ 2007 年 11 月 9 日 

境家達弘, 高強度レーザーを用いた超高速飛翔体の生成,  

 

○ 21 世紀 COE 若手秋の学校 休暇村 蒜山高原 2007 年 10 月 25 日 

境家達弘, 高強度レーザーを用いた高温高圧状態の生成と地球惑星科学への応用,  
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     資料１  宇宙地球科学専攻のアドミッションポリシー 

 

    資料２  宇宙地球科学専攻教室会議議事録 
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資料 1 

 

宇宙地球科学専攻のアドミッションポリシー 

 

 本専攻は、専攻設立の趣旨として、「物理学の基礎を身につけ物理学の最先端

の成果を武器として宇宙地球科学の研究・教育を行う」ことを掲げている。そ

のため、学部学生の教育を物理学科として一本化し、大学院においては、専攻

独自のカリキュラムに基づく教育と同時に、合同の入学試験、研究発表・評価

方式を取り入れ、学習と研究の中に常に物理学的視点を持つことを重視してい

る。従って、専攻に受け入れる学生に対しても、自然現象に対する素朴な好奇

心を持つと同時に、現象を可能な限り物理的、定量的に理解しようとする態度、

能力を学部段階において培ってきたことを求める。宇宙地球科学専攻の専門分

野は、生物学を含む物質科学、地球・惑星科学、天文・宇宙論まで極めて広い

分野に広がっている。それぞれの分野において、野外活動、観測技術、理論等々、

重視する視点が異なる。受け入れたい学生も、上に述べた基本的資質を持つ限

り、特定のスタイルにこだわることはなく、様々なタイプの学生を受け入れて

いる。 

 博士前期課程では、本専攻に関連する分野においてプロフェッショナルな研

究者を志す者も、課程終了後に専門にこだわらず民間企業などに広く活躍の場

を求める者も区別せずに受け入れている。あくまでも物理学を基礎にした知識

を身に付けている学生を求めており、特化した専門分野に詳しい必要はない。

博士前期課程は、自由に、また深く専門知識を見につけ、研究能力を磨くこと

の出来る期間であるから、そのことに邁進する強い決意をもった学生であるこ

とが必要である。博士後期課程の学生は、独立した研究者として研究分野の最

前線で活躍し、民間企業や国公立の研究所等において、自立した研究者として

の役割を果たすことが求められる。そのための能力と意欲を持ったものを積極

的に受け入れている。 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.182 

          

日 時：2007 年 5 月 2 日（水） 17：00～19:30 

場 所：Ｆ棟セミナー室（Ｆ313）    議長： 廣野、  記録： 山中 

出席： 高原 常深 松田 徳永 川村 土’山 中嶋 近藤 久冨 山中 谷口 植田 大高 佐伯 藤田 

湯川 廣野 釣部 桂 田越 谷 吉野 横山 鳥居 後藤 境家 （欠席 宮田 林田 橋爪 松本）  

委員 30 名中 26 名出席 

 

【報告事項】  中嶋専攻長ほかより以下の報告があった 

１．学部学生の異動について  

２．大学院学生の入学者確定数について  

３．大阪大学科学教育機器リノベーションセンター運営委員会委員を松田氏が担当する事 

４．非常勤職員の雇用にあたっての留意点について  

５．適正な労働契約に基づく雇用について 

６．大阪大学人権問題に関する映画会の開催 （５月１日 10-11:30, 13:00-14:30 基礎工Σホール） 

７．新科研システムの導入について 

８．平成 18 年度決算会計検査院実地検査について 

９．平成 19 年度理学研究科等緊急連絡網について 

10. 田畑氏の転出について 

11. 各種委員の交代について （防災班員；桂，放射線防護委員：横山，釣部，境屋） 

12. 大学院教育改革プログラム応募について 

13. グローバル COE について 

14. 大学の実態に即した安全衛生管理制度の要望について 

15. 川村氏（旧カリキュラム委員長）より４年生研究室配属結果について 

16. 佐伯氏（いちょう祭実行委員）よりいちょう祭実施について 

17. 常深氏（入試検討委員）より入試委員会について 

18. 近藤氏（学生生活委員）より 1) カルト教団勧誘問題および学生への暴行事件について  

19. 廣野氏（情報資料室運営委員）より情報資料閲覧室レイアウトについて 

20. 高原氏（情報資料室運営委員）より IPAP 購読料負担について 

21. 専攻長より大学院入試説明会について 

22. 議長団より一日体験入学の実施について 

23. 土’山氏（安全衛生担当委員）より新人教育要請及び広報板設置について（F 棟１階エレベーター前）    

【議題】 

１．専攻長より物性物理実験グループの教授人事を行う旨提案があり，議論の後承認した。人事委員として 

  川村（委員長），近藤，松田，常深 野末（予定）の各氏を承認した。 

２．生命理学コースの運営形態について議論した。運営委員として中嶋氏を承認した。 

３．F 棟玄関へのマチカネワニの上あご模型移転とその展示等について承認した。 

４．物理学科留年生問題について議論した 

５．今年度の日程表について議論，承認した。   

 ＊次回定例教室会議は ５月１６日（水）１７時よりＦ313 にて開催する。   記録：山中千博 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.183 

          

日 時： 2007 年 5 月 16 日（水） 17：10～18:25 

場 所： Ｆ棟セミナー室（Ｆ313）     議長：山中   記録： 山中 

出席： 高原 常深 徳永 川村 中嶋 近藤 久冨 山中 林田 谷口 佐伯 藤田 湯川 釣部 田越 

谷 後藤 境家 橋爪 （欠席 松田 土’山 植田 大高 廣野 宮田 松本 桂 吉野 横山 鳥居 ）  

委員 30 名中 19 名出席 

 

【報告事項】  中嶋専攻長より以下の報告があった。 

 １．H20 年度入学者選抜者要項について   
 ２．学部学生の異動について 
 ３．改修に伴う平成 19 年度予算配分の方針について  
 ４．理学研究科・理学部セクシャル・ハラスメントに関する研修会を 5/22（火）24（木）の

   15 時より D501 で行うこと  
 ５．理学研究科・理学部消防訓練について 
 ６．理学研究科内のエレベータに関する故障などについて 
 ７．地球惑星科学連合大会での大学インフォメーションパネル展示について 
 ８．カルト教団への注意について 
 ９．障害者の申告について：5 月 17 日迄に研究科長宛親展で障害者手帳のコピーを提出 
 10．理学研究科夏期一斉休業を８月 13-15 日に行うこと 
 11. 大阪大学学務情報システムにおける個人情報の適切な管理について  
 

【議題】 

 １．専攻運営の申し合わせ事項について確認した。 
 ２．新科研システムの導入に伴う DC,PD 等の科研費事務について議論した。  
 ３．2008 年度の研究グループ所属について 
   久冨氏を中嶋グループに，山中氏を松田グループに変更することを承認した。  
 ４．鳥居氏の退職に伴う COE 特任助教の後任人事について 
   常深グループに配属すること，および選考のための人事委員を、  
   常深（委員長），中嶋，松田，高原，小川（予定）の各氏とすることを承認した。 
 ５．生命理学コースのアドミッションポリシーおよびカリキュラムについて議論した。 
 ６．Ｆ棟ロビーにおける展示について議論した。 
 

    

   

次回定例教室会議は ６月２０日（水）１７時よりＦ313 にて開催する。   

         記録：山中 千博 
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              宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No. 184 
 
【日 時】2007 年 6 月 20 日（水）17：00～ 
【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 
【議 長】山中             【記 録】 廣野 
【出席者】高原文郎、常深博、徳永史生、川村光、土`山明、中嶋悟、林田 清、久冨修、 

山中千博、谷口年史、佐伯和人、湯川諭、廣野哲朗、釣部通、宮田惠美、 
桂 誠、田越秀行、谷篤史、吉野元、横山正、鳥居研一、後藤達志、境家達弘 

                  委員 30 名中 出席者 23 名   
                  海外出張者：なし 
 
【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、平成 18 年度予算決算（案）及び平成 19 年度当初予算配分（案） 
について報告があった。 
２．中嶋専攻長より、平成 19 年度日本学生支援機構大学院奨学生推薦可能数について報告があった。 
３．中嶋専攻長より、平成 19 年度理学懇話会への出席者（中嶋、常深、高原、近藤） 
について報告があった。 
４．中嶋専攻長より、理学研究科・理学部セクシュアル・ハラスメントに関する研修会の実施結果につ

いて報告があった。 
５．中嶋専攻長より、教員基礎データの入力への要請があった。 
６．中嶋専攻長より、はしかについて注意があった。 
７．中嶋専攻長より、科研費等の確定権限について報告があった。 
８．佐伯氏より、日本惑星科学会の HP における各研究室の紹介の掲載について依頼があった。 
９．谷口専門教育教務委員会委員より、D 棟の改修について報告があった。 
１０．土'山理学研究科ブロック安全衛生管理委員より、第３回理学研究科ブロック安全衛生管理委員会

について報告があった。 
 
【議題】 
１．常深人事委員会委員長より、COE 特任助教として穴吹直久氏を候補者とする旨提案があり、承認

された。 
２．中嶋専攻長より、全学共用スペースの取扱いについて紹介があり、 議論した。 
３．中嶋専攻長より、物理学科学生の単位未修得状況について報告があり、今後の指導について議論し

た。 
４．中嶋専攻長より、生命理学コース運営・教務委員会内規（案）について紹介があり、議論した。 
５．中嶋専攻長より、生命理学コース・カリキュラム（案）について紹介があり、議論した。 
 
    ※次回定例教室会議は、7 月 25 日(水)17 時より F313 にて開催する。 
 
                             記録 廣野哲朗 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.185 
          
日 時：2007 年 7 月 25 日（水）17：00～19:05 

場 所：Ｆ棟セミナー室（Ｆ313）    

議長： 廣野  記録： 山中 

出席： 高原 常深 徳永 川村 中嶋 近藤 土’山 植田 大高 久冨 谷口 湯川 林田  

釣部 田越 谷 後藤 境家 橋爪 宮田 松本 桂 吉野 横山 穴吹   

（欠席 松田 藤田 佐伯 釣部 境家）             委員 30 名中 25 名出席 

 
【報告事項】 

中嶋専攻長より以下の報告があった。 

１．はしか感染拡大防止による出席停止学生への対応について 

２．学部における主要学科目の授業担当教員に関する申し合わせについて 

３．8 月 26 日からの阪大新執行部体制について 

４．高杉副学長の理学部教授会オブザーバ，研究科委員会委員依頼について 

５．大学教育実践センター 高杉氏後任ポストについて 

６．教員基礎データ入力の依頼について   

７．理学懇話会について  

８．理学研究科建物周辺の環境美化について  

９．留年生への学科長（専攻長）の対応内容について 

その他の報告事項は以下のとおりである。 

10. 議長団より、物理宇宙地球科学専攻合同ビアパーティ（8 月 20 日）の開催について 

11. 川村氏より、今年度の大学院入試応募者数について 

12. 廣野氏より、来年度の情報資料室契約外国雑誌の変更内容について  

13. 土’山氏（理学研究科ブロック安全衛生管理委員）より、廃液回収、駐輪場の問題について 

  およびオートクレーブ等機器の安全管理について 

14. 近藤氏（低学年教育教務委員）より、8 月 20 日の大学説明会とその会場担当者の追加について 

【議題】 

１．川村氏（人事委員長）より、物性物理実験の教授候補者について紹介があった。 

  この人事は次回 8 月 1 日の臨時教室会議で投票に附される。 

２．専攻長の求めにより、大学院入試でのはしか対策について議論した。 

３．専攻長より、大学院入試・学部入試の情報開示案について説明があり、これを議論した。  

４．専攻長より、生命理学コース運営・教務委員会内規案について説明があり、これを議論した。 

５．研究科長選挙にかかわる選考規程、運用細則などの改正について議論した。 

６．専攻長より、ソフトウェアの管理台帳の作成依頼について説明があり、その対応について議論した。 

７．専攻長より、障害学生の補助の方法について説明があり、これを議論した。 

 
次回臨時教室会議は、8 月 1 日（水）17 時より F313 にて開催し、教授人事の投票および開票を行う。 

これにかかわる不在者投票は、7 月 26 日より、宇宙地球秘書室で行われる。 

定例教室会議は 9 月 19 日（水）17 時より F313 にて開催する。      記録： 山中 千博 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  No.186

（臨時） 

 

 【日 時】2007 年 8 月 1 日（水）17:00～17:40  

 

【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 

 

 【議 長】山中           【記 録】廣野 

 

 【出席者】高原、常深、松田、徳永、川村、土'山、中嶋、近藤 

      久冨、山中、谷口、植田、佐伯、藤田、湯川、廣野 

      田越、吉野、横山、後藤、境家 

                        委員 30 名中 出席者 21 名 

                  海外出張者：なし  

 

  

 
【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、大学説明会（8 月 20 日）について、報告が行われた。 
２．中嶋専攻長より、大学院入試でのはしか対策について、報告が行われた。 
３．中嶋専攻長より、外部評価用研究グループ活動報告について、報告が行われた。 
４．松田氏より、平成 18 年度年次報告の作成状況について、報告が行われた。 
５．議長団山中氏より、高校生一日体験入学について、その概要の説明が行われた。 
 
【議題】 
１．物性物理実験の新教授について、川村人事委員会委員長より廣田和馬氏を候補者 

とする旨説明があり、議論の後、投票が行われ，可決された。 
２．中嶋専攻長より、平成 19 年度専攻予算配分案について説明が行われ、議論ののち 

承認された。 
 
 
 
   ※次回定例教室会議は、9 月 19 日(水)17 時より F313 にて開催する。 
 また，臨時教室会議を 10 月 3 日(水)17 時より F313 にて開催する。 

 

 

 

 

記録：廣野 哲朗 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.187 

          
日 時：2007 年 9 月 19 日（水）17：00～ 
場 所：Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 
出席者：高原、常深、川村、土´山、中嶋、近藤、林田、山中、谷口、佐伯、藤田、 

湯川、釣部、宮田、桂、田越、吉野、境家、穴吹 
委員 30 名中、出席 19 名  
議長：山中 
書記：林田 

報告 
１．中嶋専攻長より、大阪大学大学院理学研究科長選考規程の一部改正案について 

10/4 16:00 からの拡大教授会で審議される旨、報告があった。 
２．中嶋専攻長より、コンピュータソフトウェアの管理台帳の作成  

（締め切りは 9 月 14 日（金））に関して、要請があった。 
３．中嶋専攻長より、理学研究科技術部技術職員に係る「改正高年齢者雇用安定法」 

（再雇用制度）への対応案について、説明があった。 
４．中嶋専攻長より、理学研究科建物周辺の環境美化（9 月 27 日（木）15:30-16:30） 

について要請があった。 
５．中嶋専攻長より、宇宙地球専攻より共用スペースとして 201m2（必要があれば追加 25m2) 

を拠出する案を施設マネージメント委員会に提出した旨、報告があった。 
６．中嶋専攻長より、物理オリンピック参加者の大学見学に関して報告があった。 
７．常深、高原グローバル COE ワーキンググループ委員より、グローバル COE 申請準備 

に関して現状の説明があった。 
８．土’山安全衛生管理委員より、改修工事にともなう喫煙場所、駐輪場の変更、コンセント点検、 

保護メガネフェアなどに関して報告があった。 
９．高原情報資料室委員より、基礎工との共通購読雑誌の冊子版取り扱いに関して報告があった。 
１０．山中教職員代表委員より、B 棟 221 の女子休養室に関して説明があった。 
１１．中嶋専攻長より、外部評価の視察、インタビューに関する対応について要請があった。 
 
議題 
１．高原人事委員長より、新教授候補者について紹介があり、議論がなされた。 

次回の臨時教室会議(10/3（水） 17 時から）において投票に附される。 
不在者投票は 9/20 より可能。 

２．川村大学院入試実施委員より、大学院入試の情報開示の基準案に関して説明があり議論がなされた。 
３．中嶋専攻長より、平成 19 年度予算の再配分案について説明があり、議論ののち承認された。 
 
次回：臨時教室会議 10 月 3 日（水）17 時～ F313  人事投票あり 
   定例教室会議 10 月 24 日（水）17 時～ F313 

記録： 林田 清 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  No.188

（臨時） 

 

 【日 時】2007 年 10 月 3 日（水）17：00～  

 

【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 

 

 【議 長】林田           【記 録】廣野 

 

 【出席者】高原、常深、松田、徳永、川村、土'山、中嶋、 

      林田、久冨、山中、谷口、植田、佐伯、藤田、湯川、廣野 

      釣部、宮田、桂、田越、谷、吉野、横山、後藤、境家、穴吹 

                        委員 30 名中 出席者 26 名 

                  海外出張者：なし  

 

【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、大阪大学大学院理学研究科長選考規程の一部改正について、 

10 月 4 日（木）に拡大教授会が行われるとの報告があった。 
２．中嶋専攻長より、国際物理オリンピック出場者 2 名の見学について、報告が行われた。 
３．中嶋専攻長より、理学研究科技術部技術職員定年後のポスト募集について、 

報告が行われた。 
４．常深大学院教育教務委員より、大学院博士前期課程 2 次募集入試を 11 月 17 日（土）に 

実施する旨、報告があった。 
５．中嶋専攻長より、F102 と F202 へのプロジェクター新設について、報告が行われた。 
 
【議題】 
１．高原人事委員会委員長より、芝井広氏を新教授の候補者とする旨説明があり、 

議論の後、投票が行われ，可決された。 
２．松本氏の転出に伴う新助教人事について、松田グループに配属すること， 

およびその選考のための人事委員を、松田（委員長）、土`山、近藤、川村、山 中卓 
の各氏とすることが承認された。 

３．物理オリンピック入試対象者用の物理学科の早期卒業制度などについて議論がなされた。 
４．中嶋専攻長より、外部評価でのインタヴュー対象学生候補者について提案があり、 

了承された。 
５．中嶋専攻長より、教育研究重点推進経費公募について説明があり、議論がなされた。 
 

※次回定例教室会議は、10 月 24 日(水)17 時より F313 にて開催する。 

記録：廣野 哲朗 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.189 

          
 
日 時：2007 年 10 月 24 日（水）17：00～19:00 
場 所：Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 
出席者：高原、常深、徳永、川村、土’山、中嶋、近藤、林田、久冨、山中、谷口、佐伯、湯川、 

廣野、釣部、宮田、橋爪、桂、田越、吉野、横山、後藤、境家 
委員 30 名中、出席 23 名  
議長：山中 
記録：林田 

 
報告 
１．中嶋専攻長より、Ｆ棟ギガビットネットワーク整備について、理学研究科 1 位で全学へ 

申請された旨報告があった。 
２．中嶋専攻長より、分析測定室の技術職員募集について報告があった。 
３．中嶋専攻長より、時間外労働の実態調査について報告があった。 
４．中嶋専攻長より、若手インターナショナルトレーニングプログラム（ＩＴＰ）に関して 

説明があった。 
５．中嶋専攻長より、外国人留学生懇親パーティ（12/7 17:30-19:30 生協 4 階）について 

案内があった。 
６．中嶋専攻長より、放射線防止障害委員２名のうち、横山氏の交代で境家氏が就任する旨 

報告があった。 
７．中嶋専攻長より、外部評価での若手・学生インタヴュー対象者について報告があった。 
８．中嶋専攻長より、物理学科研修旅行の副担当教員として藤田氏にお願いした旨報告があった。 
９．中嶋専攻長より、構内交通規制の見直しについて説明があった。 
１０．中嶋専攻長より、F623 セミナー室と F701 への引越し荷物仮置きについて報告があった。 
１１．土’山カリキュラム委員より、来年度より物理オナーセミナー１、２、３、４が 

開講されることが物理学科カリキュラム委員会で承認された旨報告があった。 
 
議題 
１．土’山カリキュラム委員より来年度の授業担当案について説明があり、議論ののち承認された。 
２．中嶋専攻長より、概算要求について紹介があり議論がなされた。 
３．中嶋専攻長より、サイエンスカフェについて紹介があり議論がなされた。 
４．中嶋専攻長より、物理学科 1，2，3 年生の時間外入館について現状の説明があり議論がなされた。 
 
 
 
次回：定例教室会議 11 月 28 日（水）17 時～ F313 

記録： 林田 清 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.190 

日 時： 2007 年１１月 28 日（水） 17：10～19:03 

場 所： Ｆ棟セミナー室（Ｆ313）     議長：林田   記録： 山中 

出席： 高原 常深 松田 川村 土’山 中嶋 林田 久冨 山中 谷口 植田 佐伯 藤田 湯川   

宮田 桂 田越 谷 吉野 後藤 横山  

（欠席: 徳永 近藤 大高 廣野 釣部 橋爪 松本 境家 穴吹）  

委員 30 名中 21 名出席 

【報告事項】 
中嶋学科長（専攻長）他より、以下の報告があった。 

１．入試委員会において生物科学コースの前期後期定員の変更を認めたことについて。     
２．物理学科入試における国際物理オリンピック出場者の２名出願の件及びチューターの選定について。 
３．センター入試(1/19,20)，前期(2/25)，後期(3/12)入試の際の建物への出入りに関する注意について。 
４．理学部学部生の全員時間外入館許可について。 
５．障害学生支援計画書の提出について。 
６．若手インターナショナルトレーニングプログラム（ＩＴＰ）について。 
７．理学懇話会（1 月 17 日 13 時-19 時）について。 
８．人権問題に関する講演会について (12 月 12 日 14 時～ 於シグマホール)。 
９．非常勤職員の時間外労働の調査について。     
１０．研究費等公的資金の適正な使用に関する注意について。 
１１．宇宙地球科学専攻２次募集入試委員長常深氏より、11 月 17 日実施の入試の状況について。  
１２．11 月 29、30 日に実施される外部評価について。 
１３．専攻の概算要求について。 
１４．事務局発の一部の事務連絡の手段として、今後阪大ポータルサイトを利用する件について。 
１５．11 月 28 日実施の消防訓練について。 
１６．議長団より 12 月 17 日の学科合同忘年会について。 
１７．カリキュラム委員 土’山氏より, 理数オナープログラムについて。 
 
【議題】 
１．専攻長より助教ポスト各１を廣田グループ、芝井グループに配当することが提案され、これを承認

した。またそれぞれの人事委員について、委員長川村氏以下、近藤、常深 松田 野末の各氏、お

よび委員長高原氏以下、常深、中嶋、土’山 能町の各氏とすることを承認した。 
２．今後の教室会議の日程について議論した。 
３．学部入試におけるＡＯ入試などの導入の可能性について議論した。 
４．物理学科留年生への対応方法について議論した。 
５．Ｆ棟の改修事項の要望について議論した。 
６．理科と情報数理の教育セミナーの継続に関して議論した。 
 
次回定例教室会議は 12 月 19 日（水）17 時～ F313 にて行われる。 
                                  記録： 山中 千博 
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                    宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.191 
 
日 時： 2007 年 12 月 19 日（水）17：00～ 

場 所： Ｆ棟セミナー室（Ｆ313）       議長：山中   記録： 林田 

出席者： 高原 常深 松田 徳永 川村 土'山 中嶋 近藤 林田 久冨 山中 谷口 大高  佐伯 藤

田 湯川 釣部 橋爪 桂 田越 後藤 境家  

            （欠席: 植田 廣野 宮田 谷 吉野 横山 穴吹 ）  

                                                      委員 29 名中 22 名出席 

【報告事項】 

１．中嶋専攻長より、学部・大学院の行事予定（学年末・学年始め）について紹介があった。 

２．中嶋専攻長より、大学入試センター試験（1/19,1/20)の実施に伴う入構規制について注意があった。 

３．中嶋専攻長より、ITP 等による海外派遣中に取得した単位の認定について説明があった。 

４．中嶋専攻長より、次期理学研究科長候補者選考日程および選挙管理委員等について説明があった。 

５．中嶋専攻長より、理学研究科事務部事務分掌に関する内規について紹介があった。 

６．中嶋専攻長より、平成 21 年度概算要求事項について報告があった。 

７．中嶋専攻長より、外部評価委員会(11/29-30)について報告があった。 

８．中嶋専攻長より、12 月の勤務時間等記録簿及び従事時間報告書の取扱いについて注意があった。 

９．中嶋専攻長より、非常勤職員の時間外労働の調査について報告があった。    

１０．土'山専門教育教務委員より、学務委員会、専門教育教務委員会の報告があった。 

１１．土'山安全衛生管理委員より、Ｇ棟ゴミ収集場で起こった不法投棄の経緯と、今後のゴミ捨てに関する

ルールについて説明があった。 

１２．常深大学院教育教務委員より、講義分担について説明があった。 

１３．佐伯いちょう祭実行委員より、参加希望者募集の案内があった。 

１４．中嶋専攻長より、教育研究等重点推進経費・大学基盤推進経費申請に関して提案が募られた。 

１５．中嶋専攻長より、物理学科への転学科希望者が２名あった旨、報告があった。 

 
【議題】 

１．中嶋専攻長より、来年度の若手インターナショナルトレーニングプログラム（ＩＴＰ）への専攻内推薦

に関して、２月末締め切りで募集をする旨提案があり、了承された。 

２．中嶋専攻長より、日本地球惑星科学連合大会展示用のパネル作成について提案があり、了承された。 

 
次回：定例教室会議 1 月 23 日（水）17 時～ F313 

 
                                                           記録：林田 清 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.192 

 
【日 時】2008 年 1 月 23 日（水）17:00～18:00 

【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 

【議 長】山中                           【記 録】 廣野 

【出席者】高原、常深、徳永、川村、土'山、中嶋、近藤、久冨、山中、谷口、植田、大高、佐伯、藤田、湯川、

廣野、釣部、宮田、橋爪、桂、田越、谷、吉野、横山、後藤、境家、穴吹 

                                              委員 29 名中 出席者  27 名 

                                              海外出張者：なし 

 

【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、改修に伴う平成 19 年度予算の再配分について、報告が行われた。 
２．中嶋専攻長より、平成 20 年度転科志願者について、報告が行われた。 
３．中嶋専攻長より、総合学術博物館教員ポストについての申し合わせ(案)について、報告が行われた。 
４．中嶋専攻長より、公的研究費の管理・監査ガイドラインの運用について、報告が行われた。 
５．中嶋専攻長より、徳永教授の退職記念講義を 3/14(金)16 時から D501 にて行う旨，報告が行われた。 
６．中嶋専攻長より、技術職員（分析測定室）の採用について、報告が行われた。 
７．中嶋専攻長より、教職員の長時間労働に対する医師による面接指導について、説明が行われた。 
８．中嶋専攻長より、事故防止の徹底について、注意喚起が行われた。 
９．中嶋専攻長より、センター入試(1/19,20)の実施について、報告が行われた。 
１０．中嶋専攻長より、卒論発表会(2/2)について、説明が行われた。 
１１．中嶋専攻長より、修士論文発表会(2/12.13)について、説明が行われた。 
１２．常深大学院教育教務委員より、博士論文公聴会(2/4,5,6)について、説明が行われた。 
１３．中嶋専攻長より、次期理学研究科長候補者第一次投票結果について、報告が行われた。 
１４．中嶋専攻長より、盗難防止について、注意喚起が行われた。 
１５．土'山理学研究科ブロック安全衛生管理委員より、ゴミの捨て方について、注意喚起が行われた。 
１６．中嶋専攻長より、「理科と情報数理セミナー」について、報告が行われた。 
 
【議題】 
１．中嶋専攻長より、来年度の役割分担について提案があり、議論ののち、承認された。 
２．中嶋専攻長より、専攻内スペースの配分案について提案があり、議論ののち、その方針が

了承された。 
 
※次回定例教室会議は、2 月 20 日(水)17 時より F313 にて開催する。 
 

記録：廣野 哲朗 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.193 

 
【日 時】2008 年 2 月 20 日（水）17:00～18:20 

【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 

【議 長】林田                           【記 録】 廣野 

【出席者】高原、常深、松田、徳永、川村、土'山、中嶋、久冨、谷口、植田、大高、佐伯、藤田、湯川、廣野 

      釣部、橋爪、桂、田越、谷、横山、後藤、穴吹 

                                              委員 29 名中 出席者  2３名 

                                              海外出張者：なし 

 

【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、改修に伴う平成 19 年度予算の再配分について、報告が行われた。 
２．中嶋専攻長より、平成 20 年度前期日程入試と後期日程入試の実施について、説明が行われた。 
３．中嶋専攻長より、卒業式と学位授与式について、説明が行われた。 
４．中嶋専攻長より、平成 20 年度大学院理学研究科入学式・オリエンテーションについて、 

説明が行われた。 
５．中嶋専攻長より、大学院生の異動について、報告が行われた。 
６．中嶋専攻長より、平成 20 年度物理学科転学科試験について、報告が行われた。 
７．中嶋専攻長より、奨学金返還免除推薦順位について、報告が行われた。 
８．中嶋専攻長より、出張の手続きについて、注意喚起が行われた。 
９．中嶋専攻長より、TA と RA の従事時間報告書の作成について、注意喚起が行われた。 
１０．土'山理学研究科ブロック安全衛生管理委員より、消防署の危険物立ち入り調査について、 

説明が行われた。また、実験中の保護メガネの使用と駐輪場における駐輪状況の改善について、

注意喚起が行われた。さらに、ゴミの分別表について説明が行われ、ゴミの捨て方のルール徹底

について、注意喚起が行われた。 
 
【議題】 
１．松田グループ新助教の候補者について、松田人事委員長より紹介があり、議論がなされた。

この人事は、次回の臨時教室会議において投票に付される件が承認された。 
２．中嶋専攻長より、平成 21 年度の専攻内スペースの配分案およびこれに関する予算案に 

ついて説明があり、議論ののち了承された。 
３．中嶋専攻長より、「理科と情報数理セミナー」について説明があり、議論が行われた。 
４．中嶋専攻長より、パワハラ・アカハラへの対応について説明があり、議論が行われた。 
 
※次回，臨時教室会議は、3 月 5 日(水)17 時より F313 にて開催する。人事投票有り。 
      定例教室会議は、3 月 19 日(水)17 時より F313 にて開催する。 
 

記録：廣野 哲朗 
 

－139－



宇宙地球科学専攻 教室会議議事録  No.194

（臨時） 

 

 【日 時】2008 年 3 月 5 日（水）17:00～18:20 

 

【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 

 

 【議 長】林田           【記 録】廣野 

 

【出席者】高原、松田、川村、土'山、中嶋、近藤 

林田、久冨、谷口、植田、佐伯、藤田、湯川、廣野 

釣部、橋爪、田越、谷、吉野、横山、後藤、境家           

                  委員 29 名中  出席者 22 名 

                  海外出張者：常深 

 
【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、大阪大学理学部規程の一部改正（案）について、説明が行われた。 
２．中嶋専攻長より、大阪大学大学院理学研究科規程の一部改正（案）について、 

説明が行われた。 
３．中嶋専攻長より、平成 20 年度課程博士及び論文博士の学位申請日程について、 

説明が行われた。 
４．中嶋専攻長より、招へい研究員の取扱いについて、説明が行われた。 
５．中嶋専攻長より、平成 19 年度個別学力検査等（後期日程）の 実施について、 

説明が行われた。 
６．中嶋専攻長より、TA オリエンテーションについて 4/4 (金)午後 2 時から D501 にて 

実施する旨、説明が行われた。 
７．中嶋専攻長より、部屋の移動・工事日程について、説明が行われた。 
８．中嶋専攻長より、4 年生の卒業判定について、報告が行われた。 
９．中嶋専攻長より、楠本賞と理学部賞の候補者について、報告が行われた。 
１０．中嶋専攻長より、教員基礎データの更新について、その要請が行われた。 
１１．中嶋専攻長より、年度末予算執行について、注意喚起が行われた。 
 
【議題】 
１．松田人事委員会委員長より、藪田ひかる氏を松田グループの新助教の候補者とする旨説明が

あり、議論の後、投票が行われ，可決された。 

 

※次回，定例教室会議は、3月 19 日(水)17 時 より F313 にて開催する。 

記録：廣野 哲朗 
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宇宙地球科学専攻 教室会議議事録 No.195 

 
【日 時】2008 年 3 月 19 日（水）17:00～17:40 

【場 所】Ｆ棟セミナー室（Ｆ313） 

【議 長】林田                           【記 録】 廣野 

【出席者】高原、常深、松田、徳永、川村、中嶋、久冨、山中、植田、大高、佐伯、湯川、廣野 

      田越、横山、後藤、境家          

                                                委員 29 名中 出席者 17 名 

                                                海外出張者：なし 

 

 

【報告事項】 
１．中嶋専攻長より、大学院入学者数について、報告が行われた。 
２．中嶋専攻長より、物理オリンピック入試合格手続者について、報告が行われた。 
３．中嶋専攻長より、パソコンの不法投棄について、ゴミの捨て方のルール遵守の注意喚起がなされた。 
４．中嶋専攻長より、専攻内の工事と移動について、報告が行われた。 
５．中嶋専攻長より、H19 年度計画達成状況シート記載情報について、報告が行われた。 
６．中嶋専攻長より、教員基礎データの更新について、その要請が行われた。 
７．中嶋専攻長より、来年度の役割分担について、報告が行われた。 
 
 
【議題】 
１．中嶋専攻長より、来年度の行事の諸日程について提案があり、議論ののち、承認された。 
 
 
 
※次回，定例教室会議は、4 月 23 日(水)17 時より F313 にて開催する。 
 
 
 

記録：廣野 哲朗 
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